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　この報告書は，東九州自動車道（鹿屋串良ＩＣ～曽於弥五郎ＩＣ間）の建設に伴っ

て，平成１９～２０年度に実施した曽於郡大崎町に所在する加治木堀遺跡，宮ノ本遺跡，

椿山遺跡，柿木段遺跡，野方前段遺跡Ａ地点の発掘調査の記録です。

　

　加治木堀遺跡では，列状に配置された縄文時代後期の落とし穴が発見され，この

時期の狩猟形態の一端を見ることができました。

　椿山遺跡は，弥生時代中期の甕形土器や壺形土器と中世の古道跡が発見されまし

た。

　柿木段遺跡は，狭い谷水田に埋もれた遺跡で，縄文時代晩期の打製石斧の埋納遺

構は予想外の発見でした。

　野方前段Ａ遺跡は，縄文時代早期の遺跡で，狭い範囲に石蒸し焼き等の生活痕跡

が残されていました。

　これらは，いずれも本県の歴史を解明する上で貴重な資料であります。

　本報告書が，県民の皆様をはじめとする多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対

する関心とご理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力いただいた国土交通省大隅河川国道事務所，大崎町

教育委員会，関係各機関及び発掘調査に従事された地域の方々に厚くお礼申し上げ

ます。

　平成２２年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所 長　 山　 下　 �　 美

序　　　文
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特記事項主 な 遺 物主 な 遺 構主 な 時 代種　別所収遺跡名
土器，石鏃，楔形石器，敲石

山ノ口式土器

成川式土器，鉄鏃

白磁，青磁，軽石製品

落とし穴７

溝状遺構，古道跡，
畝状遺構，土坑１

縄文時代中期

弥生時代中期

古墳時代

古代～中世

散布地加治木堀遺跡

なしなし散布地宮 ノ 本 遺 跡

岩崎下層式土器，岩崎上層式
土器，石匙，石鏃
吉ヶ崎式土器

落とし穴

溝状遺構，古道跡

縄文時代

弥生時代中期

古代～中世

散布地椿 山 遺 跡

黒川式土器，石鏃，石斧

山ノ口式土器

成川式土器，鉄鏃

土師器，須恵器

青磁，白磁，染付，薩摩焼

落とし穴，石斧埋納
遺構，土坑

カマド跡
溝状遺構，古道跡

縄文時代晩期

弥生時代

古墳時代

古代

中世～近世

散布地柿 木 段 遺 跡

石坂式土器，平栫式土器，塞
ノ神式土器，苦浜式土器，右
京西式土器，石鏃，石匙，磨
石，敲石，石皿，南福寺式土
器，黒川式土器，石製垂飾品

吉ヶ崎式土器

須恵器

染付，薩摩焼

集石遺構６，炭化木，
落とし穴５，土坑３

土坑１

溝状遺構，古道跡
土坑１４
土坑２５

縄文時代

弥生時代

古代～中世

近世

散布地野方前段遺跡
Ａ 地 点

・加治木堀遺跡
　縄文時代中期と弥生時代中期，古墳時代及び中世の遺跡である。縄文時代中期の遺構
として円形の落とし穴を７基検出している。落とし穴には桜島起源Ｐ７（４．７～５千年
前）火山灰が埋土上部に混入し，２列に配置されていた。
　弥生時代は山ノ口式土器，古墳時代は成川式土器と鉄鏃が出土している。
　中世遺構は畠境，古道跡を検出し，畠は長方形で畝跡も検出している。
・椿山遺跡
　縄文時代中・後期の土器と落とし穴，弥生時代中期の土器，古代～中世の溝状遺構・
古道跡を検出している。　
・柿木段遺跡
　縄文時代晩期では土坑４基，落とし穴１基，石斧埋納遺構１基を検出している。古代
は溝状遺構１９本，古道跡４６条，カマド遺構２基を検出している。
・野方前段遺跡Ａ地点
　縄文時代早期・前期・中期・晩期，弥生時代中期，古代，中・近世の遺跡である。
　遺構は縄文時代早期の集石遺構６基と，古代の可能性のある溝状遺構を１条検出して
いる。

遺跡の概要
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１　本報告書は，東九州自動車道（鹿屋串良ＩＣ～曽於弥五郎ＩＣ間）建設に伴う加治木堀遺跡，
宮ノ本遺跡，椿山遺跡，柿木段遺跡，野方前段遺跡Ａ地点の発掘調査報告書である。
２　加治木堀遺跡，宮ノ本遺跡，椿山遺跡，野方前段遺跡Ａ地点は鹿児島県曽於郡大崎町野方，柿
木段遺跡は曽於郡大崎町立小野に所在する。
３　発掘調査及び報告書作成は，国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所から鹿児島県教育
委員会が受託し，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。
４　発掘調査は確認調査と本調査に分けて行い，確認調査は宮ノ本遺跡，加治木堀遺跡，椿山遺跡，
柿木段遺跡の順で平成１９年５月１６日～平成１９年７月２７日の間実施した。本調査は加治木堀遺跡を
平成１９年１１月１日～平成２０年３月１９日，柿木段遺跡を平成２０年５月２２日～平成２１年３月１９日まで
実施した。
　　野方前段遺跡Ａ地点は確認調査を平成１９年５月１６日～平成１９年７月１３日まで，本調査を平成１９
年７月１６日～平成２０年３月１９日まで実施した。
５　遺物番号は，加治木堀遺跡及び宮ノ本遺跡，椿山遺跡，柿木段遺跡，野方前段遺跡の遺跡毎に
通し番号を付し，本文・挿図・表・図版の番号は一致する。
６　挿図の縮尺は土器が１/３，石器の小型及び剥片石器が１/１または２/３，磨石・敲石等の大型の石
器は１/３を基本としたが，一部についてはこの限りではない。遺構の縮尺は１/２０を基本としたが，
一部の遺構に関してはこの限りではない。各々，挿図毎に示した縮尺を参考とされたい。
７　本書で使用したレベル数値は，国土交通省が提示した工事計画図面に基づく海抜絶対高である。
８　発掘調査における図面作成，写真撮影は，調査担当者が行った。
９　遺構実測図のトレースは，整理作業員の協力を得て，加治木堀遺跡及び野方前段遺跡Ａ地点を
長�慎太郎と岩永勇亮が，椿山遺跡及び柿木段遺跡を遠矢勝幸が行った。

１０　土器の実測・トレースは整理作業員の協力を得て彌榮久志，遠矢が行った。
１１　石器の実測・トレースは整理作業員の協力を得て彌榮，遠矢が行い，一部を㈱九州文化財研究
所に委託し，監修は彌榮が行った。

１２　遺構内出土の炭化物の放射性年代測定は，㈱加速器分析研究所に委託した。
１３　土器と石器の出土分布図は，整理作業員の協力を得て，加治木堀遺跡及び野方前段遺跡Ａ地点
を長�が，椿山遺跡と柿木段遺跡を永�功治の協力を得て遠矢が行った。

１４　遺物の写真撮影は，西園勝彦と�岡康弘が行った。
１５　本報告書の執筆・編集は彌榮，遠矢，長�，岩永，岩元康成が行った。
　　第Ⅰ章　発掘調査の経緯，第Ⅱ章　遺跡の位置と環境　　長�・遠矢
　　第Ⅲ章　第１節　加治木堀遺跡・宮ノ本遺跡　　　　　　彌榮・長�・岩永
　　　　　　第２節　椿山遺跡　　　　　　　　　　　　　　遠矢・彌榮
　　　　　　第３節　柿木段遺跡　　　　　　　　　　　　　遠矢・彌榮・岩元
　　　　　　第４節　野方前段遺跡Ａ地点　　　　　　　　　彌榮・長�
１６　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，各遺跡
の遺物注記の略号は，加治木堀遺跡（ＫＧＢ），椿山遺跡（ＴＹ），柿木段遺跡（ＫＤ），野方前
段遺跡Ａ地点（ＮＧＭ・Ａ）である。
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　　　　⑧５号落とし穴　完掘

図版２９　①縄文時代後期　土器出土状況　　　　　　

　　　　②縄文時代晩期　土坑硬化面

　　　　③弥生時代　土坑

　　　　⑤古道跡　⑥溝状遺構

図版３０　縄文時代早期　土器

図版３１　縄文時代早期　土器

図版３２　縄文時代早期　土器

図版３３　縄文時代早期　石器

図版３４　縄文時代前・後期　土器

図版３５　縄文時代晩期　土器

図版３６　縄文時代晩期　石器

　　　　弥生時代　土器

　　　　古代・近世　遺物
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　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るため，各開発関係機関との間で，事業区域内
における文化財の有無及びその取り扱いについて協議し，諸開発との調整を図っている。
　この事前協議制に基づき，日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所は，東九州自動車道（志布志
ＩＣ～末吉財部ＩＣ間）の建設を計画し，当該事業区の埋蔵文化財の有無について鹿児島県教育庁
文化財課（以下，文化財課）に照会を行った。
　これを受けて文化財課は，平成１１年１月に鹿屋串良ＩＣ～末吉財部ＩＣ間を，平成１２年２月には
志布志ＩＣ～鹿屋串良ＩＣ間の埋蔵文化財の分布調査を実施し，５０カ所の遺跡（８５４，１００�）の存
在を報告した。
　分布調査の結果を基に，日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所，鹿児島県土木部高速道対策室，
文化財課，県立埋蔵文化財センターの４者で協議や対応を検討してきた。
　その後，日本道路公団民営化へ政府の方針が提起され，事業の見直しと建設のコストの削減も検
討され，併せて遺跡の繊密な把握が求められることとなり，詳細な分布調査や試掘調査を実施する
こととした。
　そこで，文化財課と県立埋蔵文化財センターは，平成１３年７月１０日～７月２６日の間，鹿屋串良Ｉ
Ｃ～末吉財部ＩＣ間の３３の遺跡についての詳細分布調査を実施し，平成１３年９月１７日～１０月２６日ま
でと，平成１３年１２月３日～１２月２５日の間に，遺跡の範囲及び遺物包含層の層数を把握するための試
掘調査を実施した。
　上記の詳細調査に加え，既に合意されていた本線及び工事用道路部分，側道部分の確認調査も実
施することとなり，関山西遺跡，関山遺跡，狩俣遺跡の３遺跡を平成１３年１０月１日～平成１４年３月
２２日の間実施した。
　平成１４年４月には，鹿屋串良ＩＣ～志布志ＩＣ間について再度分布調査を実施し，遺跡面積を
６７８，７００�と報告した。
　その後，日本道路公団の民営化と国土交通省所管の新直轄方式に基づく道路建設が確定し，１２月
に曽於弥五郎ＩＣ～末吉財部ＩＣ間の発掘調査協定書締結により，本格的な発掘調査を実施するこ
ととなった。
　なお，日本道路公団からの再委託は曽於弥五郎ＩＣまでで終了し，曽於弥五郎ＩＣから志布志Ｉ
Ｃまでの先線部は国土交通省からの受託事業となった。
　加治木堀遺跡・宮ノ本遺跡の調査は，確認調査を平成１９年５月１６日から７月３日まで行い，引き
続き本調査を平成１９年１１月１日から平成２０年３月１９日に実施した。
　椿山遺跡の調査は，確認調査を平成１９年６月１１日から７月２日まで行い，その後，本調査を平成
２０年９月１日から１１月２７日まで実施した。
　柿木段遺跡の調査は，確認調査を平成１９年７月４日から７月２６日まで行い，その後，本調査を平
成２０年５月２２日から平成２１年３月１９日まで実施したが，一部未買地が未調査で残されている。
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平成１９年度　確認調査・本調査
事業主体者　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所，鹿児島県土木部高速道対策室
調査主体者　鹿児島県教育委員会
企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課　　　　　　　　　　　　　　　
調査統括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　　　長　　宮原　景信
調査企画　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次 長 兼 総 務 課 長　　平山　　章
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調 査 第 二 課 長　　立神　次郎
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事兼調査第二課第一調査係長　　彌榮　久志
調査担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文　化　財　主　事　　寺原　　徹
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　川元　禎久
事務担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　総　　務　　係　　長　　寄井田正秀
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　　　　事　　五百路　真
調査指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　別府大学文学部教授　　下村　　智
�������	
���

平成１９年度　確認調査
事業主体者　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所，鹿児島県土木部高速道対策室
調査主体者　鹿児島県教育委員会
企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
調査統括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　　　長　　宮原　景信
調査企画　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次 長 兼 総 務 課 長　　平山　　章
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調 査 第 二 課 長　　立神　次郎
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事兼調査第二課第一調査係長　　彌榮　久志
調査担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文　化　財　主　事　　寺原　　徹
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　川元　禎久
事務担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　総　　務　　係　　長　　寄井田正秀
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　　　　事　　五百路　真
平成２０年度　本調査
事業主体者　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所，鹿児島県土木部高速道対策室
調査主体者　鹿児島県教育委員会
企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
調査統括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　　　長　　宮原　景信
調査企画　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次 長 兼 総 務 課 長　　平山　　章
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　池畑　耕一



－３－

　　　　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　調 査 第 二 課 長　　彌榮　久志
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事兼調査第二課第一調査係長　　中村　耕治
調査担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文　化　財　主　事　　遠矢　勝幸
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　福永　修一
事務担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　総　　務　　係　　長　　紙屋　伸一
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　　　　査　　五百路　真
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平成１９年度　確認調査・本調査
事業主体者　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所，鹿児島県土木部高速道対策室
調査主体者　鹿児島県教育委員会
企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
調査統括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　　　長　　宮原　景信
調査企画　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次 長 兼 総 務 課 長　　平山　　章
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調 査 第 二 課 長　　立神　次郎
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事兼調査第二課第一調査係長　　彌榮　久志
調査担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文　化　財　主　事　　平木場秀男
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文 化 財 研 究 員　　木内　敏生
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文 化 財 調 査 員　　佐藤　真人
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　岩永　勇亮
事務担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　総　　務　　係　　長　　寄井田正秀
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　　　　事　　五百路　真
平成２１年度　報告書作成
事業主体者　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所，鹿児島県土木部高速道対策室
調査主体者　鹿児島県教育委員会
企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
作成統括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　　　　長　　山下　�美
作成企画　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次 長 兼 総 務 課 長　　斉藤　守重
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　青�　和憲
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調 査 第 二 課 長　　彌榮　久志
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主任文化財主事兼調査第二課第一調査係長　　長野　真一
作成担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　調 査 第 二 課 長　　彌榮　久志
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文　化　財　主　事　　遠矢　勝幸
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　長�慎太郎
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　文 化 財 調 査 員　　岩永　勇亮
事務担当　　　　　　　　　〃　　　　　　　　総　　務　　係　　長　　紙屋　伸一
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　主　　　　　　　　事　　高�　智博
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報告書作成検討委員会　平成２１年１２月１１日　　　山下所長ほか９名
報告書作成指導委員会　平成２１年１２月２日　　　青�次長ほか２名
企画担当　　大久保浩二
作成指導　　早稲田大学理工学部研究所客員准教授　　　　　　　　　　　山元　信夫

 

�������	
��	
������



－５－

�������	
��
��

�������	
���

　加治木堀遺跡を主体とし，宮ノ本遺跡は���で記述する。「トレンチ」を「Ｔ」で略す。
����

�������	

北側に確認トレンチ設定。アカホヤ１次から下の黒色土層まで掘り下げ終了。１ＴⅦ層～Ⅸ層，２Ｔ
Ⅳ～Ⅵａ層，３ＴⅢ層，４ＴⅡ層掘り下げ。グリッド杭設置。���確認Ｔ設定，Ⅵａ～Ⅸまで完掘
（１Ｔ）東側と北側の土層断面写真撮影・実測。
�������	
�

１ＴⅧ検出，２ＴⅥ～Ⅸ層上面，土層断面実測。３ＴⅥａ～Ⅶ層掘り下げ。４ＴⅦａ層・５ＴⅣ～
Ⅴ層・６ＴⅥａ～Ⅶａ・７ＴⅩ層・８ＴⅣ～Ⅶ層，９ＴⅢ～Ⅵ層，１０ＴⅡ層，１１ＴⅡ～Ⅲ層，１２ＴⅡ
層掘り下げ。２Ｔ～１２Ｔまでコンター図作成（Ｓ＝１／２５０）。
���

���������

（Ｃ－７～９区）Ⅰ～Ⅱ層掘り下げ，（Ｂ・Ｄ－７～９区）Ⅱ層掘り下げ，弥生土器多数出土。土
坑１基検出（Ｂ・Ｃ－１～３区）表層剥ぎ。（Ｂ～Ｄ－８・９区）Ⅲ層検出ピット精査。
��������	

（Ｂ・Ｃ－３～５区）Ⅲ層上面遺構検出，ピット完掘・コンター図作成，硬化面・古道跡検出。円
形遺構検出，土坑実測。（Ｂ～Ｄ－７～９区）ピット完掘，コンター図・調査範囲図作成，Ⅲ層一
部検出。（Ｄ－１９区）落とし穴４基・ピット検出，西壁土層断面実測。（Ｃ～Ｅ－１６～２０区）Ⅱ～Ⅱｅ
層掘り下げ，土器（山ノ口）集中区検出。道跡状遺構検出（近世）。Ⅲ層表土剥ぎ，Ｐ７検出。５
Ｔ横で鉄鏃出土。１８～１９日，下村智教授（別府大学）現地指導。
�������	

（Ｂ・Ｃ－３区）Ⅱ～Ⅲ層検出，コンター・土坑位置図作成。（Ｃ～Ｅ－１６～１９）Ⅱ層上部で溝状
遺構検出，道跡（中世）検出，古道跡・溝状遺構実測。Ⅱ～Ⅲ層掘り下げ，弥生土器・石鏃・土坑
１基検出，落とし穴２～５号半裁。
��������

（Ｃ・Ｄ－１６～２０区）Ⅲ層検出，コンター図・落とし穴位置図作成。Ⅱｂ直上畑畝跡検出，Ⅱｃ層直
上鉄鏃検出，Ⅱｄ層黒色のプラン検出，山ノ口式土器出土。Ⅱｅ層上面で溝状遺構検出。Ⅱａ層硬化
面・Ⅱｂ層溝状遺構・３～６号半裁状況実測。２月１５日空撮。
�������	

（Ｂ～Ｄ－５・６区）Ⅱ層掘り下げ。土坑平面実測。落とし穴７号床面検出，平断面・逆茂木痕実
測。（Ｃ・Ｄ－１６～１８区）Ⅲ層上面コンター図作成，５号ミニＴ（５０�掘り）断面の確認，半裁，
床面検出。（Ｃ－１６・１７区拡張部）Ⅲ層一部検出，溝状遺構実測，山ノ口式土器・石鏃１点出土。

�������	��

　椿山遺跡は���で記述する。柿木段遺跡は���で記述する。
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���トレンチ設定，Ⅱ層山ノ口式土器出土，コンター図作成。１ＴⅥ～Ⅶ層掘り下げ。
�������	

���１ＴⅦ層掘り下げ，土層断面写真撮影。北側ミニトレンチ掘り下げ。
���１～４Ｔ表土剥ぎ，掘り下げ。１～４ＴⅡ～Ⅲ層掘り下げ，１Ｔ溝状遺構検出。５ＴⅠ層～
２次シラス掘り下げ・１～５Ｔ配置図作成。６・８Ｔ硬化面検出，１・６～８ＴⅡ～Ⅴ層掘り下げ。
���
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���Ⅱ層掘り下げ，表土剥ぎ。
�������	

���（Ｄ～Ｇ－２～４区・Ｇ－５～７区）Ⅱ層掘り下げ，硬化面検出（古道跡）。（Ｅ～Ｇ－１～
６区・Ｄ～Ｅ－１～３区）Ⅱ層遺物取上げ。
�������	

���（Ａ～Ｇ－３区）溝跡掘り下げ・実測。石槍出土。（Ｄ～Ｇ－１～６区）Ⅱ層古道検出，
Ⅱ層掘り下げ，硬化面検出。（Ｆ－４～６区）溝跡完掘。溝状遺構実測。
�������	

���（Ｄ～Ｇ－３～６区）Ⅱ層掘り下げ，古道跡硬化面検出，畝跡検出。（Ｅ～Ｇ－４～６区）溝
　跡掘り下げ。土坑掘り下げ。（Ｄ～Ｆ－２～３区）コンター図作成。
�������	

���（Ｆ－２区）土坑写真撮影，掘り下げ実測，溝状遺構の断面を含めた写真撮影。（Ｄ～Ｇ－１
　　　～５区状遺構実測。Ⅲ層掘り下げ。（Ｆ－１区）土坑№３完掘。���表土剥ぎ。
��������	

���（Ｄ～Ｇ－２～６区）Ⅴ層上面コンター図作成。Ⅴ層上面遺構検出，下層確認トレンチ完掘
溝状遺構・Ⅲ層掘り下げ，北側ＴⅡ～Ⅲ層掘り下げ。
��������	

���（Ａ～Ｃ－１３～１６区）Ⅱ層掘り下げ。���北側トレンチⅥ層上部まで掘り下げ。（Ｂ～Ｃ－
７～８区）コンター図作成。（Ａ～Ｃ－１～７区）アカホヤ上面遺構検出，Ⅳ層上面掘り下げ，Ⅴ
層・Ⅵ層コンター図作成。（Ａ～Ｂ－１～６区）Ⅲ～Ⅳ層掘り下げ，落とし穴検出。北東側土層断
面実測。���（Ａ－１～５区・Ａ・Ｂ－４・５区）さつま層まで確認トレンチ。（Ａ・Ｂ－１・４
～５区・Ａ～Ｃ－７区）アカホヤ層上面コンター図作成。落とし穴実測。椿山遺跡調査終了。
��������	

���（Ａ～Ｃ－１３～１６区）Ⅱ層掘り下げ，硬化面？検出。
��������

���（Ａ～Ｃ－２～４区）Ⅱ層掘り下げ。硬化面検出。（Ａ～Ｃ－１３～１６区）硬化面精査。（Ａ～
Ｇ－１０～１６区）土器集中部掘り下げ。カマド状遺構掘り下げ，Ⅱ層掘り下げ，溝跡実測。
��������
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���（Ａ～Ｄ－４～７区・Ａ～Ｅ－１１～１６区）溝跡レベル実測，掘り下げ，Ⅱ層掘り下げ，古道
跡実測。（Ｃ～Ｄ－２～１１区）溝跡検出・掘り下げ。　　
�������	

���（Ｂ－３区）石斧デポ実測。（Ａ～Ｃ－２～６区）Ⅲ～Ⅳ層／Ⅴ層上面・コンター図作成。（Ａ
～Ｆ－１１～１５区）Ⅲ層コンター図作成，Ⅳ層上面精査。１号落とし穴完掘。（Ａ－１４区）カマド状
遺構実測。荷出し準備，片付け，ベルトコンベアー撤去，レンタカー返却，環境整備。

�������	


����

�������	

グリッド設定，確認Ｔ設定，掘り下げ。Ｔ位置図作成。８・１０Ｔ掘り下げ。　
����������

（７Ｔ・１０ＴⅧ層・１２ＴⅢ～Ⅳ層・１３Ｔ・１４ＴⅣ層・１６ＴＸ～ＸⅡ層・１７Ｔ）掘り下げ。（１５Ｔ）遺
構配置図作成。（１１Ｔ）Ⅴ層遺構検出。（８・９Ｔ）Ⅲａ～Ⅲｂ層拡張部分の掘り下げ。
���
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（８・９・１０Ｔ）Ⅲａ～Ⅲｂ層拡張部分掘り下げ・遺構検出・コンター図作成。（１６Ｔ）掘り下げ。
（Ｇ～Ｊ－５～１２区）Ⅲｂｃ層掘り下げ・遺構検出・コンター図作成。
�������	

（Ｈ～Ｋ－７区）溝３検出。（Ｈ・Ｉ－４～１１区）土層断面実測・Ⅲ～Ⅳ層掘り下げ・遺構検出。
（Ｇ～Ｊ－１０～１３区）Ⅳ～Ⅶ層掘り下げ・遺構検出。（Ｈ－５区）確認Ｔ掘り下げ。
��������

（Ｈ～Ｋ－３～１３区）Ⅲ層～Ⅵ層掘り下げ・遺構検出・配置図作成，下層確認トレンチ掘り下げ。
集石３号検出。コンター図作成，Ⅶ下層確認Ｔ・グリッドベルト・土坑掘り下げ。
��������	

（Ｇ～Ｋ－３～１３区）古道実測，Ⅲ～Ⅶ層掘り下げ，遺構検出，遺構実測・遺構半裁，遺構検出遺
物取り上げ・コンター図作成，土坑実測。下層確認トレンチ掘り下げ（Ⅷ層迄）
���������

（Ｈ－６区）集石４号実測。（Ｇ～Ｊ－７～１３区）Ⅵ層・ベルト・下層確認トレンチⅦ層堀下げ，
炭化土・土坑実測，遺物取り上げ，遺構配置図作成。（Ｉ－５区）集石実測。Ａ地点調査終了。Ｂ
地点及び天神段遺跡へ移動。
�������	

　野方前段遺跡，天神段遺跡空撮の為，Ⅷ層上面（サツマ）の掃除，空撮。野方前段遺跡Ｂ地点及
び天神段遺跡の調査。
��������	
�

　野方前段遺跡Ｂ地点及び天神段遺跡の調査。荷出し準備，片付け，ベルトコンベアー撤去，レン
タカー返却，環境整備。
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　加治木堀遺跡，宮ノ本遺跡，椿山遺跡，柿木段遺跡及び野方前段遺跡は，曽於郡大崎町野方及び
立小野に所在する。大崎町は，鹿児島県の東部を形成する大隅半島の中央部東側に位置し，東西に
約８㎞，南北に約１８㎞，総面積は１００．８２�である。東側に志布志市，西側に鹿屋市，南側に肝属郡
東串良町，北側は曽於市と接し，南部では黒潮の流れる志布志湾に面している。
　大隅半島の地形は，九州山地の延長をなす東西の山地と，その間の丘陵，台地及び低地などの低
地帯から形成されている。東側の山地は，志布志湾北部から宮崎県に突出した形で北から南へ延び
ている鰐塚山地（南那珂山地ともいう）である。主峰は宮崎県内の鰐塚山（１，１１９ｍ）で中生層の
地質からなっている。西側の山地は，北部の霧島火山の分脈から湾奥に形成された姶良カルデラの
カルデラ壁を含み南部の高隈連山へと連なっている。高隈山地は，北部の白鹿岳・荒磯岳など５００
～６００ｍ級の山々と，南部の大篦柄岳（１，２３６．８ｍ）を主峰に横岳・御岳など１，０００ｍ級の山から成
る山地で山容は急峻で深い森林に覆われている。
　地質は，高隈山周辺に分布している新生代古第３紀の日南層群によって大隅半島の基盤をなして
いる。山間地を埋めるような形で，洪積世の火山活動による火砕流が堆積し，丘陵や台地が広く分
布した典型的なシラス地形となっている。この火砕流は，南西部の鹿児島湾口に形成された阿多カ
ルデラの火砕流や，湾奥に形成された姶良カルデラの入戸火砕流である。火砕流堆積物は，堆積後
現在に至るまで大小多くの河川で開折され，断片的な台地を残すだけの丘陵状地形や原面はほとん
ど浸食されず残った広大な台地となっている。一方，低地は，高隈山地や鰐塚山地などに水源を持
つ大小の河川が走り志布志湾，鹿児島湾などに注いでいる。この河川は，上・中流域で狭い谷底平
野を形成し，また何段かの河岸段丘も認められる。
　大崎町の地形は，志布志湾に面した大崎地区と，内陸部に位置する野方地区の二つの地区が南北
に連結する瓢箪状を呈する。南部は海岸線に向かい緩やかな傾斜をなす起伏の少ない平坦な地形で
ある。北部は，標高１５０ｍから２００ｍの丘陵地帯であり，北端部では谷間の多い起伏の激しい地形で
ある。高隈山系などに端を発する菱田川，田原川，持留川の三つの川が南流し，志布志湾に注いで
いる。南部は，この３河川によってシラス台地を開析された水田地帯がひらけている。北部は，台
地上に畑地が形成されている。地質は，シラス台地上に形成された黒色火山灰土壌が多く，低地部
に位置する水田の一部では泥炭層をなしているところがある。
　遺跡が所在する野方地区は，標高２００ｍのシラス台地を菱田川の支流である大鳥川が浸食し，小
台地群に分断された起伏の多い地形である。台地上は，畜産や畑作地として利用されている。また，
谷間では小川や湧水が存在し，現在でも水田として利用されている。加治木堀遺跡は，台地中央部
に位置し，宮ノ本遺跡，椿山遺跡，野方前段遺跡は台地縁辺部に位置し，柿木段遺跡は，台地との
比高差約５０ｍで貫入している谷部に位置する。
�������	


　加治木堀遺跡・宮ノ本遺跡・椿山遺跡・柿木段遺跡・野方前段遺跡の所在する大崎町では，主に
田原川，持留川，菱田川，大鳥川を臨む台地の縁辺部に沿って遺跡の分布がみられる。本遺跡群の
周辺は，これまで本格的な発掘調査がなされていないため詳細は不明であったが，近年の東九州自



－９－

動車道建設に伴い調査された遺跡などから，次第に様相が明らかになりつつある。
������

　現在調査が進められている天神段遺跡では，野方前段遺跡と同じ台地上の北側に位置する。ここ
からはナイフ形石器文化と細石刃文化の石器製作跡及び石器類が検出・出土している。
�����

　近年，町内において，縄文時代の遺跡の発掘調査が増えつつある。金丸城跡からは石坂式土器・
石鏃・凹石，二子塚Ａ遺跡からは塞ノ神式土器・落とし穴状遺構２基，下堀遺跡からは土器・集石
遺構１３基，天神段遺跡からは前平式土器・桑ノ丸式土器・石坂式土器・塞ノ神式土器・苦浜式土
器・石鏃・打製石斧・多数の集石遺構・連穴土坑・落とし穴状遺構といった縄文時代早期の遺構・
遺物の発見が報じられている。
　本遺跡と同じ野方地区にある立山Ｂ遺跡では，前期の曽畑式土器，中期の阿高式土器，晩期の黒
川式土器が出土している。下堀遺跡では中期の指宿式土器，細山田段遺跡からは後期の西平式土器
が出土している。
�����

　名勝“国の松原”の砂丘後背地に立地する沢目遺跡は，砂丘に埋没した中期から終末期にかけて
の遺跡である。平成１１年の町による発掘調査では，５３軒の住居跡・約２０基の土坑・約１８０基の柱穴
が発見され，入来Ⅰ式土器，入来Ⅱ式土器，山ノ口Ⅰ式土器，山ノ口Ⅱ式土器，須玖式土器・鉄製
品・軽石製加工品が出土している。内陸部の標高約５０ｍの台地に立地する下堀遺跡からは，山ノ口
式土器の他，須玖式土器を伴い直径８ｍの円形大型住居２基・掘立柱建物跡５基が検出されている。
桜迫遺跡からは山ノ口式土器が出土している。田原川・持留川沿いには弥生土器片の散布地として
の遺跡が多く点在し，特に河口付近当たる横瀬地域では甕棺破片が採集されている。
�����

　大崎町とその周辺の志布志湾沿いは、南九州では数少ない前方後円墳をはじめとした古墳群を有
し，畿内との関連を窺わせる。
　横瀬古墳は古墳時代中期（５世紀後半頃）の大型前方後円墳で，隣接する肝属郡東串良町唐仁大
塚古墳についで県内第２の規模を誇る。平成２年の鹿児島大学と琉球大学の測量調査では，全長１６０
ｍ，墳長１３２ｍ，前方部幅７２ｍ，前方部長６８ｍ，後円部径６４ｍ，くびれ部幅４８ｍを測り，墳丘から
は円筒埴輪片，象形埴輪片が出土している。昭和５３年の大隅地区埋蔵文化財分布調査で実施した範
囲確認調査では周濠跡も確認され，周濠跡からは，伽耶系陶質土器及び大阪府陶邑産の須恵器も出
土している。なお，濠の幅は１２～２３ｍ，深さは約１．５ｍである。墳丘の高さについては，後円部が
１０．５ｍ，前方部が１１．５ｍであるが，後円部の頂上部に石室が露呈していることから，もともとの後
円部は現在より高かったと考えられる。被葬者については明らかにされていないが，明治３５年に盗
掘を受け，その際に腐食した直刀や鎧，勾玉類が出土し，石室内は朱塗りであったと伝えられ，被
葬者の実力を窺わせる。
　神領古墳群では，前方後円墳４基，円墳８基で構成され，また，地下式横穴７基の存在が知られ
ている。特に６号墳は全長４３ｍ，後円部径１９ｍ，高さ３ｍ，前方部幅１６ｍ，高さ２ｍの前方後円墳
で，後円部に竪穴石室がある。昭和３７年に日光鏡・彷製獣帯鏡各１面が採集され，昭和４３年の調査
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では，石室は花崗岩質板石６枚を使用した組合せ石棺で，鉄剣・鉄刀・鏡等の副葬品が確認された。
　神領遺跡群の地下式横穴１号は，昭和３５年に調査され，長方形で家形の玄室，妻入りの羨道部取
り付け，鉄剣・イモガイ製貝釧・内向花文鏡などの副葬品が確認された。地下式横穴３・４号は，
昭和５５年に調査された。地下式横穴５号は，昭和６２年に調査され，イモガイ製貝釧が出土した。地
下式横穴６号は，平成２年に調査され，玄室内には南側に歯が数本，北側に大腿骨が残存しており，
副葬品は確認できなかった。
　町内では他に，高塚古墳に飯隈遺跡群・田中古墳群・後迫古墳群が知られ，地下式横穴墓に飯隈
地下式横穴墓群・鷲塚地下式横穴墓群で知られ，他に，二子塚遺跡Ａで住居跡・土師器・成川式土
器，沢目遺跡では古墳時代初頭の住居跡や布留式土器をまねて作られた土師器，下堀遺跡で住居跡・
溝状遺構・地下式横穴墓・鉄剣・鉄鏃が確認されている。
������

　古代の遺跡としては，天神段遺跡で古代の掘立柱建物跡が確認されている。また，下堀遺跡では
土師器と土坑が確認されている。
　中世の遺跡はほとんどが山城であり，大崎城跡・胡摩ヶ崎城跡・野卸城跡・竜相城跡・金丸城
跡・栫谷城・遠見ヶ丘があげられる。金丸城跡は，平成１１～１２年に調査され，溝状遺構・土坑・竜
泉窯系及び同安窯系の青磁・東播系須恵器・白磁・青花・瓦質土器・備前系擂鉢天目碗などが確認
されている。
　また，近年の発掘調査から，下堀遺跡では，溝状遺構・畝跡・青磁・青花・中国陶器などが確認
されている。天神段遺跡では，掘立柱建物跡・溝状遺構・土坑墓・土坑・土師器・須恵器・青磁・
白磁・天目碗・鉄製品・青銅製品・鉄滓・砥石・滑石製石鍋片などが確認されている。中でも土坑
墓１号からは，同安窯系青磁６点・青磁１点・青白磁１点・銅鏡１点・滑石製石鍋２点・鉄製品・
木製品・土師器などの副葬品が確認されている。
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　金丸城跡では，掘立柱建物跡・焼土を伴う土坑・軽石集積区・肥前系染付・龍門司窯および苗代
川窯産の薩摩焼・鉄製品・鉄滓などが確認されている。天神段遺跡では，安永ボラ（１７７９年）を埋
土とする畝状遺構・薩摩焼などが確認されている。
　近世の野方地区は，寛永年間（１６２４～１６４３）に薩摩藩の私領主（一門家）である加治木島津家の
領地（持切在）として開墾された。一方，荒佐野の照日神社には，大坂夏の陣後の元禄２年（１６８９）
に摂津・河内・和泉から薩摩藩へ移住し，荒佐野を開拓した人々の記念碑がある。荒佐野の氏神と
して移住の際に勧進された伊勢神社は，明治期に旧野方村の村社であった照日神社に合祀され，現
在の照日神社となった。字名の加治木堀の由来については，荒佐衆と加治木衆の領地境界を示す堀
があったことから，名づけられたといわれている。
（参考文献）
　救仁郷断二　１９５１　「大崎町史」　大崎町　１９７５　「大崎町史（明治百年）」
　大崎町教育委員会　２００１　「立山Ｂ遺跡」大崎町埋蔵文化財発掘調査報告書�　
　大崎町教育委員会　２００５　「金丸城跡」大崎町埋蔵文化財発掘調査報告書�　
　大崎町教育委員会　２００５　「下堀遺跡・大崎細山田段遺跡」大崎町埋蔵文化財発掘調査報告書�
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備考遺物等地形時代現状種類所在地遺跡名遺跡台
帳番号番号

市来式・指宿式・半磨
製石斧台地縄文

（後）畑地散布地鹿児島県曽於郡大崎町持留横
内横内Ａ５７０１
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土器片・打製石斧台地縄文
（後）畑地散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方原別府１０７０３

土器片・磨製石斧台地弥生
（中）畑地散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方荒

佐野荒佐野１４７０４

後期半磨製石斧台地弥生
（中・後）散布地鹿児島県曽於郡大崎町持留横

内横内Ｂ２３７０５

台地弥生，
歴史�散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方瀬

ノ堀二松３９７０６

城跡の正確な所在は不
明・推定である台地中世畑地城館跡鹿児島県曽於郡大崎町野方栫井塁跡４２７０７

平成３年農政分布調査土器片台地散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方倉
元倉元４５７０８

平成８年農政分布調査台地縄文，
弥生�散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方中

段岩井場段５４７０９

平成９年農政分布調査
平成１９～２１年発掘調査

貝殻条痕文・前平式・
土師器・白磁台地縄文散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方天

神段天神段６２７０１０

����
�������	
��


��������
�������	

��
���
���

���
�������	
��
�
�

����������

平成９年農政分布調査成川式台地古墳散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方
内ヶ迫内ヶ迫６４７０１２

平成９年農政分布調査敲石・土器片・成川式台地縄文，
古墳�散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方瀬

ノ堀・椿山・又合流瀬ノ堀Ａ６５７０１３

平成９年農政分布調査台地散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方瀬
ノ堀瀬ノ堀Ｂ６６７０１４
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平成１２年農政分布調査土器台地古墳散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方
２５７２－２外岩井場１０７７０１６

平成１２年農政分布調査土器台地弥生散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方
２６２２－１外亀形１０８７０１７
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台地古墳散布地鹿児島県曽於郡大崎町野方椿山１１８７０１９

城跡の正確な所在は不明。
推定である。台地中世城館跡鹿児島県曽於郡大崎町野方松尾塁跡１１９７０２０

城跡の正確な所在は不明。
推定である。台地中世城館跡鹿児島県曽於郡大崎町野方栫井塁跡１２０７０２１

平成１９年分布調査古代散布地鹿児島県鹿屋市上高隈町大牧１５１１２２２

平成１９年分布調査古墳，
古代�散布地鹿児島県鹿屋市上高隈町樋ノ口Ⅰ１５２１２２３

昭和５６年度分布調査塞ノ神式丘陵縄文
（早）散布地鹿児島県鹿屋市輝北町

下百引引地引地１６４２４

昭和５６年度分布調査春日式・岩崎式・草野
式・敲石・夜臼式台地縄文

（前・後・晩）散布地鹿児島県鹿屋市輝北町
下百引東原別府徳光ヶ丘２６４２５
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　加治木堀遺跡は，標高約２００ｍの台地の中央部で，
宮ノ本遺跡は，加治木堀遺跡と県道をはさんで隣接
する台地の縁辺部にあたる。調査区（グリッド）は，セ
ンターライン上の「ＳＴＡ６７＋２０」と「ＳＴＡ６７＋
６０」を結ぶ直線を基に設定した。加治木堀遺跡・宮
ノ本遺跡は総延長が７００ｍに及ぶため，２０ｍ間隔のグ
リッドとし，南側から北側に向かって１，２，３…，
西側から東側に向かってＡ，Ｂ，Ｃ…とした。
　確認調査の後，加治木堀遺跡の本調査を平成１９年
１１月１日から平成２０年３月１９日（実働８３日）まで実
施した。調査は，弥生時代の遺物が出土した範囲
（４，５００㎡）については，表土を重機で除去し，その
後人力による掘削を行った。
　層位については，Ⅱ層は黒褐色土を主とし，この
中に黄橙色のパミスがみられ，その直下のやや茶褐
色の層（Ⅱｃ層）及びその下の黒褐色土（Ⅱｄ層）か
ら弥生土器が出土したが，それに伴う遺構は検出し
ていない。Ⅲ層は桜島起源のＰ７（約４，２００年前）火
山灰層に比定され，硬質の土壌で層厚は１０�程であ
る。なお，後述する落とし穴はこの火山灰層を掘削
して造営されている。Ⅴ層は池田降下軽石（約５，５００
年前）で，Ⅵ層の直上に散在的に分布する。Ⅵ層は
アカホヤ火山灰層（約６，３００年前）で，Ⅵａ層と一次
堆積のⅥｂ層に分層できる。Ⅶ層中には，桜島起源
のＰ１３（約９，５００年前）が一部ブロック状に集中し，
その上部にも散在する。Ⅸ層は桜島起源の薩摩火山
灰層のＰ１４（約１１，５００年前）山灰層である。Ⅹ層は
暗茶褐色の粘質土層で，遺物の出土はみられない。
ⅩⅠ層より下位は，姶良カルデラ起源のＡＴ火山灰の
二次堆積と考えられる土層である。重機による深堀
調査では，ＡＴの一次堆積層の間に，桜島起源のＰ１５，
Ｐ１７の軽石が点在するのが確認された。
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　加治木堀遺跡では，グリッドを基準とした確認トレンチ（５０ｍ×２ｍを１か所，他は１０ｍ×２ｍ）
を１３か所設定した。調査面積は３４０�，調査延面積は６５０�である。
　宮ノ本遺跡では，Ｌ字形のトレンチ（１０ｍ×１０ｍ×２ｍ）を１か所設定し，４ｍの掘下げを実施
した。調査面積は４０�，調査延面積は７５�である。
　調査は，両遺跡とも重機で雑草・雑木の除去を行ったあと，表土を除去し，その後人力による掘
削を行っている。
　加治木堀遺跡では，縄文時代中期と判断できる落とし穴が，Ｐ７を含むⅢ層の直上で２基検出さ
れた。うち，１基は円形で直径１６０�，深さ１８２�を計測した。Ⅱｅ層の上部からは，弥生時代中期後
半の山ノ口式土器が出土した。
　一方，宮ノ本遺跡では遺構・遺物は検出されなかった。
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Ｐ２（桜島起源）の白色軽石混在表土Ⅰ層
中世の古道跡検出面黒褐色土層Ⅱａ層
黄褐色パミス（起源不明）混在茶褐色土層Ⅱｂ層
弥生時代の遺物包含層（やや茶褐色）黒褐色土層Ⅱｃ層
弥生時代の遺物包含層黒褐色土層Ⅱｄ層

黒褐色土層Ⅱｅ層
Ｐ７（桜島起源），落し穴検出面暗黄褐色土層Ⅲ層

黒褐色土層Ⅳ層
池田降下軽石混黄褐色パミス混土層Ⅴ層
アカホヤ（鬼界カルデラ起源）二次暗橙褐色土層Ⅵａ層
アカホヤ一次橙褐色パミス混土層Ⅵｂ層
Ｐ１３（桜島起源）パミス散在黒褐色硬質土層Ⅶａ層
Ｐ１３パミス多い暗黄褐色硬質土層Ⅶｂ層

淡黄褐色土層Ⅷ層
Ｐ１４，薩摩火山灰層（桜島起源）二次黄褐色硬質土層Ⅸａ層
Ｐ１４，薩摩火山灰層一次黄褐色砂質土層Ⅸｂ層
いわゆるチョコ層暗茶褐色粘質土層Ⅹ層

暗黄褐色砂質土層ⅩⅠ層

面
積
（
㎡
）

大
き
さ

ⅩⅠⅩⅨⅧⅦⅥⅤⅣⅢⅡⅠ層 層層層層層層層層層層層

Ｐ１４Ｐ１３アカ
ホヤ

池田
降下
軽石

Ｐ７中世
弥生

Ｐ２
混在時期

２０４．０×５．０×××××××××××Ｔ１

ト

レ

ン

チ

番

号

２０４．０×５．０－－×××××○×××Ｔ２
２０４．０×５．０－－－－××××◎××Ｔ３
２０４．０×５．０－－－－××××◎××Ｔ４
１２３．０×４．０－－－－－－××○××Ｔ５
２０４．０×５．０－－－－－××××××Ｔ６
４０５．０×８．０－××××××××××Ｔ７
２０４．０×５．０－－－－×××××××Ｔ８
２０４．０×５．０－－－－－××××××Ｔ９
２０４．０×５．０－－－－－－－－－○×Ｔ１０
２０４．０×５．０－－－－－－－－×××Ｔ１１
１８３．０×６．０－－－－－－－－－××Ｔ１２
１６２．０×８．０×－－－－－－－－－－Ｔ１３

◎：遺構検出　○：遺物出土　×：出土なし　－：未調査
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　Ⅱｃ～Ⅱｄ層を包含層とする。本遺跡では縄文時代中期の遺構・遺物が検出されている。落とし穴
７基が検出され，土器４点と石器６点を図化した。
�����

　７基の落とし穴が検出されており，その中でも６基がⅢ層で検出されている。このⅢ層はＰ７パ
ミス堆積層である。したがって，落とし穴の設営時期はこの層の堆積以降と判断でき，縄文時代中
期以降に作られたと判断される。落とし穴の平面形状は全て円形であり，直径１～１．２ｍと，直径
１．７～２ｍの二群に分けられ，ここでは便宜上，大型落とし穴群と小型落とし穴群と呼ぶことにする。
この二群はそれぞれが北北東方向と，北北西方向に一列に並んで検出されている。また，７号（第
１４図）のみが離れた場所で単独で検出されているが，これもその形状から小型に分類される。
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　Ｄ－１６区のⅢ層で検出された。検出面での直径は１８８�でほぼ円形を呈するが，検出面より１０�
ほど掘り下げたところで縊れ，そこから若干袋状を呈しながら西北西方向に長軸をもつ長楕円形に
なり，底部にいくにしたがって円形へと戻っていく形を呈している。袋状になった部分から下位は
バケツ状の断面になり，底面は直径７７�の円形の平坦面となっている。小ピットは確認されていな
い。検出面から底面までの深さは１９２�であり，Ⅸａ層の薩摩火山灰の２次堆積面に達している。埋
土は基本的には黒褐色土であり，上部にはＰ７軽石が，下部にはアカホヤ火山灰やそれに伴う軽石
が混入している。
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　Ｄ－１８区のⅢ層で検出された。北側の一部はトレンチによる確認調査の時点で削平されている。
残存部で確認できる直径は１６７�で円形を呈すると考えられる。１号と同様に検出面より１０�ほど
掘り下げたところで段を形成しており，そこから緩やかにすぼまりながら，検出面より１５０～１６０�
のところでほぼ垂直な掘り込みに変わり，角部を形成しながら長径８０�，短径６４�の楕円形の平坦
な底面となる。底面に小ピットは確認されていない。検出面から底面までの深さは２０６�であり，
Ⅸａ層の薩摩火山灰の２次堆積面に達している。
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　Ｄ－１９区のⅢ層で検出された。検出面での直径は１９０�でほぼ円形を呈している。検出面より５０
�までは斜めに掘り込まれ，そこからはほぼ垂直に，底面付近でわずかにすぼまる形状をしている。
底面は検出面からすると北西方向に４０�ほどその中心がずれて形成されており，小ピットは確認さ
れていない。検出面から底面までの深さは１８６�であり，Ⅸ層の薩摩火山灰の２次堆積層に達して
いる。
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　Ｅ－１９区のⅤ層で検出された。検出面での直径は９６�でほぼ円形を呈している。検出面より４０�
ほどのところまではほぼ垂直に掘り込まれ，そこから３０�ほどは斜めに掘り込まれ，さらに垂直な
掘り込みに変わり，底部付近ですぼまる形状をしている。検出面から底面までの深さは１２２�であり，
Ⅷ層の途中まで掘り込まれている。底面には中心よりも南側に１０�ほどずれた位置で直径１５�，深
さ２０�の小ピットが１か所で検出された。
　　�������	
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　Ｄ－２０区のⅢ層で検出された。検出面での直径は１１０�でほぼ円形を呈しているが，北側に一部
飛び出している部分がみられる。検出面より約１０～１５�でラッパ状に開くところで段が形成されて
おり，そこからは底部までわずかに内側に入り込みながら掘り込まれており，角部を形成しながら
直径約５５�の円形の平坦な底面となる。検出面からの深さは１７２�であり，中心部より西側に２０�
ほどのところに直径２０�，深さ５８�の小ピットが１か所で検出された。小ピットはⅩⅠ層の上面まで
達している。また，土層断面の水平位置で言うと，Ⅸａ層の半ほどより少し高いレベルから小ピッ
トにかけて，長さ７４�の逆茂木痕と考えられる痕跡が確認されている。
　　�������	
��

　Ｃ・Ｄ－２０区の境界においてⅢ層で検出された。検出面での直径は１１０～１２０�でほぼ円形を呈し
ている。検出面から４�ほどのところで段が形成されており，そこからはＵ字状に底面まで掘り込
まれている。検出面からの深さは１７２�で，底面に小ピットは確認されていない。
��������	
��
�

　Ｂ－３区のⅢ層で検出された。検出面での直径は９６～１０６�でほぼ円形を呈している。検出面か
ら１０�ほどのところで段が形成されており，そこからは一部でさらに段が形成されるが，ほぼ垂直
に掘り込まれ，角部を形成しながら直径５３�の底面に至る。検出面からの深さは１４２�で，中心か
ら北東に１０�ほどのところに，直径１８�ほどの小ピットが１か所で確認されている。



－２２－

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

Ⅵa

Ⅵb

Ⅶa

Ⅶb

Ⅷ 

Ⅸ 

�������	
�



－２３－

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

Ⅵa

Ⅵb

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅸ 

�������	
�



－２４－

 

�������	
���
���

�������	
���
���

特徴色調埋土
砂質土０．１～０．５�大の小パミスが混入。黒褐色土①
やや硬質土。５�大の黄橙色のパミスがまばらに混入。黒褐色土②
やや硬質の土。Ｐ７パミス混入。黒褐色土③
５�大のやや赤味がかったパミスが数個混入。ややもろい。黒褐色土④
２～３�大の黄橙パミスまばらに混入。②・⑥・⑦よりパミスの混入密度が低い。黒褐色土⑤
硬質土。７～８�大の黄橙色パミスが多量に混入。黄黒褐色土⑥
７～８�大の黄橙色パミスがまばらに混入。⑥よりは量が少ない。黒褐色土⑦
７～８�，１�大の黄橙色パミスが少量混入。黒褐色土⑧
砂質土。アカホヤと近似した７～８�大のパミスがまばらに混入。灰褐色土⑨
１�大のパミスがまばらに混入。灰黒褐色土⑩
１�大のアカホヤパミスが多量に混入。緑黒褐色土⑪
黒褐色土の粒子が少量混入。ややもろい。黄橙色土⑫
１～３�大のアカホヤのパミスが大量に混入。黒褐色土もわずかに混入。赤褐色土⑬
１～６�大のアカホヤパミスが大量に混入。黒褐色土と筋状堆積。⑭
弱粘質土。まだら状にアカホヤが混入。緑黒褐色土⑮
硬質土。灰褐色土⑯

特徴色調埋土
硬質砂質土。まばらに黄橙の色のパミス（１�）混入。黒褐色土①
弱粘質土。やや白っぽい粒子と黄橙色のパミス（０．１�程度）が混在。黒褐色土②
②と土質は似ているが，粒子の混入の密度は低い。黒褐色土③
弱粘質土。２～４�大の黄橙色のパミスがまばらに混入。黒褐色土④
やや硬質土。１～４�大の黄橙色のパミスが混入。全体的に黄色。黒褐色土⑤
硬質土。２～５�大の黄橙色のパミスが密集して混入。⑤よりさらに黄色い。黒褐色土⑥
やや硬質土。１～３�大の黄橙色のパミスがまばらに混入。黒褐色土⑦
弱粘質土。⑦⑫にはさまれ黒っぽさが目立つ。黒褐色土⑧
アカホヤに似たパミスとＰ７に似たパミスが混入。上部から流入。黒褐色土⑨
⑨と同様だがややパミスが大きい（３～７�大）黒褐色土⑩
壁面のアカホヤが混入し，にじんだ様な黄橙色を呈する部分がある。暗黄橙色土⑪
弱粘質土。全体的にやや赤い。２～７�大のアカホヤのパミス混入。赤褐色土⑫
５～７�大のＰ１１黄橙色パミスが混入。黄橙色土⑬
２～５�大の黄橙色パミスが密集し，全体的に黄色。黄橙色土⑭
硬質土。３～５�大と２�大の黄橙色パミスが密集し⑭よりも黄色が強い。黄橙色土⑮
弱粘質土。５�大のアカホヤパミスがまばらに混入し，全体的にやや赤い。赤褐色土⑯
やや硬質土。２～３�大のＰ７パミスを多く含む，壁面近くに１�大のアカホヤ。黒褐色土⑰
弱粘質土。１�大と２�大のアカホヤパミスがまばらに混入。黒褐色土⑱
１�大のＰ１１パミス混入。アカホヤのパミスが層に沿うように筋状に堆積。⑲
硬質土。Ｐ１１パミスが密集。やや赤味がかって見える。赤褐色土⑳
弱粘質土。黒褐色が強い。黒褐色土�

弱粘質土。アカホヤ層が筋状に流入。黒褐色土�

多くのパミスが混入。アカホヤの筋状堆積が最も多い。暗黄橙色土�

まれに５�大のパミスが混入。水分も多く含みもろい。黒褐色土�

やや硬質土。２４と近似，パミスの密度はうすく筋状をなさない。黒褐色土�

粘質土。黒褐色土�
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特徴色調埋土
弱砂質土。黒色パミスは混ざっていない。黒褐色土①
硬質土。Ⅲ層該当パミス（３～８�大）混入。黒褐色土②
弱粘質土。Ⅲ層該当パミス（２～３�大）混入。黒褐色土③
弱粘質土。パミスはごく少量。黒褐色土④
硬質土。黄橙パミス多，一部ブロックをなす。暗橙黒褐色土⑤
弱粘質土。少量のパミスを含みやや茶色。黒褐色土⑥
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特徴色調埋土
弱粘質土。１～５�大のパミス（アカホヤ）が全体的に混入しやや淡い黄橙色。黒褐色土①
やや硬質の砂質土。３～５�大の黄橙色のパミスが混入。黒褐色土②
２�大の黄橙色のパミスが混入。黒褐色土③
硬質土。混入パミスは２～３�大でまばら。黒褐色土④
軟質土。２�大の黄橙色パミス（アカホヤ）が少量まばらに混入。黒褐色土⑤
粘質土。１～２�大の黄橙色パミスがごく少量見られる。黒褐色土⑥
０．５～１�大のアカホヤパミスが集中。１～３�大のパミスがまばらに混入。黒褐色土⑦
弱砂質土。５～７�大のパミスが数個混入。黒褐色土⑧
弱砂質土。パミスはほとんど混入していない。黒褐色土⑨
弱砂質土。パミスはほとんど混入していない。淡黄褐色土⑩
弱砂質土。下部に１～２�大の黄橙色パミスが集中。黄褐色土⑪
軟質土。黄橙色のパミス（２～３�大）がまばらに混入する。黒褐色土⑫
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特徴色調埋土
軟質土。黄橙色のパミス（２～５�）が少量混入。黒褐色土①
弱硬質土。パミスがほとんど混入していない。黒褐色土②
軟質土。Ｐ７黄色パミスがまばらに混入。①と似ている。黒褐色土③
硬質土。縁にＰ７パミス，中央にアカホヤパミスが混入。黒褐色土④
軟質土。中央部にパミスがまばら。黒褐色土⑤
弱硬質土。やや赤味がかっている。全体的にＰ１１パミス（２～５�大）が混入。黒褐色土⑥
弱粘質土。淡い赤橙色をしたパミス（１～２�大）が少量混入。黒褐色土⑦
パミスがほとんど混入していない。黒褐色土⑧
粘質土。下部に薩摩火山灰が浮いたように混入している部分がある。⑨
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特徴色調埋土
１～２�大のＰ７パミスが混入。黒褐色土①
粘質土。黒褐色土②
弱砂質土。３～５�大のＰ７パミスがまばらに混入。黒褐色土③
５～２�大の黄橙色パミスが集中。赤褐色のパミスがまだらに混入。黒褐色土④
弱硬質土。２～５�大の黄橙色のパミス（Ｐ７）が散在。黄黒褐色土⑤
２～７�大の赤色パミス，黄橙色パミス散在。下層の一部にアカホヤが混入。橙黒褐色土⑥
弱硬質土。Ｐ７パミスとアカホヤパミスが混入。橙黒褐色土⑦
軟質土。アカホヤパミス（０．５～１�大）がまばらに混入。赤黒褐色土⑧
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特徴色調埋土
硬質土。パミスの混入はほとんど見られない。黒褐色土①
砂質土。２�前後のパミスがまれに混入。黒褐色土②
３～５�大の黄橙色のパミスがまばらに混入。灰褐色土③
４～７�大のパミスがやや密に混入。黒褐色土④
粘質土。１～５�大のアカホヤパミスが密に混入。赤褐色土⑤
粘質土。２�大のアカホヤと１～２�程度の黄橙色パミスが混入。黒褐色土⑥
２～７�程大のアカホヤのパミスが密に混入。黄橙褐色土⑦
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　１は頚部から口縁部へ至る部位と判断され，外反する形状が読み取れる。外面は風化が著しく，
器面調整の観察は困難である。なお，内面に箆状工具による縦位の調整痕がみられる。色調は内外
面とも明茶褐色である。胎土は石英，長石，角閃石を含むが細石もみられる。輪積の痕跡が観察で
き，接合面の前後が肥厚して残されている。２は球状の形状から，胴部と判断される。外面は風化
が著しく，内面には箆状工具による横位の調整痕がみられる。色調は内外面とも茶褐色である。胎
土は石英，長石，角閃石を含むが細石もみられる。２同様輪積の痕跡が認められる。３も球状の胴
部である。器面は外面が風化を受け，内面は剥落し調整痕は観察できない。色調は内外面とも黒茶
褐色である。胎土は石英，長石，角閃石を含むが細石もみられる。４は球状の胴部である。器面は
外面に風化を受けた細かい凹凸があり，内面に箆状工具による横位の調整痕と，指圧痕がある。色
調は内外面とも暗茶褐色である。胎土は石英，長石，角閃石を含む。
　この１～４は，焼成がやや弱く，風化痕や胎土からみて同一個体と思われる。なお，土器の形式
については，特定できないが，時期は縄文中期と思われる。
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備考遺物番号類調整
（外面）

調整
（内面）焼成胎土色調

（外面）
色調
（内面）部位出土区層位番号挿図

番号 その他角閃石長石石英
６１８，６５１，６９１
一括

風化，
凹凸あり

縦位の箆状
施状文具痕やや弱い○○○明茶褐色明茶褐色胴C，D－１７，

D，E－１６，１７Ⅱc，Ⅱd１

１５

６４１，６４２風化，
凹凸あり

横位の箆状
施状文具痕やや弱い○○○茶褐色茶褐色胴C－１７Ⅱd２

６３８風化，
凹凸あり剥離痕やや弱い○○○黒茶褐色黒茶褐色胴C－１７Ⅱd３

一括風化，
凹凸あり

横位の箆状
施文具痕，
指圧痕

やや弱い○○○暗茶褐色暗茶褐色胴D，E－１６，１７Ⅱc４
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　５は二等辺三角形を呈し，やや抉りのある平基式の石鏃である。石材は大分県姫島産の黒曜石と
思われる。片面には自然面が残り，側縁部の整形剥離は両面方向から行い調整している。６は二等
辺三角形を呈した平基式の石鏃である。石材は頁岩と思われる。側縁部は小剥離で調整している。
７は側縁部が丸みをもち，やや抉りのある凹式の石鏃である。薄手の剥片を使用している。石材は
頁岩である。８は丸みのある五角形を呈し，やや抉りのある石鏃で，石材は黒曜石を使用している。
縁部は丁寧な剥離で調整している。９は水晶製品である。水晶を斜めに分割し，上部頂面に打撃痕
が残ることから，楔形石器と判断した。
　１０は落とし穴状遺構の底から出土したもので，表面が剥離された円礫，敲石と磨石の破損品で，
石材は凝灰岩である。
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　　Ⅱｃ～Ⅱｄ層を包含層とする。遺構は検出されていない。遺物は４０点を図化した。
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　１１～２５は甕形土器である。この甕形土器は基本的に「く」の字口縁部をもち，１１と２０に見るよう
に胴部に三角断面突帯を施している。胎土には石英，長石，角閃石がみられる。焼成は良い。
　１１は鋭角な「く」字状口縁をもち，口唇部にＶ字状の溝を施し，口縁部の内面は平坦面で頸部へ
の繋ぎは角張っている。胴部には３本の三角断面突帯がみられる。器面調整は箆状施文具による丁
寧なナデである。色調は，外面で灰茶褐色に黒斑がみられる。内面は灰茶褐色に一部黒斑がみられ
る。口縁部の外面には煤が付着していることから，煮炊きに使用されていることがわかる。胎土は
茶褐色で，胴部の器壁は薄い。１２は口縁部の内面が中に舌状に張り出したもので，口縁部の「く」
の角度は鈍角である。器面調整はヘラナデで，色調は茶褐色に暗褐色がみられる。なお，外面に煤
が付着している。１３は口縁部に厚みがある。色調は内外面とも暗赤茶褐色であり，外面に黒斑がみ
られる。１４は内側に舌状の張り出しがみられる。器面はヘラナデである。色調は茶褐色である。１５
は口縁部の厚みが無く，色調は赤茶褐色で内面に黒斑がみられる。なお，外面には煤が付着してい
る。１６は口唇部の厚みがある。内側へ舌状の張り出しが大きい。１７は口唇部で溝の下部に垂れ下が
りの粘土部がみられる。器面調整は横位のヘラナデで，色調は内面が茶褐色，外面が暗茶褐色であ
る。１８は口縁部の外側に輪積の痕跡が残り，内面は平坦面をヘラナデ調整で作っている。色調は内
面が茶褐色に黒斑，外面は茶褐色である。１９は口唇部がやや立ち上がり口縁部が受け皿状になって
いる。器面調整はヘラナデで，色調は内面で暗褐色，外面で黒色である。２０も口縁部が受け皿状に
作られ，横位のヘラナデ調整を施している。色調は内面で暗茶褐色，外面で黒茶褐色である。２１は
小型のもので，口縁部が短く断面三角形状に作られている。器面調整はヘラナデで，色調は茶褐色
である。ここまでは何とか直径が出るものであるが，２２～２５は直径の出ないものの中から特徴のあ
るものである。２２は角々がしっかり作られている。調整はヘラナデで，色調は茶褐色である。２３は
口縁部が受け皿状である。調整はヘラナデで，色調は暗茶褐色である。２４は口縁部がやや長い。器
面調整はヘラナデで，色調は赤茶褐色である。２５は口縁部が深い受け皿状である。器面調整はヘラ
ナデで，色調は暗茶褐色である。
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備考
取上重さ厚さ幅長さ

石材層出土区器種番号
挿図

番号ｇ���番号

６８６０．４８０．３０１．２５２．００黒曜石ⅡｅＣ－１７石鏃５

１６

１１４１．４７０．５０１．７０２．００頁岩Ⅱ１０Ｔ石鏃６

６１７０．８００．２０１．７５２．００頁岩ⅡｅＤ－１６石鏃７

６０６０．６８０．３５１．３５１．９０黒曜石Ⅱｃ石鏃８

６２１５．５３１．５５２．６０１．６０水晶ⅡＣ－１７石鏃９

落とし穴５内１０２５．００５．７５１０．６０１２．００凝灰岩敲石１０



－３３－

�������	
���
��



－３４－

　２６～３４は甕形土器の突帯文のある胴部である。器面調整はヘラナデで，胎土は石英，長石，角閃
石が含まれている。焼成は硬質で良い。
　２６は２本の三角断面突帯を施した胴部で，色調は両面とも茶褐色である。２７は２本の三角断面突
帯を施した胴部から頸部で，色調は両面とも黒茶褐色である。２８は３本の三角断面突帯を施した胴
部で，色調は内面が暗茶褐色外面が茶褐色で煤が付着し黒色部もみられる。２９は４本の三角断面突
帯を施した胴部で，色調は内面が茶褐色で外面が赤茶褐色である。３０は３本が確認される三角断面
突帯を施した胴部で，色調は両面とも茶褐色である。３１は２本の三角断面突帯を施した胴部で，色
調は両面とも茶褐色である。３２は２本の三角断面突帯を施した胴部で，色調は内面が赤茶褐色で，
外面が茶褐色である。３３は２本の三角断面突帯を施した胴部で，色調は両面とも暗赤茶褐色である。
３４は３本の三角断面突帯を施した胴部で，色調は両面とも灰茶褐色で，外面に黒斑がみられる。
　３５は背の高い充実高台の底部である。器形は筒部中位で細く絞込み底面では広がる。文様は底面
の縁上部には沈線が施されている。器面調整はヘラナデで，胎土は石英，長石，角閃石が含まれて
いる。焼成は硬質で良い。色調は内面が黒褐色で，外面が茶褐色である。焼成は良い。　３６～４４は
壺形土器である。器面調整は研磨で，胎土は石英，長石，角閃石が含まれている。焼成は良い。
　３６は内向する頸部に近い部分で，三角断面突帯が３本貼り付けられている。色調は両面とも茶褐
色である。３７は胴部で，三角断面突帯が３本貼り付けている。色調は内面が灰褐色で外面が茶褐色
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－３５－

である。３８は内向する頸部に近い部分で，三角断面突帯が３本貼り付けられている。色調は内面が
茶褐色で外面は赤茶褐色である。３９は内向する頸部に近い部分で，三角断面突帯が２本貼り付けら
れている。色調は内面が茶褐色で外面は黒赤茶褐色である。４０は内向する頸部に近い部分で，三角
断面突帯を３本貼り付けられている。色調は内面が灰茶褐色で外面は茶褐色である。４１は二重口縁
部の一部で，口縁部に回る下部の鍔状の部分と思われる。色調は暗茶褐色である。３８は平底の底部
である。外器面は箆による研磨で斜めに施されている。内面は粗いヘラナデで凹凸が残る。色調は
外面が暗赤茶褐色であるが一部に黒斑がみられる。内面は暗茶褐色である。３９は平底の底部である。
内外面は風化で凹凸が残る。色調は外面が暗赤茶褐色に黒斑がみられる。４０は平底の底部である。
外面はヘラナデで，内面は粗いヘラナデで凹凸が残る。色調は外面が茶褐色で，内面が暗茶褐色で
ある。
　４５～４９は鉢形土器である。器面調整はヘラナデで，胎土は石英，長石，角閃石が含まれている。
焼成は良い。
　４５は口縁部が直に立ち上がる器形で，口縁部近くに断面Ｍ字突帯を施している。色調は両面とも
赤茶褐色である。４６は受け口状の口縁部で，色調は両面とも赤茶褐色である。４７はＬ字状の口縁部
で，色調は両面とも赤茶褐色である。４８は胴部付近に断面四角状突帯を廻らしている。色調は両面
とも茶褐色である。４９は平底の底部である。色調は両面とも赤茶褐色である。
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－３６－

　５０は高坏の脚部である。坏部と脚部の境と脚部の縁に刻み目突帯を施している。境部のものは一
条の刻み目突帯で，縁部は上部に刻み目突帯を一条施し，１本の細い沈線の上段と下段に斜状気味
に刻み目を施している。色調は茶褐色で裾部の一部に黒斑がみられる。器面は風化が進み凹凸がみ
られる。胎土は石英，長石，角閃石を含んでいる。

 ��������	
��
備考遺物番号類調整

（外面）
調整
（内面）焼成胎土色調

（外面）
色調
（内面）部位出土区層位番号挿図

番号 その他角閃石長石石英
山ノ口式，
煤有り

口径27.7cm

524 532 535 
一括

箆状施文具によ
る丁寧な撫で，
三角断面突起

箆状施文具に
よる丁寧な撫

で
良○○○灰茶褐色

（黒斑）
灰茶褐色
（黒斑）

口縁
～胴D，E－１６，１７Ⅱc，Ⅱe１１

１７

煤有り
口径27.6cm

３２８ 389
461

ヘラナデヘラナデ良○○○暗褐色茶褐色口縁C－７Ⅱ１２

口径22.0cm270ヘラナデヘラナデ良○○○暗赤茶褐色
（黒斑）暗赤茶褐色口縁C－７Ⅱ１３

口径27.6cm113 293ヘラナデヘラナデ良○○○茶褐色茶褐色口縁10T C-7Ⅱ１４
煤有り口径

27.6cm
269 278 285 
304

ヘラナデヘラナデ良○○○赤茶褐色赤茶褐色
（黒斑）口縁C－７Ⅱ１５

口径22.0cm240ヘラナデヘラナデ良○○○暗茶褐色暗茶褐色口縁C－７Ⅱ１６

口径29.0cm402横位ヘラナデ横位ヘラナデ良○○○暗茶褐色茶褐色口縁C－７Ⅱ１７

口径33.3cm192輪積み痕ヘラナデ良○○○茶褐色茶褐色
（黒斑）口縁C－７Ⅱ１８

口径28.0cm512ヘラナデヘラナデ良○○○黒色暗褐色口縁？Ⅱe１９

口径28.0cm
538 541 
一括横位ヘラナデ横位ヘラナデ良○○○黒茶褐色暗茶褐色口縁D，E－１６，１７Ⅱe２０

口径22.0cm305 443ヘラナデヘラナデ良○○○茶褐色茶褐色口縁C－７Ⅱ２１

481ヘラナデヘラナデ良○○○茶褐色茶褐色口縁C－８Ⅱ２２

106ヘラナデヘラナデ良○○○暗茶褐色暗茶褐色口縁１０T，C，
D－７Ⅱ２３

156ヘラナデヘラナデ良○○○赤茶褐色赤茶褐色口縁D－７Ⅱ２４

480ヘラナデヘラナデ良○○○暗茶褐色暗茶褐色口縁C－１９Ⅱ２５
山ノ口式
胴径24.6cm

56 103 128 
132 139 231

ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○茶褐色茶褐色胴１０T，C，

D－７Ⅱ２６

１８

胴径24.0cm
66 299 315 
355

ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○黒茶褐色黒茶褐色胴C－７Ⅱ２７

煤有り
胴径24.8cm

169 189 226
ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○茶褐色暗茶褐色胴C－７Ⅱ２８

胴径26.6cm
63 64 204 
272 273 356 
553 一括

ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○赤茶褐色茶褐色胴１０TⅡ２９

163 186
ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○茶褐色茶褐色胴C－７Ⅱ３０

底径9cm331
ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○茶褐色茶褐色胴C－８Ⅱ３１

275 284
ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○茶褐色赤茶褐色胴C－９Ⅱ３２

214 224
ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○暗赤茶褐色暗赤茶褐色胴C－１０Ⅱ３３

408
ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○灰茶褐色

（黒斑）灰茶褐色胴C－１１Ⅱ３４
充実高台
底径9cm

573
ヘラナデ，
縁に沈線ヘラナデ良○○○茶褐色黒褐色底Ⅱe３５

539 一括研磨，
三角断面突起ヘラナデ良○○○茶褐色茶褐色頸部

付近D，E－１６，１７Ⅱc，Ⅱe３６

１９

502
ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○茶褐色灰褐色胴C－４Ⅱ３７

437
ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○赤茶褐色茶褐色頸部

付近B－８Ⅱ３８

506
ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○黒赤茶褐色茶褐色頸部

付近Ⅱe３９

175
ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○茶褐色灰茶褐色頸部

付近C－８Ⅱ４０

一括ヘラナデ，
三角断面突起ヘラナデ良○○○暗茶褐色暗茶褐色口縁D，E－１６，１７Ⅱc４１

底径8.1cm514ヘラ研磨粗いヘラナデ良○○○暗赤茶褐色
（黒斑）暗茶褐色底Ⅱe４２

底径8.0cm320
風化，
凹凸あり

風化，
凹凸あり良○○○暗赤茶褐色

（黒斑）にぶい黄橙底C－７Ⅱ４３

底径8.1cm449ヘラナデ粗いヘラナデ，
凹凸あり良○○○茶褐色暗茶褐色底B－７Ⅱ４４

一括断面M字突帯ヘラナデ良○○○赤茶褐色赤茶褐色口縁B，C－５，６表土４５

183断面M字突帯ヘラナデ良○○○赤茶褐色赤茶褐色口縁C－７Ⅱ４６

450断面M字突帯ヘラナデ良○○○赤茶褐色赤茶褐色口縁B－７Ⅱ４７

断面四角突帯ヘラナデ良○○○茶褐色茶褐色胴表土４８

底径4.2cm489ヘラナデヘラナデ良○○○赤茶褐色赤茶褐色底D－８Ⅱ４９

底径10.1cm573
一条の刻み目
突帯，沈線，
風化凹凸あり

風化，
凹凸あり良○○○茶褐色

（黒斑）茶褐色脚B－１９Ⅱe５０
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　Ⅱｃ層を包含層とする。遺構は検出されていない。遺物は３点を図化した。
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　５１は甕形土器の底部である。色調は両面とも茶褐色で内面に黒色部が残る。胎土は石英，長石，
角閃石が含まれている。器面調整はヘラナデである。
��������	
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　５２は二段反し鏃で先頭部に両反しがあり，下段に片逆刺のある鉄鏃である。先端部は欠損してい
るが断面は平坦で，矢柄部は方形断面である。５３は現状では菱形を呈しているが，先端が腐食や欠
損で判断がつかない。可能性としては刃部が平坦か凸形の圭頭鉄鏃とおもわれる。断面は平坦で，
矢柄部は方角断面である。
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備考取上重さ厚さ幅長さ石材層出土区器種番号挿図
番号ｇ㎝㎝㎝番号
６２２８．５７　０．３０　２．４０　９．１０　鉄ⅡｃＤ－１６鉄鏃５２

２０
５７３に伴う１５．３２　０．５０　３．６０　８．８０　鉄ⅡｅＤ－１６鉄鏃５３

備考遺物番号類調整
（外面）

調整
（内面）焼成胎土色調

（外面）
色調
（内面）部位出土区層位番号挿図

番号 その他角閃石長石石英

底径６．０cm３９１，４２７ヘラナデヘラナデ良○○○茶褐色茶褐色胴～
底C－７，C－８５１２０

�� ��
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　遺構は，古代から中世の溝状遺構・古道跡・畝状遺構・土坑が検出されている。遺物は土師器，
軽石製品が出土している。
�����

　北側のＣＤ－１６～２０区で溝状遺構２条，古道跡１２条，畝状遺構４３条が検出されている。南側の
ＢＣ－３～４区で古道跡７条，土坑１基が検出されている。
��������		
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　ＣＤ－１６～１８区で検出されている。溝４～７は，平坦な低地端部で２６×１３ｍの長方形状の一部
を残す形で検出されている。検出状況から長方形と判断した。検出面での幅は６０～８０�，深さは
４～１０�である。断面形は箱型である。ＣＤ－１６～２０区の原地形は北側の平坦な低地から南側に
谷底状に緩斜面が走り，その東西は傾斜面を形成している。北側の低地を方形に囲むように溝状
遺構が廻り，その内側には連続する短い畝状遺構が検出されている。形状及び畝状遺構の検出状
況から，区画溝であったと考えられる。また，溝１・２の２条は東西軸で，谷底状の地形に直交
する形で検出されている。
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　厚みが２～４�の硬化面を伴い，２か所から検出されている。ＤＥ－１６～１８区では，南から北
方向に谷底上を降るように，道１～７が南北軸で検出されている。同じく南北軸である溝状遺構
の東側から繋ぐような形態である。道１～７の延長線上で，道９～１３が検出されている。ＢＣ－
３区では，道１４～２０がコンターラインと平行に東西に横断する形で，検出されている。道１４～１６
は道１７の直上で検出されている。また，道１４～１６の幅が３０�程であるのに対して，道１７～２０の幅
は，５０�程と違いがみられる。
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　ＣＤ－１７区で検出されている。長さは２～６ｍで，４ｍ弱のものが多い。検出面での幅は２０～
４０�，深さは４～６�である。断面形は隅丸の箱型である。畝１～３９は，ほぼ南北軸であり，う
ち３８条は同じく南北軸である溝状遺構に囲まれた区画内から検出されている。畝１６と１７は，溝７
に切られる形で検出されている。畝４０～４４の５条は区画外から，ほぼ東西軸で検出されている。
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　Ｂ・Ｃ－４区で検出された。検出面は
Ⅱａ層である。埋土は，やや灰褐色で光沢
のある硬化した黒褐色土である。赤色土
も少量みられるが，炭化物・焼土とも見
られなかった。
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　５４は白磁で，１２�の口径をなしている。５５は青磁で，胴部下半と思われる。
　５６は軽石製品の一部である。調整は左右両面にある。ａ面は被熱がみられ，黄色及び茶褐色を呈
する。ｂ面は割れた状態で，面取りが雑である。ｃ面は面取りの後の凹みが３条みられる。主な使
用面はａ面であると考えられる。
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備考取上重さ厚さ幅長さ石材層出土区器種番号挿図
番号ｇ㎝㎝㎝番号
１３６８９．００　５．７５　１０．６０　１２．００　軽石軽石製品５６２６

備考遺物番号類調整
（外面）

調整
（内面）焼成

胎土色調
（外面）

色調
（内面）部位出土区層位番号挿図

番号 その他角閃石長石石英
白磁，口径
１２．３�６２０良灰黄灰口縁～胴Ｄ－６Ⅱａ５４

２６
青磁６０８良オリーブ灰オリーブ灰胴Ｂ－３古道跡５５
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　遺構は，落とし穴７基で，円形の大型と小型がある。
　１～３号は大型で上位はラッパ状に開き，下位は円筒状に掘り込まれている。４～６号は１～３
号と比べると，若干小型であるが，上位がラッパ状を呈し，下位は筒状を呈していて基本的には同
一である。一方，４号，５号，７号の底面には，１本ずつの小ピットが確認され，逆茂木痕の可能
性も残されている。地形的には傾斜面を使い大型及び小型それぞれの３基が２列南北方向に設置さ
れている。桜島起源のＰ７（約４２００ＢＰＹ）が埋土の上部に混入していることから，縄文時代中期以
降と判断している。
　土器は小破片であり，量も限定され，また，文様も特定できないことから，明確な帰属はできな
い。ただ，出土位置が，Ｐ７の散布レベルより上位であることから，縄文時代中期以降と判断する
ことは可能である。石器は４号落とし穴に礫石器が１点出土しているほか，石鏃が包含層中から出
土している。
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　遺構は検出されていないが，山ノ口式土器の甕形土器，壺形土器，高坏が出土している。出土量
は少なく，出土範囲も限定される。なお，推定復元に図化した甕形土器の口径が同一なものが存在
することから，個体数の絞り込みは可能である。
�����

　成川式土器の甕形土器と，鉄鏃が出土している。
������

　遺構は，北側調査区で溝状遺構が長方形に囲み，その中に畝跡が検出されている。また，それに
繋ぐように数条の古道が重なり，畠の形態の一部が検出されている。なお，この古道からは青磁片
が出土している。南側調査区では，東西に横断する古道が７条検出されている。
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小ピット底面形状検出面から
の深さ直径平面形状検出面出土区

なし円形平坦１９２１８８円形Ⅲ層Ｄ－１６１号落とし穴

なし楕円平坦２０６１６７円形Ⅲ層Ｄ－１８２号落とし穴

なし半球状１８６１９０円形Ⅲ層Ｄ－１９３号落とし穴

１基半球状１２２９６円形Ⅴ層Ｅ－１９４号落とし穴

１基円形平坦１７２１１０円形Ⅲ層Ｄ－２０５号落とし穴

なし半球状１７２１１０～１２０円形Ⅲ層Ｃ・Ｄ－２０６号落とし穴

１基円形平坦１４２９６～１０６円形Ⅲ層Ｂ－３７号落とし穴

単位：�
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　椿山遺跡は，標高約２００ｍの馬の背状の台地上に立地し，宮ノ本遺跡，加治木堀遺跡の南側に位
置する。
　確認調査は平成１９年６月１１日から７月２日（実働１０日）まで実施した。調査対象面積が１，５２０�
と比較的狭いため，確認トレンチ（１０×４ｍ）を１か所設定した。調査面積は４０�，調査延面積は
７５�である。調査は重機で表土を除去し，その後人力による掘削を行った。調査の結果，Ⅳ層から
弥生時代中期の遺物が出土し，トレンチ内の一部に集中して確認された。
　椿山遺跡の本調査は平成２０年９月１日から平成２０年１１月２７日（実働４６日）まで実施した。
　調査区（グリッド）はセンターライン上の「ＳＴＡ５９＋２０」と「ＳＴＡ５９＋６０」を結ぶ直線をもとに
設定した。１０ｍ間隔のグリッドとし，南側から北側に向かって１，２，３…，西側から東側に向
かってＡ，Ｂ，Ｃ…とした。本遺跡の調査表面積及び延べ面積は，１，２８８�である。
　調査の結果，縄文時代後期の落とし穴１基を検出し，Ⅴａ層から縄文時代後期，Ⅳ層からは弥生
時代中期の土器，Ⅲ層上面では古代以降の溝状遺構と道跡を検出している。また，Ⅶ層（アカホヤ
火山灰層）より下位の層については確認トレンチによる調査を行い，その結果から全面調査を行っ
ていない。
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　層位については，Ⅰ層（表土）を剥ぐと斜面状の地形では安永ボラに比定される白色軽石が残さ
れているが，平坦地ではⅡ層やⅢ層が欠落し，Ⅳ層やⅤ層が現れるところもある。主な遺物包含層
はⅣ層（明黒褐色土）で弥生時代の遺物が包含され，Ⅴａ層が縄文時代後期の遺物包含層である。
以下に本遺跡で確認された各層について順に述べる。
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　確認調査でⅣ層に弥生時代の遺物が包含されることは判明しており，下位層から落とし穴状遺
構１基，Ⅴｂ層から土坑１基検出された。遺物はⅣ層から弥生時代の土器が，Ⅴａ層から縄文時代
後期該当の土器が出土した。
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　落とし穴状遺構は，調査区のＡ－３～４区で検出し，土坑はＡ－７区で検出されている。いず
れも遺構内の埋土の状況から，縄文時代中期・後期に該当する遺構と判断する。
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　Ａ－３～４区のⅧ層で検出された。平面プランは長径９５�，短径９０�の円形で，検出面から床面
までは１３３�である。掘り込み形状は円筒形状で，底面は平坦面をなして円形である。底面の中央
から北西よりに，直径８�，深さ５５�の小ピットを１ヶ所確認し，垂直よりほんの少し南東側に傾
いて掘りこまれ，この小ピットはこれまでの調査成果も含め，逆茂木痕と想定している。遺構の最
上部を桜島起源のＰ７を埋土することから縄文時代中期に比定できると判断している。
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　Ａ－７区のⅤｂ層で検出された。平面プランは長径２１０�，短径１４５�の不定形で，検出面からの
深さは１８�と浅い。底面は西側が高く東側に低い傾斜を持ち不定形である。埋土はⅤａ層（縄文時
代後期の遺物包含層）である。周りには桜島起源のＰ７が部分的にはっきり見られ，床面には同噴
出物Ｐ７が混ざり固められている。検出面と埋土の関係から，縄文時代中期・後期に該当すると思
われる。
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①　Ｐ７の粒が多めに混じる。ところどころ大きな
粒も見られる茶褐色土。
②　①の層よりもＰ７の粒が少なく，黒褐色土。
③　茶褐色の土であるがＰ７は見られない。まだら
に黒色が強い部分もある。
④　明褐色の土
⑤　黒色の強い褐色の土
Ａ　茶褐色と黒色の土が混じる。底の一部は黒色の
割合が高い。上部の一部は黒色がやや薄く灰色に
近い。またやや硬い。
Ｂ　茶褐色の土であり，両脇のⅩⅥ層やⅩⅦ層と比べ
ぼろぼろとくずれる。
Ｃ　両脇の土（ⅩⅦ層）と同じ褐色の土だが，縁がき
れいな茶色の線で区切られている。押すと柔らか
く，明らかにⅩⅦ層と違う土である。内部の土の色
は灰色が混じる。縁の茶色の線は距離を近くにし
て見ると二重線になっているところがある。一部，
木の皮っぽく見えるものが付着していた。
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　縄文時代中期及び後期の土器が出土している。１，２は中期で，３～７は後期に比定できる。
　１は口唇部が欠損しているが，胴部から直行し，やや内向する口縁部を持ち，広い平底の深鉢形
土器である。外面の器面調整は貝殻条痕で胴部上半が横位，下半は縦位に施されている。文様は口
縁部から胴部にかけて，凹線文が渦巻き状と三角状に施されている。内面の器面調整は上部が横位
と縦位で，下部は横位に貝殻条痕が施されている。底面には網代痕が見られる。また，特徴として，
土器製作時に外面の凹線文を施すときに，その施文の反作用で内面が凸状に突出することである。
外面で丁寧に条痕仕上げが認められるが，内面は輪積みの接合が肥厚したまま残されることからい
びつな形状となっている。２は凹線文を横位に施した深鉢形土器で，器面は丁寧なヘラナデ調整で
ある。３は沈線文を横位に施した深鉢形土器で，一部，斜位の沈線が重なっている。器面はヘラナ
デ調整である。４は沈線文を横位と縦位にクランク状に施した深鉢形土器で，器面はヘラナデ調整
である。５は条痕を横位に施した内向する深鉢形土器である。６は貝殻条痕を横位に施した深鉢形
土器の胴部である。７は底面が比較的狭い深鉢形土器の平底で，器面は丁寧なヘラナデ調整を上下
に施している。
���������	
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　８は表土で採集されたもので，摘み部が欠損した横型石匙である。石材はたんぱく石で，形態は
横剥ぎの剥片を三角形にしたもので，中央部が厚い。刃部は交互剥離で形成し，一部は欠損してい
る。９はⅤａ層から出土したもので層位的には縄文時代中期以降の石鏃である。形状は五角形で，
石材は不純物の少ない黒曜石である。刃部は丁寧な剥離で形成している。
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　１０はＬ字口縁部と充実高台を持った甕形土器である。口縁部はやや厚く丸みを形成したもので，
口縁部外面に浅い沈線を施している。肩部に３本の断面三角突帯を横位に施し，底部は細く締まり，
底面にかけて広がる平底である。縁部には沈線が施されている。口径２９．０�，高さ３２．６�，底部径
８．１�である。弥生時代中期前半のものと思われる。１１は平底の底部で，器形は壺形土器である。
胎土は細かい粘土と赤石混じりである。なおこの種の胎土は，宮崎平野南部から都城盆地に分布す
ることが知られている。器面調整はヘラナデである。焼成度は軟らかい。時期の特定はできていな
い。
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備考遺物番号焼成
胎土色調

出土区部位層位掲載
番号

挿図
番号 その他黒色鉱物長石石英外内

２２　　２３　　２９　　３９　　４３　　４６　　５９　　７０良ウ○◎○明赤褐明赤褐Ｂ－２完形Ⅴａ１８
スス付着４良火，チ○○○黒褐暗茶褐Ｃ－２胴部Ⅴａ２

９

スス付着１３４良火○○○暗茶褐にぶい黄褐　黒Ａ－２胴部Ⅴａ３
１３３良火○○○にぶい黄橙にぶい黄橙　黒Ａ－２胴部Ⅴａ４
１４０良○○○橙黄灰Ａ－２口縁Ⅴａ５
７０　　７２　　７３良火，チ○○○にぶい褐黒褐Ｂ－３胴部Ⅴａ６
一括良チ○◎○明赤褐橙　黒Ｃ－２胴～底Ⅴａ７

スス付着１６　　２７　　２８　　１１２　　１１５　　１１７　　１２８良ウ○○○赤褐明赤褐１Ｔ　Ｂ－５完形Ⅲ，Ⅳ１０
１４４良火，赤○○○にぶい黄橙にぶい黄橙Ｂ－７胴～底Ⅲ１１

※　胎土について　石英はクリスタル光沢，とろっとした表面のもの。長石は透明でヒビ，筋の入ったもの・すりガラス状・光沢のある白色のもの。角閃石と輝石をまと
めて黒色鉱物とした。
　　その他は，ウ→雲母，火→火山ガラス，チ→チタン鉄鉱，磁→磁鉄鉱，赤→赤色小礫，灰→灰色小礫
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備考
取上重さ厚さ幅長さ

石材層出土区器種番号
挿図

番号ｇ���番号
－５．９７０．９０３．５５２．３０たんぱく石表採－石匙８

１０
１３００．７５０．３５１．２５１．９５黒曜石ⅤａＣ－６打製石鏃９
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　古代以降の遺構は，Ⅲ層上面を中心に溝状遺構２本と道跡２条を検出している。遺構内には遺物
等は含まれていなかった。
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　溝状遺構はＢ～Ｃ－１～５区で２本検出される。溝１はＢ～Ｃ－１区からＣ－５区まで延び，幅
は２５～１５０�，深さ１５～３０�で東西方向に５７ｍ延びている。レベルは西から東に向けて上がっていく。
東側は浅く幅狭になるが，これは，Ⅲ層自体が削平を受けて，溝も削平を受けている可能性がある。
溝内の埋土は共通して，上層が黒色の土で粘り気のある粘土質で少し砂が混じっており，中層が少
し茶褐色の粒が混じり，底面に近い下層は黒色の土に茶褐色の粘土質が混じる状態である。溝２は
Ｃ－１区～Ｃ－２区まで延び，幅は４０～７５�，深さ２～１１�で浅い。また，Ｃ－１区付近で南方向
に屈曲している。
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　道跡はＡ～Ｃ－７区のⅢ層上面で２条検出される。Ⅲ層は表土から浅く，場所によっては検出さ
れないところもあるので，本来残っていたはずの遺構が途切れている可能性がある。道１は幅７５�
で現道に並行するように３０ｍほど伸びる。現道とのレベル差が１０～２０�なので，遺構はそれほど古
くないと思われる。道２は道１の下部から北方向に２０ｍ伸びる。道幅は３０�と狭い。
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　椿山遺跡の遺物総点数は１７７点である。出土地点は数か所に集中しており，時代も縄文時代と弥
生時代に特定される。遺構については，１基検出した落とし穴状遺構の残存状況が極めて良好で，
調査範囲外にも分布する可能性も高い。調査から得られた資料からは，生活跡としての色彩は少な
く，落とし穴の存在も含め，狩場として機能した可能性が高い。
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　柿木段遺跡は標高１５０�の小さな谷の窪地とその下部にある標高１４５�のやや広い谷の平坦部から
なる。平成１３年度に試掘調査を実施している。確認調査は平成１９年７月４日から７月２７日（実動１５
日）まで実施し，確認トレンチ（１０�×２�）を８か所設定した。調査面積は１６０�，調査延面積
３００�である。調査は，重機で雑草・雑木の除去を行ったあと，表土を除去し，その後人力による
掘削を行った。その結果，縄文時代後期終末から晩期にかけての土器や石器と古代の土師器・須恵
器が出土した。
　本調査は，平成２０年５月２２日～平成２１年３月１９日までの約１０ヶ月間（実働１５５日間）実施した。
調査区（グリッド）はセンターライン上の「STA４１＋２０」と「STA４１＋６０」を結ぶ直線をもとに
設定した。１０�間隔のグリッドとし，西側から東側に向かって１，２，３…，北側から南側に向
かってＡ，Ｂ，Ｃ…とした。本遺跡の調査表面積は４，９０１�，調査延面積は７，３５０�である。
　旧地は主に畑であり，調査は重機による表土除去から開始し，表土は農地改善事業による造成土，
Ⅱ層は周辺台地及び上流からの流入土で形成され，その流入土間に中世及び古代の遺物が出土して
いる。このことは，遺跡が谷状地形にあるため，台地上から流れ込んだ土砂等が厚く堆積している
ことに起因する。表土から遺物包含層まで浅いところで１００�程度，深いところでは２００�を超え，
古代・中世の遺物はⅡ層からⅢ層で，弥生時代から縄文時代晩期の遺物はⅢ層下部からⅣ層中に出
土している。また，Ⅵ層より下位の層については数箇所の確認トレンチによる結果に基づき，調査
は行っていない。 
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　柿木段遺跡の層位は，北東に位置する椿山遺跡，南に位置する石縊・十三塚遺跡の層位とは若干
異なる。椿山遺跡以北では桜島起源のＰ７は少し見られるが，柿木段遺跡では見られない。また，
石縊・十三塚遺跡と比べ，Ⅱ層が厚く堆積しており，場所によっては２�を超えている。当初，細
かく分層を試みたが，ところどころ分層不可能なところもある。場所によっては，変わり目を判断
するところが難しい。以下に，柿木段遺跡で確認された各層について順に述べる。 

���
暗褐色土　現表土Ⅰ 層

暗茶褐色土　やや硬質である。白軽石が混じる。Ⅱa－1層

暗灰褐色土　白軽石は少量。１～１．５�のものはところどころ見られる。場所に
より分層不可能なところもある。Ⅱa－2層

黒褐色土　弱粘質の土層。場所により検出できないところもある。（場所により
Ⅱa－1～Ⅱa－4まで「Ⅱa層」とまとめて土層断面を実測してるところもある）Ⅱa－3層

暗黄茶褐色土　やや黄味がかった茶色の土層。本遺跡において主に中世の包含層
である。Ⅱa－4層

暗黄褐色土　砂質の土層。黒に近い。白軽石は少量。Ⅱb　 層

黒褐色土　本遺跡において主に古代の遺物包含層である。古道「硬化面」や溝跡
はこの層かⅡｂ層で検出されている。Ⅱｂ層に比べ黒色が強い。Ⅱc　 層

暗茶褐色土　本遺跡において主に弥生時代～古代の遺物包含層である。砂質の混
じる土層。Ⅲ 層

黒褐色土　本遺跡において主に縄文時代晩期の遺物包含層である。少量ではある
が縄文時代後期の遺物も出土した。やや粘質のある土層。Ⅳ 層

灰褐色土　黄白色パミスをところどころ含む。Ⅴ 層

褐色土　アカホヤ火山灰の二次堆積土　遺跡全体に安定して堆積している。Ⅵa　 層

黄橙火山灰土　通称アカホヤ火山灰層。喜界カルデラより噴出された広域火山
灰土。Ⅵb　 層

灰黄褐色土　ところどころⅦｂの細かいパミスを含む。上部は少ない。Ⅶa　 層

黄色火山灰層　桜島Ｐ１４火山灰層。やや厚めに堆積しているところとブロック状
に散らばるところがある。Ⅶb　 層

黒褐色土　粘質のある土層。いわゆるチョコ層ともいわれる。Ⅷ 層

褐灰色土　砂質の土層。この時点で表土から５�近くの深さになる。Ⅸ 層

※　網掛けしているところは遺物包含層である。
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　本遺跡を構成するアカホヤ火山灰層上位の第Ⅳ層に，少量であるが縄文時代前期から後期該当の
遺物が出土している。第Ⅳ層で遺構も検出されたが，遺構のあり方，伴う可能性の高い土器が縄文
時代晩期であることから，それらの所属時期を晩期と判断した。
����
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　１，２は縄文時代前期に該当する土器である。縦位の沈線文が施され，１はこれを斜位沈線文が
切っている。類似資料が志布志市別府（石踊）遺跡で多数出土している。類例から縄文時代前期後
半の曽畑系土器に帰属すると判断している。３，４は縄文時代後期中葉に該当する土器である。３
は口縁部であり，斜位の刺突文が施され，下部欠損部に少しだけ，同じく斜位の刺突文が見られる。
４は底径８．２�で，下部から２�程度は垂直に立ち上がり，そこから急に外反していく形状である。
なお，３，４の明確な帰属は明らかでない。５～９は縄文時代後期後葉に該当する土器である。
５，６は底部であり，上げ底の形状である。同一個体の可能性が高い。７は大型深鉢の胴部である。
外面にミガキなどの手法が見られる。８の底面は細く浅い沈線が見られる。９は外反する形から上
部にかけて内側にやや屈曲し，沈線が横位に施されている。 
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備考遺物番号焼成胎土色調出土区部位層位掲載
番号

挿図
番号 その他黒色鉱物長石石英外内

５８５良ウ△◎○橙にぶい黄橙Ｇ－３胴部Ⅱ１

８

５４９良ウ△◎○橙にぶい黄橙Ｆ－２胴部Ⅱ２

３０４８良ウ△◎△黒褐暗赤褐Ｂ－４口縁Ⅳ３

３０４７良ウ△◎褐褐Ｂ－４底部Ⅳ４

２９５０　一括良火○○○明褐にぶい黄橙Ｂ－４底部Ⅳ５

３０２９　２９７４　３０２８良火○○○明褐にぶい黄褐Ｂ－３底部Ⅳ６
１４９０　６９３　７５５　１０５８　１４８８
１７２８　１７１８　１９３８　１９３９良火，チ○○○明褐明褐Ｄ－２，Ｄ－３

Ｅ－４，Ｅ－３胴部Ⅲ，Ⅳ７

スス付着９８３　１１７７　１４５９　１４５７　
１５４０　２０３３　２０３４良チ○○○褐にぶい黄橙Ｄ－２，Ｅ－２，

Ｅ－３底部Ⅲ，Ⅳ８

１９４　２２０９良チ○○○黒褐黒褐Ｆ－５，Ｇ－５口縁Ⅳ９

※　胎土について　石英はクリスタル光沢，とろっとした表面のもの。長石は透明でヒビ，筋の入ったもの・すりガラス状・光沢のある白色のもの。角閃石と輝石をまと
めて黒色鉱物とした。
その他は，ウ→雲母，火→火山ガラス，チ→チタン鉄鉱，磁→磁鉄鉱，赤→赤色小礫，灰→灰色小礫
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　第Ⅳ層が縄文時代晩期に該当する。なお，上位のⅢ層以上では弥生時代以降の遺物の出土が中心
となる。遺構は，落とし穴状遺構が１基，土坑４基，石斧埋納遺構１基で，遺物は，深鉢形土器，
浅鉢形土器などが出土している。
　遺物は主にＣ～Ｇ－２～３区に集中して出土している。この部分は北側から南側に向けて下る傾
斜地の窪み部にあたり，遺跡内では低い標高の部分である。石斧埋納遺構以外では，遺構と遺物の
関連は見られなかった。

����

Ⅳ層上面に落とし穴状遺構が１基，土坑４基，石斧埋納遺構１基が検出されている。
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　Ｂ－３～４区のⅣ層で検出された。平面プランは長径１６５�，短径９４�の長楕円形で，検出面か
らの深さは１１２�である。掘り込み形状は，上面観，側面観ともにバス状で，底面は平坦面をなす
方形である。底面の各四隅に１点ずつの計４点の小ピットとその中央に小ピットが確認されている。
その小ピットは直径３�から８�まであり，その深さも１３�から２２�までとなる。なお，この小
ピットはこれまでの調査成果も含め，逆茂木痕と理解できる。また，掘り込みラインの上部にス
テップ様の段差が見られるが，その後の崩落と判断される。
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　Ｆ－４区のⅣ層で検出された。平面プランは長径９３�，短径９０�のほぼ円形で，検出面からの深
さは１３�と浅い。底面は平坦でほぼ円形である。埋土は上部に黒褐色の土，下部に黒褐色と黄褐色
の土が混じる。
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　Ｅ－３区のⅢ層で検出された。平面プランは長径６１�，短径４８�の楕円形で，検出面からの深さ
は８�で浅い。底面は平坦面をなしている。埋土は黒褐色土（Ⅱｃ層）である。
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　Ｆ－１～２区のⅢ層で検出された。平面プランは長径１１６�，短径７５�の楕円形で，検出面から
の深さは２３�である。掘り込みは北西側にやや緩やかな傾斜が残り，南東側は緩いステップ状の段
差を残す。底面は平坦であるが，一番深いところは中心部ではなく，中心からずれた地点に何か所
か存在する。埋土は３層に分かれ，上から黒色土に黄褐色土を少し混ぜた土，黒色土と黄褐色土が
半分ずつ混じったもの，粘質黄褐色土の割合が黒色土より多いものと段階的に分かれる。南側に現
在使用する用水路が走り，その工事の埋土が外形の数�のところに迫っていた。
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　Ｇ－２～３区のⅣ層で検出された。平面プランは長径１１７�，短径９７�の丸みの持つ方形で，検
出面からの深さは１８�である。掘り込みは西側が緩やかな傾斜になり，東側は急な傾斜である。底
面は中心から東よりのところに平坦な部分を残す。埋土は断面の傾斜に影響を受けず，平坦に堆積
して，中央部はレンズ状の堆積がある。埋土の種類は３層であり，一部に炭化物も混じる。 
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　遺跡南西のＣ－３区のⅣ層から，Ⅳ層の掘削中に石斧４点が重ねられた状態で発見され，明確な
掘り込み遺構（掘り込みラインや掘り込みの内部構造）等は確認できないが，出土状況から“石斧
埋納遺構”，いわゆる“デポ”が存在したと判断している。
　４点の石斧は，石斧５を最下面に→２と３→１の順に重ねられ，３０°程の傾斜を成して斜めに検
出されている。掘り込み遺構は確認されていないが，図示した平面感や側面感からは，最小でも径
２０�，深さ１０�の土坑が存在した可能性が推測される。
　また，一括埋納の外側に打製石斧
（石斧４）と打製石斧の破損品（石
斧６）が１点ずつ出土している。埋
納位置から石斧４が５０�，石斧６が
２０�程離れている。
　埋納された４点の石斧は，完形品
であることから石斧６の破損品につ
いては，一括埋納品と評価する積極
的要素は少ないが，石斧４について
は検討価値を残しておきたい。
　重ねられ埋納されたと判断する石
斧は４点で，部分（刃部）磨製石斧
３点と１点の打製石斧で構成する。
また，２点の大型石斧と２点の小型
石斧の区分，もしくは短冊形１点，
分銅形１点，撥形２点の区分も可能
である。
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備考重さ厚さ幅長さ石材層出土区器種番号挿図
番号 ����

短冊形１４１．５１．３５．９１７．７安山岩ⅣＣ－３部分磨製石斧石斧１

１３
分銅形２４５．５２．１７．２１４．６安山岩ⅣＣ－３打製石斧石斧２

撥形１４０．５１．４６．７１３．７安山岩ⅣＣ－３部分磨製（刃部）石斧石斧３

短冊形２５６．５１．８６．７１９．８安山岩ⅣＣ－３打製石斧石斧４

撥形３７５．０２．３１０．２１７．８安山岩ⅣＣ－３部分磨製（刃部）石斧石斧５１４

－３１．０８．５４．５５．３安山岩ⅣＣ－３石斧の一部石斧６１３
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　石斧１は，長さ１７．７�，幅５．９�，厚さ１．３�の典型的短冊形で，表裏を含め刃部周辺は磨かれ
る，いわゆる局部磨製石斧に区分できる。頭部から両側縁部は細かく成形加工され，特に，右側
縁部はほぼ直線的に仕上げ，刃部側縁部から刃部及び切っ先部は丁寧な研ぎが観察できる。
　石斧２は，長さ１４．６�，幅７．２�，厚さ２．１�で，いわゆる分銅形に区分できる。表裏に残る剥
離面からは，横長剥片が素材であることがわかる。表面下位の平坦剥離，裏面抉り部の平坦剥離
は，素材剥離をできるだけ薄くする目的によると推測できる。
　石斧３は，長さ１３．７�，幅６．７�，厚さ１．４�で撥形に区分できる。表面右中央部に礫面を残す
横長剥片を用い，打面部の除去，右側縁部を形成する剥片端部も丁寧な成形痕が認められる。頭
部，刃部とも丸く，刃部には摩耗痕が残される。
　石斧４は，長さ１９．８�，幅６．７�，厚さ１．８�で，短冊形に区分できる。裏面は横長の剥離痕が
観察できるが，表面は先行する複数の剥離面で構成し，横断面は蒲鉾状を呈している。両側縁部
及び刃部の成形は丁寧で，両側縁部はほぼ直線に仕上げている。
　石斧５は，長さ１７．８�，幅１０．２�，厚さ２．３�で，いわゆる撥形に区分できる。裏面右中央部
の大剥離及び左側の複数の剥離面は成形剥離の可能性が高く，下端部の剥離面が素材隔離面と見
られる。頭部は丸く，抉り部は両方向からの成形仕上げがみられる。刃部は一部欠損するが，使
用に起因するとみられる摩耗痕が顕著に残される。
　石斧６は，長さ５．３�，幅４．５�，厚さ８．５�で，石斧の一部である。形状から判断して，石斧
の基部である可能性がある。抉り部に成形された痕が残る。
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　１０～４３は深鉢形土器に該当する。
　１０は口径３４．４�，高さ２６．８�，底径９．８�の深鉢形土器で，頸部から口縁部まで外反しながら
直線的に立ち上がる。頸部では「く」の字に屈曲し，胴部でも同様に屈曲し底部に至る。外面と
比べると内面のミガキは丁寧である。１１は１０と同じような断面の形状をしているが，４か所の頂
を持つ山形口縁で，口径３５．８�，高さ３３．０�，底径９．５�である。１０は最大部が口縁部であるが，
１１では胴部に設けられている。
　１２～２７は口縁部である。１２～１４は口縁部が肥厚している。１２は口縁部から頸部にかけて強く屈
曲しており，頸部の部分は断面が薄くなっている。１３は１２と同じ形状であるが，口縁部の長さが
１２に比べ短く，別個体と判断した。口唇部に浅い沈線が見られるが，篦状工具の跡かもしれない。
１４は口唇部が指に挟まれたように尖っている。
　１５～１８は口縁部の形状から上記の１０と同様の器形と判断される。１５の内面に５�程度の孔があ
り，胎土に混じった植物痕かもしれない。横位の繊維様の痕跡が圧痕される。１６は外面に指ナデ
痕が見られる。断面下部が外側に屈曲しようとしているため，頸部付近で欠損していると思われ
る。１７は１６と断面や調整が酷似するため，同一個体の可能性がある。１６と同様に指によるナデ調
整痕と，工具による調整が認められる。１８は口唇部が指で挟まれたように尖り，内外面とも調整
が丁寧である。
　１９～２７は小破片である。そのため傾きは不確定なものが多い。１９は口唇部が狭い平坦面を成し
ている。２０は１９と同様に口唇部を平坦に仕上げて，その平坦面に浅い沈線を施している。１９に比
べ若干肥厚の傾向が見てとれる。２１は口縁部内側上部がほんの少し隆起している。２２は口唇部が
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丸みを呈している。２３の外面は，工具による調整痕が見られる。２４は口唇部が１９，２０と同様に平
坦に作られている。２５も外部に工具による強めの調整痕が見られる。２６は胎土に混じる石英，長
石が顕著に見られる。２７は横位の沈線が３本施されている。
　２８～３２は頸部から肩部にかけての土器片である。２８は頸部の内面が尖ったように屈曲し，肩部
にかけての外面は２段階に屈曲して肩部に向かっている。２９は頸部がなだらかに曲がり，内面の
調整がとても丁寧である。３０は器壁が肥厚し，大型深鉢の可能性がある。３１は上部に外反する部
分が残り，頸部から肩部と判断した。３２は土器片の幅が狭く，傾きは任意である。少しひねられ
た形状で残る。
　３３～３５は肩部付近である。器壁が肥厚し，屈曲した部分から下部は薄く作られている。上部に
炭化物が付着する。部分的に厚さが若干違うのでそれぞれで掲載した。
　３６～３８は胴部屈曲部から下部にかけて土器片である。３６は上部に炭化物付着が見られる。３７は
尖った形状で外面が屈曲している。３８は丸みをもって胴部が作られている。上部に炭化物付着が
見られる。
　３９～４４は胴部から底部にかけての土器片である。３９は内面の調整痕から上下を判断した。４０は
内面が丁寧に調整されており，下部がほんの少しであるが肥厚する。４１は４０より厚手であり，４０
と同様に下部がやや肥厚する。４２はさらに厚手であり，大型深鉢の胴部の可能性がある。４３，４４
も肥厚した断面である。大型深鉢に該当する。
　４５はリボン状の突起物を貼り付け，リボンの両側が削られた形状をしており，曽於市大隅町西
原段Ⅰ遺跡で出土している土器に類似している。
　４６～８３は浅鉢形土器である。
　４６～５０は厚手の口縁部を持つものである。４６は口径２３．４�で玉縁を持ち，その下部はやや盛り
上がるように肥厚する。４７は同じく玉縁をもつが，口縁部に沈線を横に入れ，口唇部に丸みを持
つようになでて仕上げている。４８は口唇部内側にもう一つ口唇部を載せたような形状であり，浅
鉢の中では厚みがある。４９はやや厚みがあり玉縁状の突起部を持つ。立ち上がりは緩い。５０は厚
みがあり，口唇部に玉縁状のものはなく，平坦に仕上げている。
　５１～５８は口唇部に玉縁状の口唇部を持ち，立ち上がりがしっかりしているものである。５１は口
径３０．４�で，口縁部外面に２条の沈線がめぐる。場所によっては１条の部分も存在する。合流部
を確認すると上の沈線が浅く下の沈線がやや深い。上の沈線を下の沈線が切っているので，製作
段階で引き直した感がある。口縁部から頸部まで長く，内外面とも丁寧なミガキが施されている。
５２は口縁部外面に２条，内面に１条の沈線がめぐる。５３は口径３１．６�で，５１と同様に外面に２条
の沈線が施されているが，下の沈線が大きく切っている部分は１条に見える。頸部付近から口縁
部まで緩やかに外反するが，５１ほど長くはない。５４は口縁部内外面とも１条の沈線がめぐる。頸
部付近から口縁部には直線的に至る。５５は口径１８．８�で，内外面とも１条の浅い沈線がめぐる。
口縁部の立ち上がりの角はやや丸みがある。５６の外側の沈線はとても浅く，模様程度である。５７
は頸部付近から口唇部にかけて，緩やかに薄くなるように作られている。５８は口唇部の高さが低
く薄いがしっかり立ち上がっている。
　５９～６７は口唇部に玉縁状の口唇部を持つが，立ち上がりの角度が緩いものである。それぞれ外
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側に１条の沈線がめぐる。５９は口径１７．８�で，幅の狭い沈線がしっかり外側にめぐる。６０は外側
の沈線がしっかりしており玉縁状突起がとても小さい。６１，６２，６３は外側沈線が浅く断面には現
れない。６４は沈線がしっかりしており，この調整で口唇部への角がやや角張る形状である。６５は
口径２９．８�で，口唇部～胴部付近まで残る資料である。口縁部外側に１条の沈線がめぐり，口唇
部内面はなだらかな曲線になるように丁寧に調整されている。頸部付近の屈曲はしっかりしてお
り，内外面に稜線がしっかり出ている。頸部から胴部屈曲部まではやや短く，胴部屈曲部もはっ
きりしており，ソロバン玉の周縁部の形状に近い。６６は頸部付近から口唇部にかけて，緩やかに
薄くなるように作られている。５７と似ているが，立ち上がりの角度が緩い。６７は立ち上がりの角
度が少なく口唇部へ向かう角度とほぼ変わらない。
　６８～７２は口唇部に玉縁状のものがないものである。６８は土器片が小さく断面の傾きが任意であ
る。まだ傾く可能性がある。口縁部付近でやや立ち上がり，そこから水平方向に広がり，またや
や垂直方向に口唇部が立ち上がる。２段階で口唇部が立ち上がる形状である。６９は口唇部がやや
平らに仕上げられている。７０は薄手で口唇部は指でつまんだように薄く仕上げられている。
７１，７２は口唇部外側が平らに仕上げられている。
　７３～７４は浅鉢の口縁部付近である。口唇部が欠けている。７３は胴部付近の屈曲部と頸部屈曲部
が短く，逆に口縁部に向かっては長く大きく外反する器形である。内外面とも丁寧にミガキ調整
が施される。７４は口唇部付近が欠損するが，立ち上がる方向でできている。
　７５～８３は胴部付近である。７５，７６は屈曲部がはっきりしており，頸部屈曲部までが短い。７７～
８０は胴部屈曲がやや弱い。７７は頸部までが短く，口縁部に向かって長く外反する。７８，７９は頸部
まで短く口縁部に向かって緩やかに外反していく。８０は胴部下部である。８１は厚手の器形で大型
浅鉢の可能性がある。外面に屈曲部が出ているが，内面には現れない。８２は胴部屈曲の内側が剥
がれている。剥がれている形状から，補強するため胴部内側に土を塗り重ねて製作していること
が分かる。外面に煤が付着している。８３は胴部から底部付近である。なだらかな傾きでカーブを
持ち，内外面とも丁寧にミガキ調整がされている。
　８４～８９は胴部付近の屈曲部がなく，口縁部に向かって内湾もしくは垂直方向に向かって立ち上
がる形状をしている。いわゆるマリ形とよばれる浅鉢である。８４は器形が球状である。口唇部内
側に１条の沈線がめぐり，上部は平坦な形状で作られている。８５も口唇部内側に１条の沈線が見
られ，８４より平坦に口唇部が作られている。８６は断面の曲がりから小型の浅鉢が予想される。８７
は口縁部から底部付近までなだらかな曲線を描く断面である。８８は８７より薄手で上部の方がやや
曲りがきつい。８９は底部付近で土鍋の底部分のような器形をしている。上部に炭化物が付着して
いる。
　９０～９７は浅鉢でやや厚手であり，胴部付近に屈曲が見られないものである。ボウル状の形で分
類した。９０，９１は図面に現れにくいが，内面が丁寧に調整されているわりに，外面は凹凸してい
る。炭化物が付着している。９２も口縁部であるが，口唇部がやや尖った形状をしている。９３は胴
部付近であり，外面は多少凹凸している。平べったい器形で浅い広口の鉢の可能性がある。９４は
厚手に作られている。９５～９７は胴部から底部に向かうところがやや急に曲っている器形である。
９６には煤が顕著に見られる。 
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備考遺物番号焼成胎土色調出土区部位層位掲載
番号

挿図
番号 その他黒色鉱物長石石英外内

炭化物付着

１９５１　１７５０　１７５２　１７３９　
１７９２　１７９３　１６８　１８２　１４４２
１４４７　９３９　１６７３　１９８９
１９９７　１０８９　１７４６　１７４７
１２８８　１７５８　１３２０　１６９７
１７６１　

良チ○○○黒褐暗赤褐
Ｄ－２，Ｄ－３
Ｅ－３，Ｅ－４
Ｆ－３

完形Ⅲ，Ⅳ10

18

炭化物付着

１７１１　１８０１　１７０４　１３１６　
１８２１　１９１１　８４８　１８２５　
１８２３　１８３３　２００１　１４９５　
１３２２　１６４６　１４９３　１４９４　
１９８３　２０５９　１２１６　１５１７　
９７９　１７１５　１４４８　１４７２　６５５
６５９　６５７　１０９６　１６４８　１５６８
１８０７　２０２５　１５５０　１５６３　
２０２４　１１４　９４２　１６４２　２０３６
１８２８　一括

良チ○○○赤褐赤褐
Ｄ－２，Ｄ－３
Ｄ－４，Ｅ－２
Ｅ－３，Ｅ－４
Ｅ－５，Ｆ－２

完形Ⅱ，Ⅲ，
Ⅳ，Ⅳ下11

スス付着良チ○◎○黒褐－口縁－12

19

スス付着３０１２良チ○◎○黒褐黒褐Ｂ－３口縁Ⅳ13

スス付着９６９良○○○黒にぶい黄橙Ｅ－３口縁Ⅲ14

スス付着１４７　一括良火◎◎○にぶい黄褐にぶい黄橙Ａ－１３口縁Ⅲ15

スス付着１８６８　１８６４　１８７１良火，チ○○○黒黒Ｆ－３口縁Ⅳ16

スス付着１８６９　２０６７良火，チ○○○黒と明黄褐黒Ｆ－３口縁Ⅳ17

スス付着１７４３良火，チ△○黒黒Ｅ－３口縁Ⅳ18

スス付着２１６４　２１６１良火△○○黒褐黒褐Ｇ－３口縁Ⅲ，Ⅳ19

スス付着１４１２良火，チ○○○黒褐黒褐Ｃ－２口縁Ⅲ20

１７１７　９４３良○◎○黒黒Ｅ－２，Ｅ－３口縁Ⅲ，Ⅳ21

２７９７良火，チ，磁○○○黒褐褐Ｂ－１３口縁Ⅱ22

１９２７良○○○黒褐黒褐Ｆ－２口縁Ⅳ23

１３５６良火，チ○○○黒褐黒褐Ｃ－２口縁Ⅲ24

１３６６良チ○○○にぶい褐灰黄褐Ｃ－２口縁Ⅲ25

１７１良火，チ○◎◎灰黄褐灰黄褐Ａ－１３口縁Ⅲ26

１８０２良チ△○○灰褐黒褐Ｅ－３口縁Ⅳ27

１９４３良赤，チ△○○褐黒褐Ｆ－３頸部Ⅳ28

１４１１　２１６６　２１６７良火，チ○◎◎黄灰にぶい黄橙Ｃ－２，Ｇ－３，
Ｇ－４頸部Ⅲ，Ⅳ29

※　胎土について　石英はクリスタル光沢，とろっとした表面のもの。長石は透明でヒビ，筋の入ったもの・すりガラス状・光沢のある白色のもの。角閃石と輝石をまと
めて黒色鉱物とした。
その他は，ウ→雲母，火→火山ガラス，チ→チタン鉄鉱，磁→磁鉄鉱，赤→赤色小礫，灰→灰色小礫
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備考遺物番号焼成胎土色調出土区部位層位掲載
番号

挿図
番号 その他黒色鉱物長石石英外内

スス付着３００４良チ○○○黒褐にぶい褐Ｂ－３頸～肩Ⅳ30

２０

炭化物付着１６６９良火△○○浅黄黒Ｅ－３頸～肩Ⅳ31
２２３良火，チ，赤○○○にぶい褐暗褐Ｆ－２頸～肩Ⅲ32

炭化物付着３００１　３００２良チ，灰，赤△◎○にぶい褐灰褐Ｂ－３肩部Ⅳ33
炭化物付着３０４４良チ，灰，赤○◎○黒褐橙Ｂ－３肩部Ⅳ34

１３９８　１３７７　７４５　１３８４良チ○◎◎橙黄灰Ｃ－２，Ｅ－２肩部Ⅲ35
スス付着１５５５良火，チ○○○灰黄褐にぶい黄橙Ｅ－２胴部Ⅳ36

２１９９　２１９７良ウ◎○赤褐黄灰Ｇ－６胴部Ⅳ37
スス付着１４７１良火，チ○◎◎にぶい赤褐明赤褐Ｄ－３胴部Ⅳ38
スス付着３０１９良火，チ○◎○褐にぶい黄褐Ｂ－３胴～底Ⅳ39
炭化物付着１８５６　１８５８良火，チ△○○灰黄褐黒褐Ｆ－３胴～底Ⅳ40

一括良火，チ○○○明赤褐にぶい黄褐－胴～底－41
１７２１良チ，磁○○○褐にぶい黄褐Ｅ－３胴～底Ⅳ42
２９１９　２９２２　２９３０　３０７７良火，チ△○○にぶい黄橙にぶい褐Ｃ－１３，Ｃ－１４胴～底Ⅲ43
３０６３良チ○○○浅黄橙橙Ｃ－１３胴～底Ⅲ44
５８０良チ○○○にぶい橙にぶい橙Ｇ－３口縁Ⅱ45

炭化物付着１８５５　１８５７　１４２６良火，チ○◎○にぶい黄褐にぶい黄橙Ｃ－３，Ｆ－３口縁Ⅲ，Ⅳ46

２１

１１５５良火，チ○◎○褐にぶい黄橙Ｇ－３口縁Ⅱ47
スス付着９８０良火，チ○◎○にぶい黄橙褐灰にぶい黄橙褐灰Ｅ－２口縁Ⅲ48

１４３９良チ，赤○○○褐黒褐Ｇ－２口縁Ⅲ49
１７２６良チ○◎○黒褐黒褐Ｅ－３口縁Ⅳ50
１４５１　１９９５　１７４１　１０３５
２００２　１７６７良火，赤○○○明赤褐黒Ｄ－２，Ｅ－３口縁Ⅲ，Ⅳ51

１３４０良チ，灰○○○黒黒褐Ｄ－２口縁Ⅲ52
１８０３　１０４７　２０６２良火，チ○○○にぶい赤褐と黒褐灰Ｄ－２，Ｅ－３口縁Ⅲ，Ⅳ53
１７３７良火，チ○○○黒褐暗褐Ｅ－３口縁Ⅳ54
１５４５　１５７４良チ，灰○○○灰黄褐灰黄褐Ｅ－２口縁Ⅳ55
１４２２良火，チ○○○黒褐黒褐Ｃ－３口縁Ⅲ56
２１６８良火，チ○○○黒とにぶい黄褐黒Ｇ－３口縁Ⅳ57

１７９６良火，チ○○○にぶい黄橙
と明赤褐橙Ｅ－３口縁Ⅳ58

１２７７　一括良チ○○○オリーブ黒黒Ｄ－３口縁Ⅲ59
１６００　１１９４良チ○○○にぶい褐にぶい褐Ｄ－３，Ｅ－２口縁Ⅲ６０
１８４９良○○○黒黒Ｆ－３口縁Ⅳ６１
１５２５良チ○○○にぶい黄橙黒Ｅ－２口縁Ⅳ６２
１０１４良チ○◎○褐灰褐灰Ｅ－２口縁Ⅲ６３
２１０１　２０９９　２１００良赤△○○暗赤褐暗赤褐Ｇ－２口縁Ⅳ６４
２０１　１８２　１８３　１８４　１８９
１１７１　２２０１　２２０２良チ○○黒黒Ｆ－５，Ｆ－６，Ｆ－

７，Ｇ－５，Ｇ－６口縁Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ６５

２００３良○○○黄褐黒Ｅ－３口縁Ⅳ６６
２８９３良チ○○○にぶい褐黒とにぶい褐Ｂ－５口縁Ⅲ６７
１０８４　７００良○○○明赤褐と黒褐赤褐Ｄ－２，Ｄ－３口縁Ⅲ６８
２９６良チ○○○褐灰褐灰Ｆ－２口縁Ⅲ６９
２０７０良火△◎○黒褐黄褐Ｆ－３口縁Ⅳ70
１３６４良△○△灰黄褐黒褐Ｃ－２口縁Ⅲ71
１４４５良△△△暗灰黄暗灰黄Ｄ－２口縁Ⅳ72

１８３２　１４１７　２１１６良○○△黒黒褐Ｃ－２，Ｅ－３，
Ｆ－３口縁Ⅲ，Ⅳ73

２２

１６５５良火，チ○○○暗赤褐褐Ｅ－３口縁Ⅳ74
１５４４良チ○○○橙黒褐Ｅ－２胴部Ⅳ75
２１６９良チ△○○にぶい褐褐灰Ｇ－３胴部Ⅲ76
２０３５　９４０　１２３７　１４５２　
１３６１
１９９６　647　１５０９

良チ△○○黒褐黒褐
Ｃ－２，Ｄ－２，
Ｄ－３，Ｅ－２，
Ｅ－５

胴部Ⅱ，Ⅲ，
Ⅳ77

１２４６良チ○○○黒褐黒褐Ｄ－３胴部Ⅲ78
２０８３　２０８４良チ○○黒黒Ｆ－２胴部Ⅳ79
１７９０　１８９８良チ○○○黒褐灰黄褐Ｅ－３，Ｆ－２胴部Ⅳ80
１９２２良チ○○○にぶい黄橙にぶい黄橙Ｆ－２胴部Ⅳ81

スス付着１６６８良チ，赤△◎○褐黒褐Ｅ－３胴部Ⅳ82
１６７１　１３２４　１６５２　１７９５
１０３７　１２４７　１３４９　１０５３　
１３４１

良火，チ，赤○○△褐褐Ｄ－２，Ｄ－３，
Ｅ－３胴部Ⅲ，Ⅳ83

２０７９　１９２８良火，赤○◎△灰黄褐と黒黒Ｆ－２口縁Ⅳ84
２０７８良赤△○△にぶい黄橙黒褐Ｆ－２口縁Ⅳ85

スス付着２１６０良赤○○○褐にぶい褐Ｇ－３胴部Ⅳ86
スス付着１７２９　１７１２　１７１３良○○○にぶい黄橙にぶい黄褐Ｅ－３，Ｅ－４口縁～底Ⅳ87

１６６４　１３１７良チ，赤○○○にぶい赤褐と黒黒褐Ｄ－２，Ｅ－３胴部Ⅲ，Ⅳ88
炭化物付着２１５８　２１５７良赤○○○赤褐にぶい黄褐Ｇ－３胴部Ⅳ89

７７６　１９４５　１９５２良火○○○にぶい黄橙にぶい黄橙Ｆ－３，Ｆ－４口縁Ⅲ，Ⅳ90

２３

スス付着１３７２　１９６４良火○○○黒褐にぶい黄橙Ｃ－２，Ｆ－４口縁Ⅲ91
スス付着１９３５　１９６５良火○○○黒褐にぶい黄橙Ｆ－３，Ｆ－４口縁Ⅲ，Ⅳ92

１９６７　１９７４良火，チ○○○浅黄と黄灰浅黄Ｆ－４胴部Ⅲ93
３０９３良チ○○○橙黄褐Ｃ－１４胴部Ⅲ94
一括良チ◎○○黒褐にぶい黄橙－胴～底－95

スス付着１７４良ウ◎橙橙Ａ－１３胴～底Ⅲ96
２９０７良○○○橙淡黄Ｂ－１３胴～底Ⅲ97

※　胎土について　石英はクリスタル光沢，とろっとした表面のもの。長石は透明でヒビ，筋の入ったもの・すりガラス状・光沢のある白色のもの。角閃石と輝石をまと
めて黒色鉱物とした。
その他は，ウ→雲母，火→火山ガラス，チ→チタン鉄鉱，磁→磁鉄鉱，赤→赤色小礫，灰→灰色小礫
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①　Ⅱ層出土
　１は薄手の扁平剥片を用い，裏面に素材剥離面を多く残している。先端部や抉り部では，微細な
整形剥離が見られる。Ⅱ層出土とするが，おそらく下位層の所残と判断できる。
　②　Ⅲ層出土
　２は母指状即ち，ドーム状に仕上げている。３の側縁は馬蹄形状に，基部は大きく抉り内湾する。
４は背面右側に核素材の礫面を残す縦長剥片で，左側縁部に微細な刃潰痕が認められる。
　③　Ⅳ層出土
　５は表裏逆に掲示した。横広の不定形剥片の一部を折断し，切断部を基部に側縁はドーム状に仕
上げている。６は小型で基部の抉りは深く，長幅比１．５：１．０の長身鏃で入念な整形加工が見られる。
７は石鏃の未製品あるいは周辺加工石器が想定されるが，いずれにしても天地・表裏逆の掲示であ
る。８はいわゆる正三角形鏃で，基部がわずかに窪む仕上がりである。９は長幅比１．５：１．０の長身
鏃で，厚手の剥片を用いている。１０は両側縁部の一部が突出する五角形鏃で，厚手の剥片を一次成
形した後，微細な調整剥離を加えている。これも表裏逆掲示の可能性がある。１１は先端部と右脚部
が欠落したもので，基本的には三角形と見られる。１２は基部の抉りの深い脚部で，先端部方向から
のダメージで破損している。
　１３は表裏に剥離面を多く残す扁平な剥片を素材とした削器で，刃部の形成状況から石匙を意識し
て作られたと判断している。
　１４は不定型な横広剥片で，側縁に微細剥離痕が見られるが時期判断が難しい。
　１５は典型的なサブマリンタイプの石匙で，厚手の素材剥片の周辺に入念な整形剥離を行い，摘み
部の作りだしも丁寧である。刃部は直線的に，体部の縦断面はレンズ状に仕上げている。
　１６，１８～２１の使用石材は安山岩である。１６は頭部の欠落した分銅形，１９は明確な抉りは形成され
ないが，１８ともに撥形と分類できる。２０は頭部・刃部の欠落した抉り部，２１はいずれか体部の欠損
品と見られる。
　１６は長さ１３．５�，幅１０．６�，厚さ１．８�で，表面左側縁部は素材剥片の形状をそのまま生かして
いる。
　１７は扁平な横広剥片を短冊形に成形し，その上位に抉りを持つ有肩石斧で，使用石材はホルンフェ
ルスである。長さ１１．５�，幅５．６�で，厚さ１．４�の扁平な剥片の周辺を鋭角に加工し，仕上げてい
る。なお，刃部はリダクションの可能性もある。
　１８は長さ１４．５�，幅１０．５�，厚さ１．５�で，表裏に素材剥片の剥離面を多く残している。刃部は
残存状況からリダクションを繰り返していたことが推測できる。２２は長さ１５．２�，幅８．９�，厚さ
１．６�で，表裏に素材剥片の剥離面を多く残し，明瞭な抉りは形成しないが，微細な剥離を加え入
念な仕上げが読み取れる。
　同一石材が選択され且つ制作上の類似点も指摘でき，特に記さなかったが２０の剥片の厚さは１．６�
で１６，１８，１９と極めて類似した厚さの剥片が選択されていることから，一括ないしは同一時期の所
産と考えられる。
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　Ⅲ層が弥生時代～古墳時代の遺物包含層である。接合の結果，Ⅳ層出土の土器片も接合すること
が判明している。一部の土器片はⅡ層から出土しているものもある。遺物の内容は弥生時代中期土
器，磨製石鏃，石匙，古墳時代の甕形土器，小型壺が出土した。
����
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　９８は壺形土器の頸部から胴部に至るものである。頸部下部に断面形状が三角形の突帯を貼り付け
ており，胴部上半にも２条の三角形の突帯を貼り付けている。両方とも刻みは施されていない。突
帯周辺には顕著なナデ調整が見られる。
�������	
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�������

　９９～１０５は甕形土器である。９９は頸部にくっきりした稜線が見られ，そこから口縁部に向かって
ハケ目による掻き上げの調整が行われている。頸部から口縁部に向かってやや外反しており，口唇
部は平坦面を呈している。１００はやや薄手で，ハケ目による掻き上げ調整と横方向の調整が見られる。
１０１は口唇部に工具の痕か意図的につけたか分からないが浅い沈線が見られる。１０２は頸部で屈曲し，
口縁部に向かって外側に直行する。１０３はやや肥厚した口縁部であり，ナデ調整により外面が少し
波状に凹凸が見られる。１０４は頸部の稜線から上に向かってハケ目による掻き上げ調整が見られる。
１０５は頸部付近が少し凹み，上に向かって掻き上げ調整が見られる。
　１０６～１０８は坩形土器（小型壺）である。１０６は口唇部が指で摘んだようにやや尖っている。１０７は
１０６よりもやや薄手で口唇部は丸みを持つ。１０８は胴部であり，丁寧な調整が施されている。厚さや
色から１０６か１０７と同一個体の可能性がある。 
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※　胎土について　石英はクリスタル光沢，とろっとした表面のもの。長石は透明でヒビ，筋の入ったもの・すりガラス状・光沢のある白色のもの。角閃石と輝石をまと
めて黒色鉱物とした。
　その他は，ウ→雲母，火→火山ガラス，チ→チタン鉄鉱，磁→磁鉄鉱，赤→赤色小礫，灰→灰色小礫

備考遺物番号焼成胎土色調出土区部位層位掲載
番号

挿図
番号 その他黒色鉱物長石石英外内

スス付着
２１２４　１３３０　１３３１　１２６１　
１３３７　１７８３　１７８４　１７８５　
１７８６　１３２１　１４０９

良ウ△○○明褐明褐
Ｃ－２，Ｃ－３
Ｄ－２，Ｅ－３
Ｅ－４，Ｅ－５
Ｅ－６，Ｆ－３

頸～胴Ⅲ，Ⅳ９８２７

３１１５　２９１３　3０８７良チ，赤○○△にぶい黄橙橙Ｃ－１３，Ｃ－１４口縁Ⅲ９９

２８

スス付着２９２９　一括良ウ○○○灰黄褐にぶい橙Ｃ－１３口縁Ⅲ１００
スス付着一括良チ，赤△○△にぶい黄褐にぶい褐－口縁－１０１

３０６０良チ△○○にぶい黄橙にぶい黄橙Ｃ－１３口縁Ⅲ１０２
２４１９良火，チ△○○黒にぶい黄橙Ａ－１５口縁Ⅱ１０３

スス付着２９２０　２９１６良チ○○○にぶい黄橙にぶい橙Ｃ－１４頸部Ⅲ１０４
スス付着２９２１良チ△○○にぶい黄橙橙Ｃ－１３頸部Ⅲ１０５

２４６５良赤△○○明赤褐にぶい赤褐Ａ－１４口縁Ⅱ１０６
６１５良赤○○○橙にぶい橙Ｆ－５口縁Ⅱ１０７
９４６良△○△橙橙Ｅ－３胴部Ⅲ１０８
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　２２はやや濃い灰色の粘板岩の磨製石鏃で，Ⅳ層からの出土である。頭部（先端部）は欠損するが，
現長５．０�，幅２．２�，厚さ０．４�で，図上では６．７�程の長さが復元できる。いわゆる細身で長身な
３：１の長幅比を成す。
　２３は薄い灰色粘板岩の磨製石鏃でⅢ層出土と記録される。保存状況は良好で全形を良く残し，長
さ７．３�，幅３．３�，厚さ０．６�で，長身でほぼ２：１の長幅比を成す。
　２４は左右両側縁を欠損した石匙で，摘み部の右側が残される。長さ７．１�，厚さ１．０�程の頁岩の
扁平剥片を素材とし，裏面から表裏方向への刃部形成が中心と見られる。 
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備考取上重さ厚さ幅長さ石材層出土区器種番号挿図
番号ｇ㎝㎝㎝番号
８３７１.５００.３０１.８０２.３０黒曜石ⅡＤ－３打製石鏃１

２４

６６２１.０００.４０１.４０１.５５たんぱく石ⅢＤ－２打製石鏃２
２１８９０.５００.３０１.４０１.７０安山岩ⅢＧ－６打製石鏃３
１１３６１.０００.５５１.００３.５０黒曜石ⅢＥ－２打製石鏃４
１０５７１.０００.３５１.４５２.００安山岩ⅢＥ－３打製石鏃５
１９３０.５００.２５０.９５１.６５安山岩Ⅳ８Ｔ打製石鏃６
１６１５５.０００.９０２.３５２.７０チャートⅢＥ－２打製石鏃７
１４９２０.６６０.３０１.７０１.９０黒曜石Ⅳ下Ｄ－３打製石鏃８
１６３９１.０００.５５１.４５２.５０チャートⅣＥ－２打製石鏃９
１６３８２.９５０.５０２.３０２.７０チャートⅣＥ－２打製石鏃１０
１９０６１.０００.３０１.６５１.９０黒曜石ⅣＦ－２打製石鏃１１
１８３４０.２３０.２００.８０１.６５黒曜石ⅥＦ－３打製石鏃１２
２２０８３.５００.８５３.４０２.２０たんぱく石ⅣＧ－５打製石鏃１３
１６３５７.５００.６５２.１０４.５０チャートⅣＥ－２打製石鏃１４
９１６５.５００.９５４.６５３.１０たんぱく石ⅣＥ－３打製石鏃１５
９１５２１２.００１.８０１０.６５１３.４５安山岩ⅣＤ－２打製石斧１６

２５
１５２１０１.５０１.４０５.６５１１.４５ホルンフェルスⅢ１Ｔ打製石斧１７
２１５５２３２.００１.５０１０.５０１４.４５安山岩ⅣＧ－３打製石斧１８
３０３０２４２.５０１.６０８.９０１５.２０安山岩ⅣＢ－３打製石斧１９
１４７３１０９.００１.６０７.４０７.１０安山岩ⅣＤ－３打製石斧の一部２０
２９８７４５.００１.５０４.３０６.２０安山岩ⅣＢ－３打製石斧の一部２１
２０８２５.５００.４０２.１５５.００粘板岩ⅣＦ－２磨製石鏃２２

２９ ６８６１４.０００.６５３.３０７.３０粘板岩ⅢＥ－２磨製石鏃２３
１１２４２４.５００.９５４.０５７.０５頁岩ⅢＥ－２石匙２４
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　古代の遺構はⅡ層の下部，Ⅱｂ層もしくはⅡｃ層において検出された。Ⅱ層自体が厚く堆積して
おり，地表面より１～２�の深さである。
　遺構はカマド状遺構が２基，道跡が４７条，溝状遺構が１９本検出された。遺物は，土師器の坏，
 ，甕や内黒土師器，須恵器などが出土した。
　遺物はＡ～Ｂ－１３～１４区内に集中して出土している。この付近にカマド状遺構が検出されてい
るため，何らかの生活の跡が考えられるが，建物跡等は検出されなかった。
����
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　Ａ－１４区のⅡ層の下部で検出された。周囲より一段深く掘り込まれた場所に位置し，大きさは
１００�×９５�程度である。検出時に上部は崩壊を受けており，高さは不明である。Ｃ字状の燃焼
部の外周と，西側に焚き口を持つ。検出面から掘り込み面までの深さは２５�程度である。北側の
炉壁の残存部分の厚さは最大で８�程度であり，南側の残存部分の炉壁の厚さは１０�程度である。
また，南側の炉壁は原形を残しづらく，埋土との混ざりが生じる。断面を見ると，赤橙色の残存
部分が２層あり，下の層は，カマドの天井部に該当するものが崩落して，埋土中に認められた可
能性がある。
��

　Ａ－１４区のⅡ層で検出された。１号のすぐ隣に位置し，１号に比べ小型である。全体の形と掘
り込みは不明であるが，６０�程度の大きさである。検出面に焼土塊があり，放射線炭素年代は，
２σ歴年代範囲によると７６６ＡＤ（８３．９％）８８８ＡＤという結果を得ている。 
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　本遺跡では，調査範囲を大きく２つに分けて，それぞれの範囲で溝状遺構がⅡ層で検出された。
Ａ～Ｇ－１～６区（下の段）では溝１～溝１０，Ａ～Ｆ－１１～１５区（上の段）では溝１１～溝１９の総
数１９本が検出されている。
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　溝１は，道５～７の下部で検出された。幅は広いところで１５０�程度，深さ３～９�程度であり，
Ｃ－４区付近で２つに分かれる。Ｂ－４区付近では，畝間状の窪みが両側に見られた。溝２は遺
跡内で最大級の延長であり，幅は１５０�程度，深さ３０～４０�程度であり，Ｄ－４区付近で大きく
屈曲している。溝３は総延長約６０�で深さ１８～６０�程度である。Ｃ～Ｄ－５区付近において幅狭
で浅くなるが，この付近は畦畔があり落差がある。溝４は幅が狭く，深さ２２～３３�程度で溝２の
下で検出される。Ｅ－４区付近で屈曲する。溝５も幅が狭く，深さ３～８�程度である。Ｆ－３
～４区付近で２段階に屈曲する。溝６はＦ～Ｇ－１区で検出された。溝７は深さ１３～２７�程度で，
Ｆ－２区とＧ－４区付近で屈曲する。土地の境目を隔てる溝の可能性がある。溝８は，幅が広い
所で５５�程度，深さ５～１０�程度である。溝６，溝７の上で検出される。向きは溝９と同一方向
である。溝９は，幅が広い所で４０�程度，深さ３～９�程度である。溝８と状況が似通っている
ため，同一の溝である可能性がある。溝１０は，幅が広い所で５０�程度，深さ４～７�程度である。
南北方向に７�延びている。
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　溝１１は，幅が広い所で２�，深さは２５�程度，南北方向に３５�延びている。西から東に下る傾
斜面に逆らわずに掘られている。掘り込み面はⅥ層（アカホヤ火山灰層）まで達している。溝１２
は幅が８０�程度，深さ１２�程度で南北方向に２６�延びている。溝１１と同様に傾斜面に逆らわずに
掘られている。傾斜面の角度は緩い。溝１３は，幅が広い所で５０�，深さ５～１５�程度，長さ５�
で，東西方向に溝１１と溝１２を切っている。埋土はⅡ層中の暗黄茶褐色土であり，砂質層は見られ
ない。上から下まで単一の埋土である。溝１４は，幅が４０�程度で，深さ４～３８�程度，長さ２２�
の細長いものである。東西方向に延び，道３６，道３７，道４７を切っている。溝１２の下に位置するが，
そのレベル差は１０�程度である。溝１５は南北方向に延び，長さは２２�程度で溝１４の下に位置した
後はっきりしない。溝１５内で，古代に該当する土師器や須恵器が出土している。溝１６～溝１８は東
西方向に延びる短い溝である。比較的，新しい時期の溝と考える。溝１９は，幅が５５�程度，南北
方向にやや湾曲しながら延びている。溝１９の下面に黒色土が埋まった後，道４５ができている。溝
１９は道４４と並行しているが，その上部に位置している。

���������	


　溝状遺構と同様にⅡ層で古代以降の道跡が総数４７条検出された。道跡も調査区域を大きく２つ
に分けて整理してみると，Ａ～Ｇ－１～６区（下の段）では道１～道３１，Ａ～Ｆ－１１～１５区（上
の段）では道３２～道４７である。（下の段）での道跡は北西方向から南東方向に延びているものが
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大勢をしめる。北西方向には，現在の福岡集落が位置し，南東方向には，現在の立小野集落が位
置している。（上の段）での道跡はすべて南北方向に位置している。南方向は現在の立小野集落
につながり，北方向は谷部の行き止まりになる。
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　道１～道４はＡ～Ｂ－３区に位置し，硬化面の厚さは１０�程度である。道５は溝１の上に位置
し，北西方向で二つに分かれる。道６は道７の下，溝１の上に位置する。道６と道７は道５と同
じか判断がついていない。また，このあたりは，道８も含め数条の道跡が交錯していて上下関係
の判断が難しい。道９と道１２は前述の道６～道８と距離を置くが同一方向である。道１０は道１１の
上で検出されるが，一部，境目の判断がつかないところもある。道１３，道１８，道１９は溝２をまた
ぐ形で検出されている。道１４，道１５はほぼ平行に約３０�の長さで検出される。溝７との上下関係
から道１４の方が古いことが分かる。道１７の旧道は道１６の可能性がある。道２０は道１８につながる可
能性がある。道２１は道１７もしくは道２０につながる可能性がある。道２２は単独で離れていて，他の
道跡との関係は分らない。道２３は溝２の上部で並行して走っている。道２４は溝４の上付近で薄く
なり２つに分かれはっきりしない。道２５～道２８の関係は，道２７と道２８が古く，続いて道２５，新し
いものが道２６である。いずれも溝９より古いものである。道２９～道３１は道２５か道２８につながる可
能性がある。どの道跡も総じて北西方向から南東方向に向けて延びている。道跡どうしの上下関
係や，道跡と溝状遺構との上下関係は下面のレベル差で判断している。
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　道３２と道３３はほぼ並行している。ともに溝１３より下で検出される。道３２と道３３の間で出土した
土器は，溝１５内で出土した土器と接合している。道３４は道３３を南側に延長したところにつながる。
硬化面が黒色土で同一であり，共通の可能性がある。道３５はカマド状遺構２基のすぐ東側を通る。
下面に並行する形で窪みがあり，図面では的確に押さえることができなかったが別の溝状遺構の
可能性があった。道３６，道３７，道４７は谷のほぼ中央の凹みを並行して通る。古い順に，道４７→道
３６→道３７の順になる。道３８と道３９は独立していて他の道跡との関係が分からない。道４０は南北方
向に単独で長さ１６�ほど延びている。道４１は谷の東側で傾斜の強い所に沿うように南北につなが
る。道４２より古く，道４５や溝１９よりも下位に位置する。道４２は道４１と並行してつながるが道４１よ
りも新しい。道４３は短くてはっきりしない。道４４は隣接する溝１９や道４５よりも古い。溝１９に東側
を掘られているため，実際の幅がはっきりしない。道４５は溝１９の下面が黒色土で埋まったのち，
そこを通る形で作られている。道４６は，溝１９や道４４よりも上で検出され，新しい部類に入る。ど
の道も総じて南北方向に向いている。
（上の段）の道跡と溝状遺構を総合的に述べると，まず谷部中央の道跡群ができ，次に並行する
溝１５，その次に東西につながる溝１４と西側の大型溝１１，そして一段下の溝１２ができている。東側
位置する道跡群は他の道跡や溝との関連はつかみにくい。 
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　Ａ～Ｂ－１４区で検出された溝１５で古代に該当する土器が出土した。それらの土器の一部は，Ａ
～Ｂ－１３区，Ｂ－１４区で出土した土器片と接合した。それらの周辺は，道３２，道３３，道３５，溝１２
が南北方向で延びている。また，溝１５のすぐ西側にはカマド状遺構１号，２号が検出されている。
　溝状遺構内遺物１～４は土師器である。１は坏である。胴部がやや厚手の器形で，口縁部が薄
くなりやや外反気味に作られている。２は口径が約１６�程度の である。高台からの立ち上がり
は緩やかで，腰部でやや内側に傾いて口縁部に向かい直行する。高台の作りはとても丁寧である。
３は の底部である。高台が薄く作られ，立ち上がりは緩やかである。高台見込みには丁寧な回
転ナデ調整が行われている。４は甕の口縁部である。器壁は厚めで口縁部の反りはあまりない。
　溝状遺構内遺物５～６は須恵器である。５は壺形土器の胴部である。器壁が厚めで，外面は指
による押さえが見られる。内面は工具による横位，斜位の掻き上げ調整が重なっている。６も壺
形土器である。底部から胴部にかけてやや外向きに直行気味に立ち上がる。内面のケズリ調整の
痕が顕著である。５と同一個体の可能性はあるが，内面の色が明らかに違う。 
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備考遺物番号焼成胎土色調出土区部位層
位掲載番号挿図

番号 その他黒色鉱物長石石英外内

３９　Ａ・Ｂ－１４溝良火，赤○赤褐橙Ａ－１３，Ａ－１４，
Ｂ－１４口縁～胴Ⅱ溝内遺物１

３５

２４００　７８　２４０４　Ａ・Ｂ－１４溝良○○にぶい黄橙にぶい黄橙Ａ－１３，Ａ－１４，
Ｂ－１４完形Ⅱ溝内遺物２

２６４８　Ａ・Ｂ－１４溝良○○浅黄浅黄Ａ－１３，Ａ－１４
Ｂ－13，Ｂ－14

胴～底Ⅱ溝内遺物３

Ａ・Ｂ－１４溝良ウ○褐明褐Ａ－１４，Ｂ－１４口縁Ⅱ溝内遺物４

Ａ・Ｂ－１４溝　良小礫○○褐灰にぶい褐Ａ－１４，Ｂ－１４胴部Ⅱ溝内遺物５

２２５９　８０　Ａ・Ｂ－１４溝良○○黄灰灰黄褐Ａ－１３，Ａ－１４
Ｂ－13，Ｂ－14

胴～底Ⅱ溝内遺物６

※　胎土について　石英はクリスタル光沢，とろっとした表面のもの。長石は透明でヒビ，筋の入ったもの・すりガラス状・光沢のある白色のもの。角閃石と輝石をまと
めて黒色鉱物とした。
その他は，ウ→雲母，火→火山ガラス，チ→チタン鉄鉱，磁→磁鉄鉱，赤→赤色小礫，灰→灰色小礫
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　１０９～１１９は土師器の坏である。１０９，１１０は全体的に薄手で底部から口縁部に向かいさらに薄く
なっていく器形で外に向かって直行する。底部はやや上げ底である。１０９は外面に指による回転ナ
デの痕が少し残る。１１０は回転ナデの痕が顕著に残っている。底部径が６．５�ほどで安定している。
　１１１は薄手で底部が小さく丸みを持ちながら立ち上がる。口縁部がやや外反気味である。高さは
他のものと比較して低い方である。１１２，１１３はやや厚手で体部の立ち上がりがやや強い。１１２は指
によるナデ痕を体部下部に残し，口縁部に向かい直行していく。１１３は口径１３�ほどでやや大型で
ある。口縁部が薄く仕上げられている。
　１１４は口縁部を残さない体部である。外面に指によるナデの痕を残している。
　１１５～１１９は底部である。１１５は底部に立ち上がりがはっきりしている。１１６は厚手で内面が傾斜を
持ち，大型製品の可能性がある。１１７は薄手で外面にナデ痕を残し立ち上がりが弱い。１１８は底部か
らの立ち上がりがやや外反気味である。１１９も厚手で小破片ながら，大型製品の可能性がある。
　１２０～１２５は土師器の である。高台付きを とした。１２０は高さが７．５�ほどで出土中ではやや大
きい である。高台から立ち上がりは弱くやや内側に傾いて口縁部に向かい直行する。高台の作り
は丁寧で外面は丁寧にナデて作られている。１２１は高台がやや高く薄い。内面の見込みが波打ち回
転痕で凹凸している。外面は回転ナデによる痕跡を強く残して，口縁部は薄く仕上げられている。
　１２２は高台を高く作るが，体部が短く，全体の高さは高くない。同じような厚さで体部から口縁
部まで直線的に立ち上がる。
　１２３，１２４は の高台部分である。１２３は体部との接合面できれいに剥がれている。内外面とも丁
寧にナデて作られている。１２４は高台内面がやや厚く作られている。
　１２５は小型の である。高台付近で欠損しているが，高台見込みの中央に工具で押した痕跡が見
える。小さな点が３～４個，縦状の押圧痕が数条見られるが，何の模様か判別できない。
　１２６～１２９は内黒土師器である。１２６は口縁部から体部である。内面に横状のミガキ痕を残す。１２７
は底部付近である。見込みの黒色はやや淡い。高台途中部分から剥離している。１２８は見込み部分
が広く，大型製品の可能性がある。１２９は見込みに放射状のミガキを認める。高台から体部への立
ち上がりが弱い。高台見込みには丁寧な回転ナデ調整が行われている。
　１３０は土師質の紡錘車である。中心部から３分の１程度が残る。径が６�程度でどの面も平らに
作られ，表裏の区別がつかない。他遺跡には土師器坏底部からの転用品もあるらしいが，この製品
に関してはそれを裏付ける決め手が見られない。
　１３１～１６３は土師器の甕である。１３１～１３３は胴部から口縁部に至る屈曲部が急で，内面にしっかり
した稜線が出ている。口縁部は長めのものである。１３１は口縁部に内外面とも横方向のナデ調整が
行われ，胴部内面は胎土中の砂粒が上方向に動くほどケズリが見られる。１３２は１３１よりもしっかり
した内面の稜線があり，内面は斜方向上へのケズリが見られる。１３３は器壁がやや薄く，内面は横
に近い斜方向上へのケズリがある。
　１３４～１３８は胴部から口縁部に至る屈曲部が急で，内面にしっかりした稜線が出ていて，口縁部は
やや短めのものである。１３４は外面に一部，縦方向のハケ目を見つける。内面のケズリ幅が大きく
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斜方向および上方向へのケズリがある。重ねてケズリが入るところも多い。そのため，胴部の器壁
の厚さが一定ではない。口縁部は内外面とも丁寧にナデ調整が行われている。１３５は胴部に比べ，
口縁部は薄く器壁が作られている。内面は縦方向のケズリが丁寧に施され，上部では横ナデの上に
ケズリ痕が見られる。１３６は内面に斜方向上へのケズリが重ねて施されている。ここに分類した中
では口縁部がやや長めである。１３７は口縁部に比べ，胴部の器壁が薄い。内面には斜方向へ重ねて
ケズリ痕が見られるが，その調整は丁寧である。１３８は口縁部がかなり短く，内面は横方向のケズ
リである。１３９～１４２は，胴部から口縁部に至る屈曲部がやや急程度のものを分類した。１３９は口縁
部から胴部までほぼ同じ厚さの器壁で，口縁部は外湾して，胴部の内面は縦方向のケズリが施され
ている。１４０は口縁部が短く，外反していく。内面は粗い斜方向上へのケズリ痕が残る。ケズリ幅
は１�程度であることが分かる。１４１は口縁部がかなり短く，屈曲部の器壁がかなり厚い。前述の
１３８と同様に口縁部が短いと内面上部のケズリ方向は横向きである。１４２は口縁部が外湾して短く，
器壁が薄い。胎土中に５�程度の小石がいくつか見られる。
　１４３～１４５は胴部から口縁部に至る屈曲部が緩やかであるものを分類した。１４３は内面が緩やかな
屈曲部であるが，外面は屈曲部がはっきりしている。胴部外面の工具によるナデ調整が横方向に並
行で丁寧に調整される。内面はやや斜めの縦方向でケズリが施され，下部に向かいかなり薄い器壁
になる。１４４は口縁部が外湾気味で短く，胴部内面は縦方向に長くケズリ調整が行われている。１４５
は口縁部内面に横方向のハケ目が見られ胴部外面には縦方向のハケ目，下部には斜方向のハケ目が
行われる。内面には縦方向，斜方向のケズリ痕が重ねられ，どの調整も丁寧で規則正しい。
　１４６～１６４は土師器の口縁部を並べた。１４６から１５３は口縁部の反りがやや強く，器壁が厚いものを
分類した。１４６，１４７は口唇部から胴部に向かう屈曲部まで徐々に厚くなっていく形状である。１４８
は内面の屈曲部の稜線がはっきりしている。１４９は傾きがまだ寝る形の可能性がある。その場合，
口縁部はほぼ水平方向で広がる形状である。１５０はやや薄手の口縁部で外に直行していく。１５１の内
面は，横方向のハケ目が残る。１５２，１５３は下部の反りから判断して短い口縁部である。
　１５４～１５８は口縁部の反りがやや強く，器壁が薄いものを集めた。１５４は外面の反りが強い。１５５は
口縁部の途中まで直行していき，先端部近くで反りが入る。１５５，１５６は１５４と違い，口縁部下部の
反りが強い。１５６の器壁はとくに薄い。１５７は外面が徐々に反っていく。１５８は口縁部中央付近で非
常に弱い屈曲部を作り反っていく形状である。
　１５９～１６４は口縁部の反りが弱いものを分類した。１５９，１６１，１６２は口縁部の器壁が厚い。１６１は口
縁部がとても短く，下部に反りが入る。１６３，１６４も口縁部が短い。
　１６５～１７０は須恵器である。出土点数は少ないがいろいろな製品が出土している。１６５は蓋のつま
みの部分である。上部中央部に極めて小さい突起部がある。回転ナデで丁寧に作られている。１６６
は蓋の本体である。上部が欠損していて分らないが，１６５と同一個体の可能性を残す。下部側面に
丁寧な回転ナデ調整が行われ，下部先端部はやや外に広がる形状をして薄く作られている。１６７は
鉢形土器の口縁部である。器壁が薄く，内外面とも横方向の丁寧なナデ調整が行われている。１６８
は甕形土器であるが，頸部の反りから判断して，壺形土器の可能性も残す。口縁部の反りが２段階
に行われている。１６９は甕か皿か の脚部である。１７０は鉢型土器の口縁部であるが，焼成不足の須
恵器であると専門家より御教示を受けた。
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備考遺物番号焼成胎土色調出土区部位層位掲載
番号

挿図
番号 その他黒色鉱物長石石英外内

２３１１　２３１４良火浅黄橙浅黄橙Ａ－１４完形Ⅱ１０９

３６

２９１４　２９４０　２９４１良赤△○橙橙Ｃ－１３，Ｄ－１３
　Ｄ－１４完形Ⅱ１１０

２４７８　２２６０良火，赤○○橙橙Ｂ－１３完形Ⅱ１１１
２９５７　２８９９良○橙橙Ａ－５完形Ⅲ１１２

スス付着２０７５　５７２　５５８　７２１　１１５１
　１１５２　１４３１　１４３２良明赤褐明赤褐

Ｅ－２，Ｆ－１
Ｆ－２，Ｆ－３
Ｇ－２

完形Ⅱ，Ⅲ１１３

２８４７良○にぶい黄橙にぶい黄橙Ａ－１４体部Ⅲ１１４
一括良火○○にぶい黄橙にぶい黄橙－底部－１１５
一括良ウ，火○にぶい黄橙にぶい黄橙－底部－１１６
２３９５良火，赤○にぶい黄橙にぶい黄橙Ｂ－１４底部Ⅱ１１７

良火○橙橙－底部－１１８
一括良ウ，火，

赤○○にぶい赤褐にぶい赤褐－底部－１１９
２９４２　２９１０　２９１２　２９３６　
一括良○○浅黄橙浅黄橙Ｃ－１３，Ｄ－１３完形Ⅲ１２０
２３１０　２３１３　良火，赤○浅黄橙浅黄橙と橙Ａ－１４完形Ⅱ１２１
２６４４　２２６３　２３５６　２６４３良火○○○浅黄橙浅黄橙Ｂ－１３，Ｂ－１４完形Ⅱ１２２
９５４　８６８　８７１良火，チ橙橙Ｅ－３高台Ⅱ，Ⅲ１２３
９００良火○○○淡黄淡黄Ｆ－５高台Ⅲ１２４
１１６５　６４６　６１１　１１５８　
１１６０　１１６２　１１６３　１１６７　
２２３７

良火，赤○○○明赤褐橙Ｅ－５，Ｆ－５
Ｆ－６口縁～底Ⅱ１２５

９０８　９０４　９０５　９１７　９１８良火○浅黄橙黒Ｆ－５口縁～体Ⅲ１２６
一括良火○○橙黒－胴～底－１２７
２４２７　３８　２４０２良赤○○Ａ－１３，Ｂ－１４底部Ⅱ１２８
３０５２良火△○浅黄黒Ｄ－１３高台～底Ⅲ１２９
２４０３良火，チ○○浅黄浅黄Ｂ－１４紡錘車Ⅱ１３０

スス付着良火，赤○○○橙にぶい黄橙－口縁－１３１

３７

２３８０良○○△にぶい黄橙にぶい黄橙
とにぶい褐Ｂ－１４口縁Ⅱ１３２

スス付着２７８７　４７良○○○明赤褐にぶい黄橙Ａ－１３，Ａ－１４口縁Ⅱ１３３
２６４２　２５３９　２５４９　２５３７　
２５５２　一括良火○○△明赤褐橙Ｂ－１３口縁～胴Ⅱ１３４
２８５４　２４８１　２４８５　２６１４　
２４８４良○○○にぶい黄橙にぶい黄橙Ａ－１４，Ｂ－１３口縁～胴Ⅱ，Ⅲ１３５

内外とも
スス付着

２５０９　２５１９　２６７４　２６０２　
２５２３　一括良チ○○○にぶい黄橙にぶい黄橙Ｂ－１３口縁～胴Ⅱ１３６

スス付着２７６４良○○○にぶい褐にぶい褐Ｂ－１４口縁～胴Ⅱ１３７
スス付着２２８７　２２８５良○○△にぶい褐にぶい黄褐Ａ－１４口縁～胴Ⅱ１３８
スス付着２３５７　２２７２　２７７４良○○○にぶい橙橙Ａ－１４，Ｂ－１４口縁～胴Ⅱ１３９

２３２０良赤○○橙明赤褐Ａ－１４口縁～胴Ⅱ１４０

３８

スス付着３１１０良○○にぶい褐にぶい黄褐Ｄ－１３口縁Ⅲ１４１
スス付着２８０６良赤○○○赤褐にぶい褐Ｂ－１５口縁Ⅲ１４２
スス付着２７２４　２７６０　２７５９良チ○○○橙橙Ａ－１４口縁～胴Ⅱ１４３
スス付着一括良火，赤△○○赤褐赤褐－口縁～胴－１４４

スス付着
２６４５　２８５７　２３５０　２７７１　
２６３１　２６５５　２３０５　２６５３　
一括

良チ○○○浅黄浅黄Ａ－１４，Ｂ－１３口縁～胴Ⅱ，Ⅲ１４５

２５２６良火○○○明黄褐明黄褐Ｂ－１３口縁Ⅱ１４６

３９

２３３１　２５５４良火，チ○○○黄灰　にぶ
い黄橙

黄灰
明黄褐Ｂ－１３，Ｂ－１４口縁Ⅱ１４７

２６０４　土器集中一括良火，チ○にぶい黄橙黒褐Ｂ－１３口縁Ⅱ１４８
２２４４良火○○△橙橙Ｃ－１３口縁Ⅱ１４９
一括良○○○にぶい黄橙にぶい黄橙－口縁－１５０
２４６９良○○黄灰暗灰黄Ｂ－１３口縁Ⅱ１５１
一括良○○褐灰にぶい黄橙－口縁－１５２

良火，チ○○浅黄橙浅黄橙－口縁－１５３
スス付着２７７８良○○○にぶい黄橙にぶい黄橙Ａ－１４口縁Ⅱ１５４

２４０９良赤○明赤褐褐Ａ－１５口縁Ⅱ１５５
一括良赤○○明赤褐明褐－口縁－１５６
２４３５良ウ○○○にぶい赤褐にぶい赤褐Ａ－１４口縁Ⅱ１５７
一括良チ○○黄褐黄褐　－口縁－１５８
２３３０良○○○赤褐赤褐Ａ－１４口縁Ⅱ１５９
２３３７　２５５９　２７１９
土器集中一括良火，チ○○○にぶい黄橙にぶい黄橙Ａ－１４，Ｂ－１３口縁Ⅱ，Ⅳ１６０
２５８３良○○橙にぶい褐Ｂ－１３口縁Ⅱ１６１
２２７３良○○△橙橙Ｂ－１４口縁Ⅱ１６２
２４９６良○○○にぶい黄橙にぶい黄橙Ｂ－１３口縁Ⅱ１６３
２８３６良灰○黒褐灰黄褐Ａ－１５口縁Ⅲ１６４
６１良○にぶい黄褐Ａ－１３つまみⅡ１６５
２４２４　２３９０良岩片○○黄灰にぶい黄褐Ｂ－１４肩～口縁Ⅱ１６６
３６　９２良小礫○○褐灰黄灰Ａ－１３口縁Ⅱ，Ⅲ上１６７
２２７０良小礫○にぶい褐にぶい黄褐Ｂ－１４口縁～頸Ⅱ１６８

４０ ２７４４良○○明褐明褐Ａ－１４脚部Ⅱ１６９
焼成不足２２６５不良火○○○灰灰・灰白Ｂ－１４口縁Ⅱ１７０

※　胎土について　石英はクリスタル光沢，とろっとした表面のもの。長石は透明でヒビ，筋の入ったもの・すりガラス状・光沢のある白色のもの。角閃石と輝石をまと
めて黒色鉱物とした。
その他は，ウ→雲母，火→火山ガラス，チ→チタン鉄鉱，磁→磁鉄鉱，赤→赤色小礫，灰→灰色小礫
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　柿木段遺跡では，数点の鉄製品が出土した。時代の異なる要素が含まれると思われる。鉄１～鉄
３は鉄鏃である。鉄１は外形が圭頭形であり，鏃身部の断面形は両丸造である。古墳時代に該当す
る鉄鏃と思われるが，Ｃ－１３区の道跡上で出土した。鉄２は外形が雁股形である。鹿屋市の領家西
遺跡の竪穴住居跡から類似品が出土している。鉄３は外形が雁股形である。鏃身部の断面は丸みを
持ち，先端部が尖っていくのが特徴である。福岡県の才田遺跡に似た製品が出土している。 
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遺物重量最大厚最大幅最大長
材質種類出土区層位番号挿図

番号ｇ㎝㎝㎝
２９２８２７．００．５２．４８．１鉄製品圭頭鏃Ｃ－１３Ⅱ鉄１

４２ ８３８２１．５０．４３．２６．４鉄製品雁股鏃Ｄ－３Ⅲ鉄２
６２３７．２０．７１．９７．９鉄製品雁股鏃Ｄ－４Ⅱ鉄３
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　調査対象となった層位はⅡ層である。Ⅱ層の層位は場所により厚く堆積しており，Ⅱ層を細か
く分層することが不可能なところもある。包含層であるⅡ層内では，中世と近世の層位による時
期区分が困難であったため，この欄では中世から近世までを一括して取り扱う。
　中世の遺物としては，土師器，輸入陶磁器（青磁・白磁・染付など）がみられる。青磁は１４～１５
世紀を中心に，一部は１５～１６世紀にまたがるものがある。白磁は１６世紀を中心とするものが見られ
る。染付は中国産（青花）もあるが，肥前系染付も見られる。一部は近世にまたがるものである。
　近世の遺物としては，姶良・加治木系の薩摩焼を中心に，土師質土器，肥前系陶器が見られる。
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　１７１は小皿の破片である。底部には糸切りの切り離しの跡が残る。体部は直線的に立ち上がり，
口縁部はやや丸みがある。器高は高めであり，中世後半のものと考えられる。
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　１７２は口縁部片である。小破片のため全体が分からないが，直口する碗であろう。
　１７６は白磁の坏の体部片である。体部下半で屈曲し，上半は直線的に成形され八角形ほどの多
角形になると思われる。内面と体部上半には釉薬がかかっているが，破片の下端に釉薬はかかっ
ていない。森田白磁分類の坏Ｄ類になる。
　１７２・１７３・１７４は口縁部が外反する端反りの皿である。１７２は１７３，１７４に比べるとあまり外反し
ない。森田分類のＥ－２類になる。
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　１７７～１８２は口縁部片である。１７７は直口する碗である。外面には幅の広い鎬蓮弁文が描かれて
いる。釉色は緑がかった水色である。１７８は直口する碗である。外面には細線の蓮弁文が描かれ
ている。釉色は薄い緑である。口縁部の直下は内外面ともにやや厚く成形され，その部分のみ釉
薬が薄く透明に近い横線が入る。１７９は直口する碗である。口縁部から体部上半に雷文帯が描か
れている。雷文の彫りの幅は広く深い。釉色は緑である。１８０は直口する碗である。外面には細
線の雷文帯が描かれている。釉色は水色である。１８１は口縁部が外反する端反りの碗である。内
外面ともに文様は描かれていない。釉色は緑である。１８２は直口する碗である。内外面ともに文
様は描かれていない。釉色は濁った緑で，胎土は焼成不良のためか赤く陶器質になっている。
　１８３～１８５は体部片である。１８３は碗の体部下半の破片であろう。内外面ともに文様は描かれて
いない。釉色は濁った緑で，胎土は焼成不良のためか赤く陶器質になっている。１８４も碗の体部
下半の破片であろう。外面には線刻による文様が一部描かれているが，どのような文様かは不明
である。釉色は緑である。１８５も碗の体部下半の破片であろう。外面に線刻による細線蓮弁文が
描かれている。釉色は緑である。
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　１８６は碗の底部片と思われる。体部外面には線刻による文様の下端が描かれているが，どのよ
うな文様かは不明である。見込みにはスタンプによる花文と思われる文様が描かれている。また，
外面には成形時のケズリ痕が残る。釉薬は高台外側まではかけられているが，高台内にはかけら
れていない。釉色は緑である。１８７は碗の底部片と思われる。見込みには薄く圏線のようなもの
がみえる。外面には成形時のケズリの痕が残る。釉薬は高台内側までかかっているが，高台内に
はかけられていない。釉色は緑である。
　１８８は皿の体部片と思われる。内外面ともに文様は描かれていない。釉薬は見込みの底と体部
下半にはかけられていない。見込みの部分は赤く変色している。釉色は灰色がかっている。１８９
は稜花皿の口縁部片である。口縁部は外反する。口縁部内面に線刻による文様が描かれている。
釉色は濃い緑である。
　１９０は盤の体部片である。体部下半は丸みを持って立ち上がり，体部上半で屈曲する。体部内
面の屈曲した部分より下には，線刻による縦線・花弁の文様が描かれている。釉色は濁った緑で
ある。
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　１９１～１９２，１９４～１９５は器形や文様，胎土の状況から中国産染付（青花）とした。１９３，１９６～２０４
は肥前系染付を並べた。
　１９１～１９３は碗である。１９１は内面上部に横線が一条，外面には横線が２条と花柄を崩したよう
な文様が描かれるが，詳細は定かでない。１９２は内外面に淡い横線が描かれ，外面下部に花弁状
の模様が描かれる。１９３は内面の口縁部に雷文，外面下部に笹の葉状のものが描かれる。１９４は碗
の底部である。文様は定かではないが 洲窯系と思われる。１９５は皿の胴部から底部である。胎土
はあまりよくない。口縁部は外反する可能性がある。１９６は皿の底部である。見込み部分に花柄
模様が描かれ，高台見込みにはハリ支えの痕が残る。
　１９７～２０１は小碗および碗である。１９８は内面に四方たすきが描かれる。１９９は肥前系染付の可能
性が高い。２００と２０１は描かれた模様が見えない。
　２０２～２０４は染付の底部である。２０３は外面に細い横線が描かれている。２０４は肥前系の手塩皿で
ある。製作年代は１８５０～６０代である。見込みに『大明？』と書かれているが，「？」の字は「嘉」
か「寿」かそれ以外の字か定かではない。
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　２０５～２１１は碗である。２０５は内外面に間隔の狭い轆轤目を残し，腰部に弱い屈曲部がある。見
込みに蛇の目釉剥ぎが見られる。飴釉が施されている。２０６～２１１は鉄砂釉が施されている。２０６
は口縁部が弱く外反して薄く作られている。２０７は底部から腰部まで直線的に，腰部付近で曲線
的に，腰部から口縁部まで直線的に立ち上がる。見込みに少しだけ蛇の目釉剥ぎが見られる。２０８
は器厚が薄く小型であるが，胎土中に赤い小礫を含み，それが外面に一部露出している。そこを
きっかけに小破片としての割れ目になっている。２０９は口縁部がとても薄く作られ，尖り気味で
ある。内外面の釉薬は摩耗気味で，手で触る感触にザラザラ感が伝わる。２１０は腰部付近から口
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縁部まで外向きに直線的に立ち上がる。高台の様子は不明だが，口縁部や轆轤目の様子から，器
高は高くないと思われる。２１１は碗の高台部分である。見込みに蛇の目釉剥ぎがしっかり残り，
高台外の一部に釉薬が垂れている。高台畳付に，重ね焼きしたであろう下に置かれた別個体の釉
が少し付いている。高台内面の作りはとても丁寧でほぼ平坦である。
　２１２～２１７は土瓶の破片である。２１２は蓋である。天井部からつまみ部を欠損する。肩部から口
縁部にかけて釉が施されるが，見受け部や口唇部に釉は見られない。小片で断定はできないが，
天井部が浅くレンズ状に窪んでいくようである。２１３も蓋である。２１２と同様に天井部からつまみ
部を欠損し，庇部も途中から失っている。釉薬は見受け部の上半分まで施されている。２１４，２１５
は土瓶本体の口縁部である。２１４は内外面の釉薬は摩耗気味で，手で触る感触にザラザラ感が伝
わる。２１５は口唇部付近とその下部では釉薬の色を変えている。内面の上部に釉がかけられ，施
釉線が見られる。２１６は土瓶の把手部分である。穿孔部分は表面が７�程度，中央部が４�程度で，
両側から穿孔して貫通させている。把手部分全体と土瓶本体内側に施釉がある。２１７は土瓶の底
部である。脚部にあたる突起物が付く。内面に施釉されるが，外面には釉薬が施されていない。
　２１８は土鍋の底部である。器厚が厚いため土鍋と判断した。内面は指の太さ程度の回転状の成
形痕を残している。
　２１９は壺の口縁部である。口唇部を内側から折り返し気味に肥厚させ，玉縁状に作ってある。
　２２０は香炉である。腰部から口縁部にかけて垂直気味に立ち上がり，口縁部で内側に屈曲して
いる。口唇部内側から外面の腰部まで釉が施されるが，内面には施釉がない。
　２２１は灯明皿である。回転糸切痕のある平底で，内面は僅かに曲線を描いて，外面は直線的に
斜めに立ち上がる器形である。内面と口縁部外側のみ釉薬が施される。
　２２２は蓋である。中央部が欠損していて，どのようなつまみが付いていたか不明である。上面
（天井部）と下面（内面）はほぼ並行した形で庇部に向かい，庇部付近でやや肥厚する。
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　２２３は焙烙（ホウロク）の把手部分である。持ち手部分から焙烙本体接合部まで八の字状に広
がり，接合部は凹みを持ちながら接合されていた。上部と下部のラインも弱い凹みを持ち，持ち
やすい形状で仕上げている。土師質土器である。
　２２４は肥前系陶器の皿である。口縁部が弱く外反して薄く作られている。 
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備考遺物番号焼成
胎土色調

出土区部位層位掲載
番号

挿図
番号 その他黒色鉱物長石石英外内

６０５良赤○にぶい黄橙にぶい黄橙Ｇ－４口縁～底Ⅱ１７１

４３

１６ｃ６０７良灰白灰白Ｇ－４口縁Ⅱ１７２

１６ｃ６４３良灰白灰白Ｅ－５口縁Ⅱ１７３

１６ｃ６０２良灰白灰白Ｇ－４口縁Ⅱ１７４

１６ｃ５２２良灰白灰白Ｅ－３口縁Ⅱ１７５

１４～１５ｃ６３６良灰白灰白Ｆ－５体部Ⅱ１７６

１４ｃ以前５６０良オリーブ灰オリーブ灰Ｆ－２口縁Ⅱ１７７

１５ｃ末～１６ｃ中５２９良オリーブ灰オリーブ灰Ｄ－３口縁Ⅱ１７８

１４～１５ｃ５０１良オリーブ灰オリーブ灰Ｄ－３口縁Ⅱ１７９

１４～１５ｃ５３６良明緑灰明緑灰Ｅ－３口縁Ⅱ１８０

１４～１５ｃ５８１良灰オリーブ灰オリーブＧ－３口縁Ⅱ１８１

焼成不足５３７不良オリーブ灰オリーブ灰Ｆ－３口縁Ⅱ１８２
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※　胎土について　石英はクリスタル光沢，とろっとした表面のもの。長石は透明でヒビ，筋の入ったもの・すりガラス状・光沢のある白色のもの。角閃石と輝石をまと
めて黒色鉱物とした。
その他は，ウ→雲母，火→火山ガラス，チ→チタン鉄鉱，磁→磁鉄鉱，赤→赤色小礫，灰→灰色小礫
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備考遺物番号焼成
胎土色調

出土区部位層位掲載
番号

挿図
番号 その他黒色鉱物長石石英外内

焼成不足５５９不良オリーブ灰オリーブ灰Ｆ－２体部Ⅱ１８３

４３

１４～１５ｃ６２６良オリーブ灰オリーブ灰Ｄ－５体部Ⅱ１８４

１５ｃ末～１６ｃ中５２３良オリーブ灰オリーブ灰Ｄ－３体部Ⅱ１８５

１４～１５ｃ一括良オリーブ灰オリーブ灰－底部－１８６

１４ｃ後半～５９５良オリーブ灰オリーブ灰Ｆ－４底部Ⅱ１８７

福建省産５０２良灰灰Ｄ－２体部Ⅱ１８８

明代５９０良暗オリーブ暗オリーブＦ－４口縁Ⅱ１８９

櫛描文　元～明代６２５良オリーブ灰オリーブ灰Ｄ－５体部Ⅱ１９０

 州窯　１６Ｃ末～１７ｃ前５６８良灰白灰白Ｇ－２口縁Ⅱ１９１

景徳鎮　１６～１７ｃ一括良灰白灰白－口縁－１９２

肥前　１８２０～６０５１２良灰白灰白Ｅ－２口縁Ⅱ１９３
 州窯　１６ｃ後半～１７ｃ
前半５９５良パールホワイトパールホワイトＦ－４底部Ⅱ１９４
景徳鎮　　玉取獅子
１６ｃ前半～４４良オリーブ灰オリーブ灰－胴～底－１９５

肥前　皿　１７ｃ後半５３８良ブルーウォッシュブルーウォッシュＦ－３底部Ⅱ１９６

４４

肥前　１７ｃ前半～
１８ｃ初め６４１良藍白藍白Ｄ－４口縁Ⅱ１９７

肥前　１８ｃ後半５１２良ブルーウォッシュブルーウォッシュＥ－２口縁Ⅱ１９８

肥前　１８ｃ後半一括良灰白灰白－口縁－１９９

肥前　１８ｃ前半５８３良灰白灰白Ｇ－３口縁Ⅱ２００

１８ｃ５５１良灰灰Ｆ－２口縁Ⅱ２０１

肥前　碗　１８ｃ前半一括良灰白灰白－底部－２０２

肥前　碗　１７ｃ後半６１４良明オリーブ灰明オリーブ灰Ｆ－５底部Ⅱ２０３

肥前　天塩皿　１８５０～６０５６２良藍白藍白Ｇ－２底部Ⅱ２０４

５１５良明黄褐明黄褐Ｅ－３口縁～腰Ⅱ２０５

良黒褐黒褐－口縁～腰－２０６

良黒褐黒褐－口縁～腰－２０７

良黒褐黒褐－口縁～腰－２０８

表土一括良黒褐黒褐－口縁～腰Ⅰ２０９

良黒黒－口縁～腰－２１０

６２８良黒褐黒褐Ｄ－５高台Ⅱ２１１

良黒褐灰黄褐－天井～口縁－２１２

５０４良黒褐褐Ｄ－２肩～口縁Ⅱ２１３

一括良灰灰－口縁－２１４

一括良明黄褐灰黄褐－口縁－２１５

一括良暗褐暗褐－把手－２１６

４５

一括良赤褐にぶい褐－底部－２１７

良赤灰　暗赤褐黒褐－底部－２１８

５９８良オリーブ黒オリーブ黒Ｇ－４口縁Ⅱ２１９

表土一括良黒黒褐－口縁～腰Ⅰ２２０

一括良オリーブ黒黒褐－口縁～底－２２１

一括良褐褐－天井～口縁－２２２

一括良にぶい黄橙－把手－２２３

一括良灰黄灰黄－口縁－２２４
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　柿木段遺跡は標高１５０�の小さな谷の窪地とその下部にある標高１４５ｍのやや広い谷の平坦部から
なる地形である。地形的にこの周辺を往来しようと思えば，必然的に遺跡の範囲内を通過もしくは
逗留することが考えられる。古くから人々の活動が見られ，時代としては，縄文時代から弥生・古
墳・古代・中世・近世に至る，小規模ながらも時代をまたがる複合的な遺跡としての特徴が本遺跡
にはある。
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　縄文時代前期に該当する土器は曽畑系２点，後期に該当する土器は指宿式，市来式，中岳式等７
点出土した。これらは当遺跡周辺でみられる土器であり，この時代からの生活の営みがうかがえる。
晩期に該当する土器は数が増え，黒川式土器を中心に深鉢，浅鉢，マリ形，ボウル状の形など多様
な形の土器が出土する。遺構は落とし穴や土坑，石斧埋納遺構も見つかっている。柿木段遺跡では
中核をなす時代である。
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　弥生時代に該当する土器は山ノ口式土器１点で，これは弥生時代の中期末から後期初頭に該当す
る土器で，大隅半島を中心に宮崎県南部，薩摩半島南部に広がる土器である。他に磨製石鏃などの
出土も見られる。古墳時代の土器は成川式土器の甕形土器や坩形土器の出土が見られる。この時期
に該当する圭頭形の鉄鏃も出土している。
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　古代に該当する層位であるⅡ層は台地上からの流入土が主体をなし，谷状地形にあるため流れ込ん
だ土砂等が厚く堆積していた。そのⅡ層の下部のⅡｂ層とⅡｃ層が古代の遺物包含層である。遺物は
土師器の坏， ，甕などや須恵器の蓋，鉢，壺等が出土している。遺構としては，溝状遺構が１９本，
道跡が４７条検出されている。また，カマド状遺構が２基検出され，谷状地形の中に生活の営みが見ら
れる遺跡として無視できないものである。大隅半島の谷状地形を知る上で貴重な資料である。
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　中世・近世の遺物としては，土師器，輸入陶磁器（青磁，白磁，青花など）や肥前系の染付が見
られる。また，地場産の姶良・加治木系薩摩焼を中心に土師質土器，肥前系陶器も見られる。
��������	
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　柿木段遺跡では，石斧埋納遺構が発見されている。県内他遺跡の石斧埋納遺構と比較してみたの
が，第１２表である。
　薩摩半島と大隅半島に偏りなく出土例が見られる。時代は縄文時代早期，前期，晩期に見られ，
時代幅は広い。埋納の仕方に何らかの決まりがあるのではないかと考え，主軸方向や石斧の傾き等
を確かめてみたが，これについても，いろいろなパターンが出ている。方位についてはこだわりが
なく，基部と刃部を同一方向にあわせて埋納するものがあれば，向きにこだわりなく放射線状に埋
納されるものもある。傾きについては，ほぼ水平方向に埋納されるものや，斜めに埋納されるもの，
縦方向に傾きが急なものといろいろな埋納の仕方が見られる。
　石斧の状態は，使用痕らしい剥離や敲打がみられるもの，未使用のもの，製作途中とおもわれる
もの，別製品といっしょに埋納されるもの等あり，これについても，規則性は見られない。 



－１０９－

　埋納された構成点数であるが，４個程度が一番多いが，２～３個程度のものや，二桁点数も存在
し，いくつでないといけないというルールはないようである。埋納する意識があれば，たとえそれ
が１点でも埋納遺構であるが，発掘された段階で，１点の遺物は埋納遺構とはとらえることはでき
ない。また，遺物１点の埋納遺構はありえないと断定することもできない。明確な掘り込みのない
限り，単なる一つの遺物でしかとらえることができないことは課題である。
　埋納遺構の掘り込みについてであるが，埋納された場所に掘り込みが見られない，または確認で
きないことがある。これは単に掘り込みはないと断定するのではなく，埋土とその周囲にあたる土
層がほぼ同一である場合や，すぐに人為的に埋められた場合は区別がつきにくいことも考えられる。
　結論として，石斧を埋めるという状態は，石斧を隠したということか一時的にこの場所に貯蔵し
たのか，または，現代社会で行われている針供養的な何らかの祭祀行為であるか，現段階で断定で
きないが，その行為自体が縄文時代の狩猟生活中心の中に受け継がれている人為的で意図的な行為
であることはまちがいない。柿木段遺跡（本遺跡）でもその行為を行った人がいた，という事実が
ある。
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並べ方明瞭な掘り込み主軸方向構成
点数石斧の種類時代所在地遺跡名

刃部北側平置き２点と刃部東側１点
刃部西側１点の平置き見られないＮ１９°Ｗ

ほぼ北方向４打製石斧４縄文時代の中
で特定できず日置市市ノ原遺跡

第５地点
刃部北西２点，刃部南東１点，刃部北東１点の
平置き　他に大型剥片２扁平礫１確認できない定まらず７打製石斧４縄文時代早期薩摩川内市前畑遺跡

刃部上立位２点，側縁上下２点不明不明４局部磨製石斧４縄文時代早期霧島市界子仏遺跡

刃部南東，４点が天地同一方向で平置き積み上げ不明Ｎ６０°Ｗ
北西方向４局部磨製石斧４縄文時代早期南大隅町大中原遺跡

頭部揃いで側縁上下の立位あり不明２打製石斧１
磨製石斧１縄文時代早期霧島市上野原遺跡第１０地点

遺構番号１

刃部下の立位あり不明４局部磨製石斧３　
磨製石斧１縄文時代早期霧島市上野原遺跡第１０地点

遺構番号２

刃部上下の立位長径２２�短径１８�の
楕円形，深さ１６�不明５局部磨製石斧５縄文時代早期霧島市上野原遺跡第１０地点

遺構番号３

側縁上下３点，他と直交の平置き１点不明不明４打製石斧１
局部磨製石斧３縄文時代早期霧島市上野原遺跡第１０地点

遺構番号４

刃部下の立位不明不明２局部磨製石斧２縄文時代早期霧島市上野原遺跡第１０地点
遺構番号５

刃部下の立位２点，側縁上下の立位２点，
刃部上下入れ子の立位４点

長径２６�短径１８�の
楕円形，深さ１３�不明８局部磨製石斧８縄文時代早期霧島市上野原遺跡第１０地点

遺構番号６

側縁上下の立位３点，刃部下の立位２点不明Ｎ１４°Ｅ
ほぼ北方向５打製石斧５

形態は晩期の石斧
レベルは
縄文早期鹿屋市飯盛ケ岡遺跡

側縁上下の立位，整然と隙間無く並べられた状
態　他に大型剥片２

浅い。遺物の分だけ
掘り込まれる。

Ｎ４０°Ｅ
北東方向５打製石斧１，打製石

斧（製作途中）２縄文時代前期南九州市南田代遺跡（１号）

刃部北西５点，刃部南１点の平置き浅い。遺物の分だけ
掘り込まれる。

Ｎ４２°Ｗ
北西方向６磨製石斧６縄文時代前期南九州市南田代遺跡（２号）

北東方向上４０～５５°の傾斜をなして，一部の重
ね，平置き。楕円形の礫１点。確認できないＮ４５°Ｅ

北東方向３磨製石斧１
磨製石斧未製品？１縄文時代前期南さつま市金峰町上水流遺跡

刃部北１点と刃部南１点の重なり平置き，
刃部北１点の平置き不明Ｎ３０°Ｗ

ほぼ北方向３局部磨製石斧３縄文時代前期南さつま市村原（栫ノ原）遺跡

刃部西１点，刃部東１点の平置き　すぐ隣の攪
乱部に５点の類似品方形で深さ２０�定まらず２打製石斧２縄文時代前期いちき串木野市上ノ原遺跡

大部分が平置き積み上げ浅い，詳細は不明不明２２打製石斧磨製石斧縄文時代晩期曽於市鳴神遺跡

基部どうしが重なり合う方向で，平置き，積み
重ね。土器片が隣接する。定まらず３打製石斧３縄文時代晩期霧島市

上野原遺跡
第２～７地点
Ｅ－５区

北方向上の３０°の傾斜をなして平置き積み重ね。
少し離れた所に打製石斧１点，欠損品１点確認できないＮ５７°Ｅ

北東方向４局部磨製石斧３　
打製石斧１縄文時代晩期大崎町柿木段遺跡

（本遺跡）
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パレオ・ラボＡＭＳ年代測定グループ
伊藤茂・丹生越子・尾嵜大真・廣田正史・瀬谷薫・小林紘一

Ｚａｕｒ　Ｌｏｍｔａｔｉｄｚｅ・Ｉｎｅｚａ　Ｊｏｒｊｏｌｉａｎｉ・中村賢太郎
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　鹿児島県曽於郡大崎町に位置する柿木段遺跡と椿山遺跡の２遺跡より検出された試料について，
加速器質量分析法（ＡＭＳ法）による放射性炭素年代測定を行った。
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　測定試料の情報，調製データは第１３表のとおりである。
　柿木段遺跡の試料は，Ｅ－３区Ⅳ層出土の土器（深鉢）口縁部外面に付着した炭化物（ＰＬＤ－
１２５８９）とＡ－１４区Ⅲ層のかまど内より出土した炭化材（ＰＬＤ－１２５９０）の計２点である。椿山遺跡
の試料は，１ＴのＢ－５区Ⅳ層出土の土器（甕）底部内面に付着した炭化物（ＰＬＤ－１２５９１）１点
である。なお，炭化材の部位はＰＬＤ－１２５９０が不明である。
　試料は調製後，加速器質量分析計（パレオ・ラボ，コンパクトＡＭＳ：ＮＥＣ製　１．５ＳＤＨ）を用い
て測定した。得られた１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行った後，１４Ｃ年代，暦年代を算出
した。
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　第１４表に，同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３Ｃ），同位体分別効果の補正を行っ
て暦年較正に用いた年代値，慣用に従って年代値，誤差を丸めて表示した１４Ｃ年代，１４Ｃ年代を暦年
代に較正した年代範囲を，図１に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は年代値，
誤差を丸めていない値であり，今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を
行うために記載した。
　１４Ｃ年代はＡＤ１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４Ｃ年代（ｙｒＢＰ）の算出には，
１４Ｃの半減期としてＬｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。また，付記した１４Ｃ年代誤差（±１σ）は，測
定の統計誤差，標準偏差等に基づいて算出され，試料の１４Ｃ年代がその１４Ｃ年代誤差内に入る確率が
６８．２％であることを示すものである。なお，暦年較正の詳細は以下の通りである。
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　暦年較正とは，大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し，過去
の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動，及び半減期の違い（１４Ｃの半減期５７３０
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前処理試料データ遺跡データ測定番号

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ，水酸化ナトリ
ウム：０．１Ｎ，塩酸：１．２Ｎ）
サルフィックス

試料の種類：土器付着炭化物
器種：深鉢
部位：口縁部外面
状態：ｄｒｙ

遺跡名：柿木段遺跡
調査区：Ｅ－３区
層位：Ⅳ層
試料Ｎｏ．：１９７７

ＰＬＤ－１２５８９

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ，水酸化ナトリ
ウム：１Ｎ，塩酸：１．２Ｎ）
サルフィックス

試料の種類：炭化材
試料の性状：部位不明
状態：ｄｒｙ

遺跡名：柿木段遺跡
調査区：Ａ－１４区
層位：Ⅲ層
遺構：かまど

ＰＬＤ－１２５９０

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ，水酸化ナトリ
ウム：０．１Ｎ，塩酸：１．２Ｎ）
サルフィックス

試料の種類：土器付着炭化物
器種：甕
部位：底部内面
状態：ｄｒｙ

遺跡名：椿山遺跡
調査区：１Ｔ，Ｂ－５区
層位：Ⅳ層
試料Ｎｏ．：２８と１１５

ＰＬＤ－１２５９１

±４０年）を較正することで，より実際の年代値に近いものを算出することである。
　１４Ｃ年代の暦年較正にはＯｘＣａｌ４．０（較正曲線データ：ＩＮＴＣＡＬ０４）を使用した。なお，１σ暦年代
範囲は，ＯｘＣａｌの確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相当する６８．２％信頼限界の暦年代範囲
であり，同様に２σ暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は，
その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ年代の確率分布を示し，
二重曲線は暦年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち，その確率が最も高い年代範囲につ
いては，表中に下線で示してある。
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　試料について，同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。２σ暦年代範囲に着目して遺跡ご
とに結果を整理する。なお，考古学編年と暦年較正結果との対応関係については，小林（２００８），
春成・今村（２００４）と西本編（２００６，２００７）を参照した。
　柿木段遺跡では，Ｅ－３区Ⅳ層出土の土器付着炭化物（ＰＬＤ－１２５８９）は紀元前９世紀初頭～８
世紀初頭の範囲（８９６－７９７ｃａｌＢＣ）を示した。これは弥生時代早期～前期に相当する。Ａ－１４区Ⅲ
層のかまど内より出土した炭化材（ＰＬＤ－１２５９０）は８世紀前半～９世紀後半にかけての範囲（７１１
～８８８ｃａｌＡＤ）を示した。ただし，かまど内の炭化材は部位不明であり，内側の年輪である可能性も
ある。そのため，枯死・伐採年より古い年代を示している可能性を考慮する必要がある。
　椿山遺跡の１ＴのＢ－５区Ⅳ層出土の土器付着炭化物（ＰＬＤ－１２５９１）は紀元前４世紀中頃～２
世紀後半にかけての範囲（３６０～１１９ｃａｌＢＣ）を示した。これは弥生時代中期に相当する。

参考文献
Bronk Ramsey, C. (1995) Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy: The OxCal 

Program. Radiocarbon, 37, 425-430.

Bronk Ramsey, C. (2001) Development of the Radiocarbon Program OxCal. Radiocarbon, 43, 355-

363.
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der Plicht, J. and Weyhenmeyer, C.E. (2004) IntCal04 terrestrial radiocarbon age calibration, 0-
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１４Ｃ年代を暦年の較正した年代範囲１４Ｃ年代

（ｙｒＢＰ±１σ）
暦年較正用年代
（ｙｒＢＰ±１σ）

δ１３Ｃ
（‰）測定番号 ２σ暦年代範囲１σ暦年代範囲

８９６ＢＣ（９５．４％）７９７ＢＣ８３５ＢＣ（６８．２％）８０２ＢＣ２６７０±２５２６６８±２６－２６．３５±０．１７ＰＬＤ－１２５８９
試料Ｎｏ．：１９７７

７１１ＡＤ（１１．５％）７４６ＡＤ
７６６ＡＤ（８３．９％）８８８ＡＤ

７７４ＡＤ（４４．７％）８３０ＡＤ
８３７ＡＤ（２３．５％）８６９ＡＤ１２１５±２５１２１６±２４－２５．５８±０．１５ＰＬＤ－１２５９０

遺構：かまど
３６０ＢＣ（５０．８％）２７６ＢＣ
２６１ＢＣ（４３．２％）１６２ＢＣ
１３１ＢＣ（ １．４％）１１９ＢＣ

３５１ＢＣ（４１．０％）３０１ＢＣ
２２７ＢＣ（ １．７％）２２４ＢＣ
２１０ＢＣ（２５．５％）１７６ＢＣ

２１７０±２５２１６９±２５－２５．６４±０．１６ＰＬＤ－１２５９１
試料Ｎｏ．：２８と１１５
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　野方前段遺跡Ａ地点は，標高約２００ｍの台地の縁辺部に立地し，同じ台地上で谷をはさんで北側
に野方前段遺跡Ｂ地点，天神段遺跡が位置する。調査前の現地は，台地上の畑地であった。調査区
（グリッド）はセンターライン上の「STA７４＋８０」と「STA７５」を結ぶ直線をもとに設定した。１０
ｍ間隔のグリッドとし，南側から北側に向かって１，２，３…，西側から東側に向かってＡ，Ｂ，Ｃ
…とした。
　確認調査は，平成１９年５月１６日～平成１９年７月１３日（実働３０日間）まで実施した。野方前段遺跡
では，グリッドを基準とした確認トレンチを１７か所設定し，うち１０か所をＡ地点に設定した。
　調査は，調査区全体を覆う雑草・雑木の伐採を人力で行った後，重機で表土を除去した。その後，
トレンチを設定し人力で掘り下げを行った。出土遺物については，取り上げを行った後に掘り下げ
を続け，検出した遺構については，写真撮影，平板実測のみを行った。いくつかのトレンチでは，
遺構に影響のない部分に下層確認トレンチを設定し，ⅩⅧ層（シラス）上面まで確認調査を実施し
た。 
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－１１２－

　確認調査の後，本調査を平成１９年７月１６日から平成２０年３月１９日まで実施した。調査は，重機で
表土を除去した後，確認調査の結果に基づき遺物包含層については人力による掘り下げを行った。
遺物については平板実測後取り上げを行い，遺構については実測・完掘・写真撮影を行った。無遺
物層については，一部重機で慎重に掘り下げまで行った。Ⅷ層（薩摩火山灰）上面までの調査を実
施した。
����

　層位については，Ⅱ層（安永ボラ）は遺跡全体に分布するが，ボラ抜きが行われており，部分的
に残在する状況である。Ｂ地点には集めたボラを積み上げた“ボラ塚”もみられた。
　Ⅳ層全体に含まれる黄色パミスは桜島起源のＰ７火山灰層で，噴出年代は約４，２００年前とされる。
目に見える層厚を成す堆積は認められず，本遺跡の場合Ⅳ層中の黒色土層中に散存する状況であっ
た。色調は野方前段遺跡Ａ地点は黒色土であるのに対し，一方，谷をはさんで５０ｍ程の位置にある
野方前段遺跡Ｂ地点・天神段遺跡のⅣ層ではパミスの混入度合いが高く，黄褐色を呈していた。
　Ⅴ層は鬼界カルデラ起源のアカホヤ火山灰層で，噴出年代は約６，３００年前とされ，一次堆積を含
め良好に残存し，Ⅵａ層とⅥｂ層に分層できる。
　Ⅵ～Ⅶ層中には，桜島起源のＰ１３（９，５００年前）が確認されたが，曽於市内の遺跡で多くみられ
たＰ１１は確認されなかった。
　遺物包含層は，Ⅲ層，Ⅳ～Ⅴ層，Ⅵ～Ⅶ層の概ね３枚である。 

表土Ⅰ層
安永ボラ点在　１７７９年の桜島起源の噴出物明黄色パミスⅡ層
近世～中世の遺物を含む黒色土Ⅲａ層
古代～弥生時代の遺物を含む暗茶褐色土Ⅲｂ層
古代～弥生時代の遺物を含むオリーブ褐色土Ⅲｃ層
縄文時代晩期～後期の遺物を含む暗茶褐色土Ⅳａ層
Ｐ７点在　桜島起源の噴出物黒褐色土Ⅳｂ層
縄文時代中期～前期の遺物を含む黒色土Ⅴａ層
アカホヤ火山灰の二次堆積土赤褐色土Ⅴｂ層
アカホヤ火山灰　鬼界カルデラ起源の火山灰明赤褐色パミスⅤｃ層
縄文時代早期の遺物を含む明黄褐色土Ⅵ層
縄文時代早期の遺物を含む黒褐色土Ⅶ層
Ｐ１４　桜島起源の噴出物黄白色火山灰土Ⅷ層

黒色粘質土Ⅸ層
暗茶褐色粘質土Ⅹ層
黒褐色弱粘質土ⅩⅠ層
暗茶褐色土ⅩⅡ層

Ｐ１５点在　桜島起源の噴出物褐色土ⅩⅢ層
Ｐ１５　桜島起源の噴出物暗黒褐色硬質土ⅩⅣ層
Ｐ１７点在　桜島起源の噴出物暗褐色土ⅩⅤ層

黄白色硬質土ⅩⅥ層
黄白色砂質土ⅩⅦ層

シラス黄褐色砂質土ⅩⅧ層
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－１１８－
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　本遺跡では縄文時代早期，前中期，後晩期の遺構・遺物が検出されている。
�����

　　早期では，集石遺構６基が検出され，土器３１点と石器３６点が出土している。
�����

　　遺構は，集石遺構６基と炭化木が検出されている。
�������	
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　　Ｋ－９～１０区，Ｉ－６・１３区で６基検出されている。
�������	
��


　Ｉ－１２区Ⅶ層で検出されている。礫は１００×１００�程の円形の範囲に集中し，その下には９０×８０
�，深さ８�程の皿状の掘り込み遺構を検出している。なお，その外側１８０×１７０�程に礫が散存
するが，これらの礫は，掘り込み遺構に伴う密集域からはみだしたものと判断できる。なお，構
成礫は拳大２８８個からなり，その平均重量は１１６�である。　
�������	
��


　Ｈ－６区Ⅵ層で検出されている。範囲は約９０×１２０�で，約５０×６０�の楕円形に礫は集中して
いる。拳大の角礫を中心に４４個からなり，平均重量は２００�である。掘り込み面は確認されてい
ない。
�������	
��


　Ｋ－９区Ⅶ層で検出されている。約２５０×３００�の範囲に礫が拡散し，１０�大の角礫を中心に５５
個からなり，平均重量は１２０�である。掘り込み面は確認されていない。
�������	
��


　Ｋ－１１区Ⅵ層で検出されている。約４３０×３２０�の範囲に礫が拡散し，１０�大の角礫を中心に１１０
個からなり，平均重量は１１０�である。掘り込みは確認されていない。土器片と打製石斧を伴う。
�������	
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�Ｋ－９区Ⅵ層で検出されている。範囲は約１２０×１００�で，約３０×３０�の円形に礫は集中してい
る。拳大の角礫を中心に４２個からなり，平均重量は１７２�である。掘り込みは検出されていない。 
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　Ｋ－６区Ⅵ層で検出されている。範囲は約１４０×２１０�の範囲で，約４０×５０�の楕円形に礫は集
中している。拳大の角礫を中心に５７個からなり，平均重量は２４０�である。礫群に伴う掘り込み
遺構は検出されていない。
�������	
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　　Ｉ－９区Ⅶ層で検出されている。周囲の半径３�以内には炭化物が散らばっている。 
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　１は口縁部がラッパ状に開く器形の深鉢で，部位は口縁部である。整形は雑で，内面に凹凸がみ
られ先端部は尖っている。文様は外面に斜位の貝殻腹縁刺突文がみられる。器面調整は箆状工具で
雑に施している。色調は内外面とも黄褐色で内側に黒斑がみられる。胎土は石英，長石，角閃石が
あり，白い岩片もみられる。焼成は良い。後述するⅠ類に比定される。
�������	�
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　２は胴部片で，内外共に箆状工具による横位の条痕調整が見られる。色調は外面が灰茶褐色，内
面が黒色である。胎土の色調は黒色で，石英，長石，角閃石，白い砂粒が含まれている。焼成は硬
質である。後述するⅣ類土器に比定される。
�������	�
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　３は平底の底部で，薄手の器壁で立ち上がっている。内外面ともにナデ調整で，色調は内外面と
も黄褐色である。胎土は色調が黒色で，石英，長石，角閃石と白い砂粒が含まれている。焼成は良
い。４は底部近くの破片で，内外面の色調は灰茶褐色である。器面調整はナデである。胎土は色調
が黒色で，石英，長石，角閃石と白い砂粒が含まれている。焼成は良い。５は底部近くの資料で，
外面の色調は灰赤茶褐色，内面は灰茶褐色で，器面調整はナデである。胎土は色調が黒色で，石英，
長石，角閃石と白い砂粒が含まれている。焼成は良い。６は刃部磨製石斧で，いわゆる短冊型に類
する。態は基部の幅が狭く刃部の幅が広いものである。なお，基部は厚く，刃部は薄くなっている。
整形の調整痕は両側面に見られる。石材は頁岩である。後述するⅣ類土器に比定される。 
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　７は内面が剥落した深鉢の口縁部で，口唇部は肥厚し丸みを持つ傾向が読み取れる。口縁部は外
反し，貝殻腹縁による貝殻刺突文を斜位に連続して施している。器面はナデられ，色調は暗赤茶褐
色を呈している。胎土は石英，長石，角閃石と白い岩片を含む。焼成は良い。８はラッパ状に外反
する深鉢形土器の口縁部で，口唇部は狭い平坦面をなし，器面は横方向にナデられる。色調は内面
が灰茶褐色で外面が灰黒色を呈している。胎土は石英，長石，角閃石を含む。焼成は良い。９も
ラッパ状に外反する口縁部で，口唇部は狭い平坦面を呈し，外面を連続して刻んでいる。器面はナ
デ調整である。色調は内面が灰茶褐色で外面が灰桃褐色を呈している。胎土は石英，長石，角閃石
を含む。焼成は硬質で良い。１０もラッパ状に外反する口縁部で，口唇部の平坦面は斜位に刻まれ，
器面はナデている。色調は内面が黒茶褐色で外面が茶褐色を呈している。胎土は石英，長石，角閃
石を含む。焼成は硬質で良い。１１～１３は円筒状の器形を呈した深鉢形土器の胴部である。１１は横位
の沈線文を施し，器面はナデ調整で，器壁は薄い。色調は内面が暗茶褐色で外面が茶褐色である。
胎土は石英，長石，角閃石と白い岩片を含む。焼成は硬質で良い。１２は横位の沈線文を１条巡らし，
沈線文と直交する縦位の撚糸文を施している。器面はナデ調整で，器壁は薄い。色調は内面が暗茶
褐色で外面が茶褐色である。胎土は石英，長石，角閃石と白い岩片を含む。焼成は硬質で良い。１３
は斜位の条痕仕上げがそのまま残される。器面はナデ調整で，器壁は薄い。色調は内面が赤茶褐色
で外面が茶褐色である。胎土は石英，長石，角閃石と白い岩片を含む。焼成は良い。１４は深鉢形土
器の胴部で文様は確認できない。器面は研磨状に調整され，焼成は硬質で良い。色調は内外面とも
暗黒茶褐色である。胎土は白い岩片，石英，長石，角閃石を含む。 
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　１５は頸部で「く」の字状に外反する深鉢形土器で，屈曲部に貝殻腹縁による横位の連続刺突文を
施している。器面はナデ調整で，器壁は厚い。色調は内外面とも茶褐色である。胎土には白い岩片
を含み，石英，長石，角閃石がみられる。焼成は良い。１６も頸部で「く」の字状に外反する屈曲部
に貝殻腹縁による横位の刺突文を施している。器面調整はナデである。色調は内面が茶褐色，外面
は黒茶褐色である。胎土には白い岩片を含み，石英，長石，角閃石がみられる。焼成は良い。１７は
円筒形を呈す胴部から底部資料で，底部の接地面は剥落しているが，安定した平底を呈すと思われ
る。粗の器面調整の後，貝殻条痕を横方向に周回し，文様を構成している。色調は内面が黒茶褐色
で，外面は暗茶褐色である。胎土には白い岩片を含み，石英，長石，角閃石，金雲母がみられる。
焼成は良い。１８も深鉢形土器の胴部で，円筒状で底部側がやや狭くなる。文様施文は１７と同様で，
器面はナデ調整である。色調は内外面ともが黒茶褐色で，黒褐色の黒斑がみられる。胎土には白い
岩片を含み，石英，長石，角閃石，金雲母がみられる。焼成は良い。なお，補修孔が上部にみられ
る。１９も円筒形の胴部で，底部側がやや狭くなる。文様施文は貝殻腹縁による横方向の周回文を中
心に一部に縦方向の条痕がみられる。器面はナデ調整である。色調は内外面ともに暗茶褐色で，黒
褐色の黒斑がみられる。胎土には白い岩片を含み，石英，長石，角閃石，金雲母がみられる。焼成
は良い。２０は深鉢形土器の底部で，１７と同様の円筒形の平底である。貝殻腹縁による縦位条痕が残
される。器面はナデ調整である。色調は内外面ともが明茶褐色である。胎土は白い岩片を含み，石
英，長石，角閃石がみられる。焼成は良い。２１は深鉢の底部で底面部がやや張る。器面は粗いヘラ
ナデ調整である。色調は内面が茶褐色，外面は暗茶褐色である。胎土は石英，長石，角閃石がみら
れる。焼成は良い。２２は深鉢の平底の底部である。器面はナデ調整である。色調は内外面とも暗茶
褐色である。胎土は石英，長石，角閃石がみられる。焼成は良い。
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　２３は口縁部が外反する深鉢形土器である。口唇部外面は連続に刻まれ，腹縁施文具をアクセント
をつけながら横方向に移動することにより特有の波状文を描きだしている。器面調整の内面は口縁
部付近が横位で，胴部が縦位のナデ調整である。全体的に器壁は薄手であり，焼成は良い。色調は
内面が黒褐色，外面が明茶褐色である。胎土は石英，長石，角閃石を含む。２４は口縁部がやや外に
開く深鉢型土器である。器面全体に横位の貝殻腹縁を波状に連続して刺突している。器面調整の内
面は口縁部が横位で，胴部が斜位のナデ調整である。全体的に器壁は薄手であり，焼成は良い。色
調は内面が暗茶褐色，外面が明茶褐色である。胎土は石英，長石，角閃石を含む。２５は深鉢の平底
である。器面はナデ調整で，薄手で焼成が良い。色調は両面とも明茶褐色で，胎土の色調は黒色で，
石英，長石，角閃石を含む。この土器は形式判断ができないが，焼成，色調，薄手土器等のためこ
のグループへ分類した。 
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　２６は胴部下半から底部が欠落しているが，底部から円錐状に外開する器形の深鉢形土器である。
口唇部外面は，ヘラ状工具で連続して刻み波状を呈している。器面は貝殻腹縁による条痕文を重ね
ることにより，施文効果を表している。口縁部付近では条痕文が密に多用され，胴部下半に向い粗
となる傾向がみられる。口径３６．３�。器面調整は内面が横位のヘラナデで，外面は縦位のナデであ
る。色調は，外面の胴部及び底部が橙茶褐色で，口縁部は煤の付着がみられ黒褐色である。内面は
胴部及び底部が暗茶褐色，口縁部は黒褐色である。胎土は白い岩片を微量含むが，石英，長石，角
閃石がみられる。焼成は良い。２７は低部から胴部へがやや外に開き，胴部上位から口縁部にかけて
直行する深鉢形土器である。口唇部は連続して刻まれる。器面は外面に縦位を基本に一部横位の箆
状施文具による引き掻き痕，内面に横位の引き掻き痕を施している。色調は外面の底部近くが明茶
褐色，口縁部が灰茶褐色である。内面は黒褐色である。胎土は白い岩片を少量含み，石英，長石，
角閃石を含む。焼成はやや弱い。口径２２．３�。２８は小型の土器である。器形は底部が欠損している
が下膨らみの円錐形である。器面は外面に縦位の引き掻き痕でナデ調整をしている。内面は横ナデ
である。色調は内外面とも茶褐色である。胎土は白い岩片を含み，石英，長石，角閃石を含む。胎
土の色調は黒色で，焼成は良い。２９は胴部から口縁部にかけて外向する器形の深鉢形土器である。
器面は外面に縦位と横位の箆状施文具による引き掻き痕，内面に横位の引き掻き痕を施している。
色調は外面が明茶褐色で，内面は黒褐色である。胎土は白い岩片を少量含み，石英，長石，角閃石
を含む。焼成はやや弱い。３０は径の小さいやや厚めの底部が付き，胴部にかけてやや外に開き，胴
部から口縁部近くにかけて直行する器形の深鉢形土器である。目立つ文様は無く，外面は胴部に横
位，底部に縦位の貝殻腹縁状施文具による条痕，内面に横位の条痕の器面調整が施されている。色
調は外面の底部近くが茶褐色，胴部が灰黒褐色である。内面は暗灰褐色である。胎土は白い岩片を
少量含み，石英，長石，角閃石を含む。焼成はやや弱い。底部形５．０�。３１は厚手の平底底部で，
器面調整は貝殻条痕である。色調は内外面とも灰黒茶褐色である。胎土は白い岩片や，石英，長石，
角閃石を含む。焼成はやや弱い。３２の内面は貝殻の背面を回転して押圧している。外面は貝殻腹縁
部によるナデ調整を施し，その後，研磨状に調整している。色調は両面とも暗茶褐色である。胎土
は石英，長石，角閃石が含まれている。焼成は良い。 
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備考遺物番号類調整
（外面）

調整
（内面）焼成胎土色調

（外面）
色調
（内面）部位出土区層位番号挿図

番号 その他角閃石長石石英

集石３－１Ⅰ貝殻連続刺突文ヘラナデ良白岩片○○○黄茶褐色黄褐色口縁遺構内１

１１

集石２－１Ⅳヘラ状ナデ条痕ヘラ状
ナデ条痕

硬質
良白砂粒○○○灰茶褐色黒色胴遺構内２

底径
４．０�

集石４－１０４　１０８　
１０９　２９６Ⅳナデナデ良白砂粒○○○黄褐色黄褐色胴～底遺構内３

集石４－１０７Ⅳナデナデ良白砂粒○○○灰茶褐色灰茶褐色底部
近く遺構内４

集石４－１１５Ⅳナデナデ良白砂粒○○○灰赤茶褐色灰茶褐色底部
近く遺構内５

１３８３Ⅰ貝殻腹縁刺突文，
ナデナデ良白岩片○○○暗赤茶褐色暗赤茶褐色口縁Ｈ－４Ⅶ７

12

２１３８Ⅰ無文，ナデナデ良白岩片○○○灰黒色灰茶褐色口縁Ｈ－１２Ⅶ８

５７５Ⅰ口唇部刻み目，
ナデナデ硬質

良○○○灰桃褐色灰茶褐色口縁Ｋ－１２Ⅵ９

２１３１Ⅰ口唇部刻み目，
ナデナデ硬質

良○○○茶褐色黒茶褐色口縁Ｉ－１２Ⅵ１０

１２４７Ⅰ横位沈線ナデ良白岩片○○○茶褐色暗茶褐色胴Ｉ－７Ⅵ１１

２１３７Ⅰ横位沈線，縦位
撚糸文，ナデナデ良白岩片○○○茶褐色暗茶褐色胴Ｊ－１２Ⅵ１２

２０７８Ⅰ斜位と円形の沈
線，ナデナデ良白岩片○○○茶褐色赤茶褐色胴Ｈ－１１Ⅵ１３

２１９４Ⅰ無文，研磨研磨硬質
良白岩片○○○暗黒茶褐色暗黒茶褐色胴Ｉ－９Ⅶ１４

１４９２Ⅱ貝殻腹縁連続刺
突文，ナデナデ良白岩片○○○茶褐色茶褐色頸部Ｉ－１０Ⅵ１５

１３

1４２１Ⅱ貝殻腹縁連続刺
突文，ナデナデ良白岩片○○○茶褐色茶褐色頸部Ｉ－７Ⅵ１６

５６　４６６　４６８　５７６Ⅱ
貝殻腹縁横位斜
位の引き線，
ナデ

ナデ良金雲母○○○暗茶褐色黒褐色底～
胴Ｋ－１２Ⅳｂ，

Ⅵ下１７

補修孔２０３８　２０４９　２０５９　
２０６4　２065　２189

Ⅱ貝殻腹縁横位の
引き線，ナデナデ良金雲母○○○黒茶褐色黒茶褐色胴Ｈ－１０Ⅵ，Ⅵ

下，Ⅶ１８

1635　1636　1991　
１995　２０４1　2048　
2080

Ⅱ
貝殻腹縁横位斜
位の引き線，
ナデ

ナデ良金雲母○○○暗茶褐色暗茶褐色
（黒斑）胴Ｈ－９・１０Ⅵ，

ⅥＴ１９

底径
９．２�７６７　９５１　９５２Ⅱ貝殻腹縁横位の

引き線，ナデナデ良白岩片○○○明茶褐色明茶褐色底Ｉ－６Ⅵ，Ⅶ２０

２２０６　２２１０　２２２０Ⅱヘラナデヘラナデ良○○○暗茶褐色茶褐色底Ｋ－８Ⅵ，
Ⅵ上２１

底径
１０．６�1913　2172　2173Ⅱナデナデ良○○○暗茶褐色暗茶褐色底Ｈ－８Ⅵ２２

口径
２５．８�

1222　1441　2182　
2183

Ⅲ
口唇部刻み目，
貝殻腹縁による
波状文

口縁部横
位，胴部
縦位のナ
デ

良○○○明茶褐色黒褐色口縁
～胴Ｉ－７Ⅵ２３

１４ 口径
１７．３�１３５６　１３５７Ⅲ貝殻腹縁押圧連

続文

口縁部横
位，胴部
斜位のナ
デ

良○○○明茶褐色暗茶褐色口縁
～胴Ｊ－１３Ⅵ２４

底径
６．６�１４６６　１４６７Ⅲナデナデ良○○○明茶褐色明茶褐色底Ｉ－９Ⅵ２５

口径
３６．３�
底径９�

９７６　１８７０　１８７１　
１８７２　１８７３　１８７６　
１８７７　１９００　１９３４　
１９７１　１９７３　２００３　
２１７４　２１７８　２１７９　
２２０８　２２１８　２２１９　
２２２１　２２２４　２２２９　
２２３１　２２３２　２２３５　
２２５２　２２５３　２２５４　
２２５６　２２５８　２２５９　
２２６０　２２６１　２２６２　
２２６５　２２５７　

Ⅳ貝殻腹縁引き線
文，縦位ナデ

横位のナ
デ良白岩片○○○

橙茶褐色，
口唇部黒
褐色

暗茶褐色，
口唇部黒
褐色

口縁
～
底部

Ｈ～Ｋ－８
Ⅵ，
Ⅵ上，
Ⅵ下

２６１５

６４４　645　646　783
789　1232　1247

Ⅳ箆状施文具によ
る引き掻き痕

横位の引
き掻き痕

やや
弱い白岩片○○○明茶褐色黒褐色口縁

～胴
Ｈ－６，
Ｉ－６Ⅵ２７

１６

１２９２　１４６４　１４６５Ⅳ縦位の引き掻き
痕横ナデ良白岩片○○○茶褐色茶褐色胴Ｉ－９Ⅵ２８

635　636　768　779
793　824

Ⅳ
縦，横位の箆状
施文具による引
き掻き痕

横位の引
き掻き痕

やや
弱い白岩片○○○明茶褐色黒褐色胴Ｉ－６Ⅵ２９

底径
５．０�

８０５　２２４９　２２４２　
２２４４　２５４５　２２４６　
２２４７　２２６２　２２６６　
２２６８　２２７３　２２９３

Ⅳ貝殻腹縁縦，
横条痕横位条痕やや

弱い白岩片○○○茶褐色，
灰黒褐色暗灰褐色底～

胴
Ｉ－６，
Ｊ－７

Ⅵ，
Ⅵ上３０

底径
１０．２�２１８６Ⅳ貝殻条痕貝殻条痕やや

弱い白岩片○○○灰黒茶褐色灰黒茶褐色底Ｉ－７Ⅵ３１

底径
１０．０�６４２Ⅳ貝殻腹縁ナデ，

後で研磨
貝殻背面
回転押圧良○○○暗茶褐色暗茶褐色底Ｉ－６Ⅵ３２
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　３３はやや抉りのみられる平基式で二等辺三角形の石鏃である。厚みはやや薄く，交互剥離で整形
している。石材は頁岩である。３４はやや抉りのみられる平基式で五角形の石鏃である。厚みはやや
薄く主要剥離面が残り，やや雑に整形している。刃部の調整は基部と片側側面に交互剥離である。
石材は頁岩である。３５はやや抉りがみられる平基式で底辺の幅がある二等辺三角形の石鏃である。
厚みは薄く，刃部を交互剥離で整形している。石材は頁岩である。３６はやや抉りがみられる平基式
で変則五角形の石鏃である。厚みはやや厚く，交互剥離で整形している。石材は凝灰岩である。３７
はやや抉りがみられるが平基式で三角形の石鏃である。厚みはやや薄く，主要剥離面が残り，調整
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は一部を交互剥離で整形している。なお，頭部は欠損している。石材は頁岩である。３８はやや抉り
がみられる凹基式で三角形の石鏃である。厚みはやや薄く，主要剥離面が残り，調整は全面を交互
剥離で整形している。なお，頭部は欠損している。石材は凝灰岩である。３９は抉りがみられる凹基
式で三角形の石鏃である。厚みはやや薄く，主要剥離面が残り，調整は全縁を片面剥離で整形して
いる。なお，頭部は欠損している。石材はチャートである。４０は大きく抉りがみられる凹基式で三
角形の石鏃である。厚みはやや薄く，調整は全面を交互剥離で整形している。石材は頁岩である。
４１は大きく抉りがみられる小型の凹基式で三角形の石鏃である。厚みはやや薄く，主要剥離面が残
り，調整は全面を交互剥離で整形している。なお，頭部は欠損している。石材は黒曜石である。４２
は大きく抉りがみられる凹基式で三角形の石鏃である。厚みはやや薄く，主要剥離面が残り，調整
は大半を交互剥離で整形している。なお，片部は欠損している。石材は凝灰岩である。４３は大きく
抉りがみられる凹基式で三角形の石鏃である。厚みはやや薄く，調整は全面を交互剥離で整形して
いる。なお，脚部の片方は欠損している。石材は姫島系黒曜石である。４４は大きく抉りがみられる
凹基式で三角形の石鏃である。厚みはやや薄く，調整は全面を交互剥離で整形している。なお，脚
部の片方は欠損している。石材は頁岩である。４５は大きく抉りがみられる凹基式で三角形の石鏃で
ある。脚部には返り状に突起があり，調整は全面を交互剥離で整形している。なお，脚部の片方は
欠損している。石材はチャートである。４６は大きく抉りがみられる凹基式で三角形の石鏃である。
脚部には返り状に突起があり，調整は全面を交互剥離で整形している。なお，脚部の片方は欠損し
ている。石材は頁岩である。４７は大きく抉りがみられる凹基式で三角形の石鏃とおもわれる。脚部
は返り状に突起があり，調整は全面を交互剥離で整形している。なお，脚部は両方とも欠損してい
る。石材は黒曜石である。４８は大きく抉りがみられる長身の石鏃である。頭部には突起があり，調
整は全面を交互剥離で整形している。なお，脚部の片方は欠損している。石材はチャートである。
４９は大きく抉りがみられる凹基式の石鏃である。調整は全面を交互剥離で整形している。なお，頭
部は欠損している。石材は頁岩である。５０は大きく抉りがみられる凹基式で三角形の石鏃である。
調整は全面を交互剥離で整形している。なお，脚部の片方は欠損している。石材は凝灰岩である。
５１は大きく抉りがみられる凹基式で二等辺三角形の石鏃である。調整は全面を交互剥離で整形して
いる。石材は頁岩である。５２は大きく抉りがみられる凹基式の三角形の石鏃である。調整は全面を
交互剥離で整形している。なお，脚部は両方とも欠損している。石材は凝灰岩である。５３は深い抉
りを持つ正三角形の石鏃である。脚部は丸みを持ち，調整は全面を交互剥離で整形している。なお，
石材は黒曜石である。５４は大きく抉りがみられる凹基式で三角形の石鏃である。脚部は丸みを持ち，
調整は全面を交互剥離で整形している。なお，頭部は欠損している。石材はチャートである。５５は
大きく抉りがみられる凹基式で菫葉形の石鏃である。調整は全面を交互剥離で整形している。なお，
脚部の片方は欠損している。石材はチャートである。５６は大きく破損しているが，肩部には返り状
に突起が認められる。調整は全面を交互剥離で雑に整形している。なお，脚部は両方とも欠損して
いる。石材は姫島系黒曜石である。５７は大きく抉りがみられる凹基式肩の張る石鏃であると思われ
る。頭部には返り状に小さな突起があり，調整は全面を交互剥離で雑に整形している。なお，脚部
の片方は欠損している。石材は頁岩である。 
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　５８は大きな横剥の剥片を利用した横型石匙である。剥離面は背面側で自然面を残し，主要剥離面
側は打点部を剥ぎ取っている。形状は直角三角形を呈し，摘み部は上部で，３箇所の抉りが施され
ている。刃部は下辺に直線状で，交互剥離で作られている。石材は頁岩である。５９は横剥の剥片を
利用した横型石匙である。形状は分銅型で，摘み部は中央で上に尖り，小型の刃部は弧状に交互剥
離で作られている。石材は頁岩である。６０は摘み部に両方から抉りがみられる。なお，刃部は欠損
したと思われる。石材は姫島系黒曜石である。６１は横剥の剥片を利用した横型石匙である。形状は
深い分銅型で，摘み部は中央で上に尖り，刃部は弧状に交互剥離で作られている。石材はチャート
である。６２は横剥の剥片を利用した横型石匙である。形状は典型的なサブマリーン型で，摘み部は
中央で上に尖り，刃部は弧状に交互剥離で作られている。石材は頁岩である。６３は横剥の剥片を利
用した横型石匙である。典型的なサブマリーン型で，摘み部は中央で上に尖り，刃部は弧状に交互
剥離で作られている。石材は頁岩である。なお，摘み部を中心にした左右の刃部長は，大きく異な
る。
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　６４は小型の磨石である。形は碁石状で，片面に丸みがあり，使用面は平坦である。石材は凝灰岩
である。６５は約半分欠損した磨石で，元来縁部は石鹸状に整形されたとみられ，広い平坦部や面を
作った縁面を磨石として使用している。平坦面に一部窪みがみられ，凹石としての使用も考えられ
る。石材は安山岩である。
�������	
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　６６の形状は石皿様であるが，摩擦面が観察できない。一方，敲打痕が部分的に残されることから，
台石（アンビル）的機能が推定される。 
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備考取上重さ厚さ幅長さ石材層出土区器種番号挿図
番号 番号ｇ㎝㎝㎝

集石４号２８７．４９２．７０６．６０１３．９５頁岩Ⅲ遺構内局部磨製石器６１１
１３８４１．２３０．５０１．８５２．７０頁岩ⅥＩ－５打製石鏃３３

１８

２１９５１．３３０．４０１．５５２．５０頁岩ⅦＩ－９打製石鏃３４
２０８７１．０８０．２５２．１５２．６０頁岩ⅥＧ－１１打製石鏃３５
１９３５１．３３０．５０１．７５２．４０凝灰岩ⅥＨ－８打製石鏃３６
１９２２０．７５０．３５１．６０１．５５頁岩ⅥＨ－８打製石鏃３７
１４９５０．６４０．３５１．６５１．６５凝灰岩ⅥＩ－１０打製石鏃３８
２１０５０．３００．２５１．４０１．６５チャートⅥＨ－９打製石鏃３９
１５１６０．４２０．２５１．７０１．６５頁岩ⅥＩ－８打製石鏃４０
８０００．１９０．３０１．１５１．１５黒曜石ⅥＩ－６打製石鏃４１
２０９９１．２００．３０１．７５３．４０凝灰岩ⅥＧ－１２打製石鏃４２
１４９３０．４９０．３５１．３５１．９５黒曜石　姫島系ⅥＩ－１０打製石鏃４３
２０７５０．４５０．４０１．３０１．７５頁岩ⅥＧ－１０打製石鏃４４
２０９５１．７００．４５１．８０２．８５チャートⅥＨ－１２打製石鏃４５
２０９２０．３５０．３０１．３５１．８５頁岩ⅥＧ－１２打製石鏃４６
５７７０．２００．２５０．９５１．４０黒曜石ⅥＫ－１２打製石鏃４７
１４６９１．３３０．３０１．５５２．０５チャートⅥＩ－９打製石鏃４８
１４９８０．６５０．４５１．８０３．０５頁岩ⅥＩ－３打製石鏃４９
６２５０．３５０．３５１．２０１．７０チャート凝灰岩ⅥＩ－６打製石鏃５０
１１６０１．０３０．５０１．９０２．６５頁岩ⅥＨ－６打製石鏃５１

１９

２０１９０．４４０．３０１．３５１．９５凝灰岩ⅥＧ－９打製石鏃５２
一括１．１００．３５２．００２．５０黒曜石ⅥＪ－１３打製石鏃５３
１８８５１．４００．４５２．１０２．２０チャートⅥＨ－８打製石鏃５４

深堀り０．８４０．３５１．５０２．６５チャートⅥＨ－１１打製石鏃５５
５９０１．１８０．４５１．４０２．４５黒曜石　姫島系ⅥＫ－１３打製石鏃５６
１４４９０．２３０．３００．８５１．９５凝灰岩ⅥＩ－７打製石鏃５７
２０７２２９．７４０．９５７．２０５．４０頁岩Ⅵ下Ｈ－１０石匙５８

２０

２１００７．０００．８０３．８０３．０５頁岩Ⅵ下Ｈ－１２石匙５９
１４８７２．９６０．８５１．７５２．８５黒曜石　姫島系ⅥＩ－１０抉入状石器６０
２０７７２６．１６０．９５６．２５５．００チャートⅥＨ－１０石匙６１
２０８３５．２１０．８０５．７０２．４５頁岩Ⅵ上Ｈ－１１石匙６２
６４３３．９３０．８０５．９０２．２０頁岩ⅥＨ－６石匙６３
６２０４８．５０１．７０４．２５４．６５凝灰岩ⅣａＩ－７磨石６４

２１ １４５０２０８．５０４．５０７．９５５．００安山岩ⅥＩ－７磨石６５
７６２３５２５．００８．４０１３．６０２２．５０安山岩ⅥＩ－８石皿状敲石６６
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　　前・中期では，落とし穴５基が検出され，土器２点が出土している。
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　遺構は，落とし穴５基が検出されている。
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　Ｈ－７～９，１１区とＪ－９区で５基検出されている。
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　Ｈ－１１区Ⅴｃ層で検出されている。平面の形状は円形であり，長軸１１０�，短軸９０�である。底面
は長軸４０�，短軸３０�である。深さは検出面から９３�である。断面の形状は，ほぼ垂直に下がり，
検出面から６０�のところから丸底気味になる。底面は平坦である。
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　Ｊ－９区Ⅴｃで検出されている。平面の形状は円形であり，長軸７０�，短軸６７�である。底面は
長軸６５�，短軸５５�である。深さは検出面から７７�である。断面の形状は，ほぼ垂直に下がる形状
である。底面は平坦である。
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　Ｈ－９区Ⅴｃ層で検出されている。平面の形状は円形であり，長軸６６�，短軸６０�である。底面
は長軸５８�，短軸５８�である。深さは検出面から６３�である。断面の形状は，ほぼ垂直に下がる形
状である。底面は平坦である。
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　Ｈ－８区Ⅴｃ層で検出されている。平面の形状は隅丸菱形状であり，長軸８４�，短軸６８�である。
底面は長軸６０�，短軸６０�である。深さは検出面から９０�である。断面の形状は，ほぼ垂直に下が
る形状である。底面は中央がやや盛り上がるがほぼ平坦である。
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　Ｈ－７区Ⅴｃ層で検出されている。平面の形状は円形であり，長軸８１�，短軸７０�である。底面
は長軸６２�，短軸５４�である。深さは検出面から８７�である。断面の形状は，ほぼ垂直に下がる形
状である。底面は平坦である。 
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Ⅷ Ⅷ 
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Ⅶ（P13） 
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特徴色調埋土
弱粘質土。Ⅳｂ層に類似。Ｐ７が含まれる。部分的にⅤｂ，Ⅴｃ層ブロック。暗灰褐色土①
粘質土。①より暗い色調。４～５�大のパミス量が多い。暗灰褐色土②
粘質土。パミスがあまり入っていない。暗灰褐色土③
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特徴色調埋土
２～５�大の黄色パミスと白ごま状の混入。暗茶褐色土①
２～５�大の黄色パミスと白ごま状の混入。部分的に純黒色土。黒色土＋暗茶褐色土②
②に崩れたような黄色パミスが一部混入。黒色土＋暗茶褐色土③
アカホヤ（Ⅴｂ．Ⅴｃ）混入。黒色土④
パミスはほとんど入らない。Ⅴａ層に近い黒色土＋暗茶褐色土（若干）⑤
下層の中では最も明るい色調であり①の明るさに似る。Ⅴａ層に近い。暗茶褐色土＋黒色土（若干）⑥
⑥より暗めの黒色土であるが，純黒色ではなく暗茶が混ざる。Ⅴａ層の土に類似してい
る。Ｐ７が少量混入。黒色土＋暗茶褐色土⑦

Ｐ７がわずかに入る。粘性はあまりないがしまっている。オリーブ褐色土＋黒色土⑧
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特徴色調埋土
１～３�大の黄色パミスと白ごまが混入。暗茶褐色土＋オリーブ褐色土①
①よりも暗い。２�大の黄色パミスと白ごまが少量混入。暗茶褐色土＋オリーブ褐色土②
色調は②とあまり変わらない。黄色パミスをわずかに含む。暗茶褐色土＋オリーブ褐色土③
黄色パミス・白ごまがわずかに入る。黒色土＋暗オリーブ④
④より少し暗め。１～２�大の黄色パミスが少量混入。黒色土＋暗オリーブ⑤
粘質土。Ｐ７を含むⅣｂ層とⅣａ層との混在。黒色土＋暗オリーブ（小）⑥
弱粘質土。Ｐ７が入る。一部にⅦ層の２×２�大のブロック混入。黒色土＋暗オリーブ（小）⑦
Ⅶ層と考えられるが壁面などのⅦ層と比較するとやわらかい。⑧

�������	
���
���

特徴色調埋土
弱粘質土。２～３�大の黄色パミスと白ごまが混入。オリーブ褐色土①
弱粘質土。２～３�大の黄色パミスと白ごまが混入。①と③斬移層。オリーブ褐色土＋黒色土②
Ｐ７が混ざる確実なⅣｂ層である。黒色土（＋オリーブ褐色土　

少々）③
軟質土。色調は②と同じであるがパミスは少量混入。オリーブ褐色土＋黒色土④
②よりも明るいオリーブ。２�大の黄色パミスが少量混入。オリーブ褐色土＋黒色土⑤
軟質土。色調は②と似ているがパミスの量が少ない。オリーブ褐色土＋黒色土⑥
軟質土。１�大の黄色パミスが少量混入。黒色土⑦
軟質土。パミスはほぼ含まない。オリーブ褐色土＋黒色土⑧
⑧よりも若干だが黒が弱い。他は⑧と同じ。オリーブ褐色土＋黒色土⑨
サツマであるが上層の影響で若干色が暗く，少々やわらかい。⑩上面が土坑の底面で
あった可能性がある。⑩
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　６７・６８は第Ⅳａ・Ⅳｂ層で出土し，第Ⅵ層の早期の条痕土器に類似したものである。深鉢の底部近
い部分である。器面は内外面とも貝殻腹縁部による貝殻条痕がみられる。色調は内面が暗茶褐色，
外面が燈茶褐色である。胎土は白い岩片を含む石英，長石，角閃石がみられる。焼成は良い。同一
個体の可能性が高い。 
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特徴色調埋土
弱粘質土。Ｐ７が混ざりⅣａ層に近い。黄褐色土＋暗灰黄色土１
軟質土。Ｐ７と考えられる軽石を含む。オリーブ褐色土２
粘質土。Ｐ７を含む。暗灰黄色土３
Ⅶ層とⅦとⅧの斬移層４
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備考遺物番号類調整
（外面）

調整
（内面）焼成胎土色調

（外面）
色調
（内面）部位出土区層位番号挿図

番号 その他角閃石長石石英

轟系？１４１４貝殻腹縁による
貝殻条痕貝殻条痕良○○○暗茶褐色暗茶褐色胴Ｈ－１３Ⅳｂ６７

２５
２１４５貝殻腹縁による

貝殻条痕貝殻条痕良○○○橙茶褐色暗茶褐色胴Ｈ－１３Ⅳａ６８
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　後・晩期では，土坑２基が検出され，土器８点と石器８点が出土している。
�����

遺構は，土坑２基が検出されている。
�������	

　Ｉ－８・９区で２基検出されている。
�������	
��

　Ｉ－９区Ⅶ層で検出されている。平面の形状は楕円形であり，長軸が１６０�，短軸が１２０�である。
底面は長軸が１２５�，短軸は１１０�である。深さは検出面から４５�である。断面の形状は，西壁はほ
ぼ垂直に立ちあがり，東壁は緩やかである。底面はほぼ平坦である。石器の剥片を伴っている。
��������	
�

　Ｉ－８区Ⅳｂ層で検出されている。平面の形状は不定形であり，長軸が１８０�，短軸が１１０�であ
る。底面は長軸が１５０�，短軸は９０�である。深さは検出面から６３�である。断面の形状は，ほぼ
垂直に下がる形状である。底面はほぼ平坦であり，中央部と北壁側に縦長の掘り込みがある。
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　６９は胴部がやや張り，頸部でやや締まり，口縁部でやや外反する器形で，口唇部が平坦面をなす
深鉢である。文様は幅の広い施文具で，口縁部に縦位の連点と，その下に横位の沈線文を１条，そ
の下位に２本の平行沈線文を巡らしている。靴型文を繋ぐ３条の沈線を施している。器面はナデ調
整で，色調は内外面とも茶褐色で部分的に黒斑がみられる。粘土は口縁部と胴部の繋ぎ部に厚くみ
られ，製作方法がわかる。胎土は礫を含む，石英，長石，角閃石が見られる。焼成は良い。
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　７０は口縁端部に肥厚部のある深鉢である。器形としては直行するものである。器面は風化が激し
くザラザラ感がある。色調は黒色である。胎土は白い石英が多く，長石，角閃石がみられる。焼成
は弱い。７１は肩部で，「く」の字状に屈折する器形の深鉢である。器面は外面の肩部に黒色の煤が
付着している。器面は内外面ともヨコナデ調整である。色調は内外面とも暗茶褐色である。胎土は
白い岩片を含み，石英，長石，角閃石が見られる。７２は胴部で，「く」の字状に屈折する器形の深
鉢である。器面は肩部でヨコナデ，胴部で斜めナデ調整である。色調は外面が暗茶褐色，内面が茶
褐色である。胎土は白い岩片を含み，石英，長石，角閃石が見られる。７３は胴部で，「く」の字状
に屈折する器形の深鉢である。器面はヨコナデ調整である。色調は内面が暗茶褐色，外面が黒色で
ある。胎土は白い岩片を含み，石英，長石，角閃石が見られる。７４は胴部で，「く」の字状に屈折
する器形の深鉢である。器面は肩部でヨコナデ，胴部で斜めナデ調整である。色調は外面が黒色と
暗茶褐色，内面が暗茶褐色と茶褐色である。胎土は白い岩片を含み，石英，長石，角閃石が見られ
る。焼成は良い。７５は円盤状の平底から外に開く胴部をもつ深鉢である。器面は箆状施文具による
横位の調整である。色調は内外面とも茶褐色で黒斑もみられる。胎土は白い岩片を含み，石英，長
石，角閃石がみられる。焼成は良い。７６は山形口縁部をもつ浅鉢である。器形は頸部で締まり，口
縁部が外反する。口縁部には断面玉縁の肥厚がみられる。器面は研磨調整である。色調は黒茶褐色
で，胎土は石英，長石，角閃石を含む。焼成は良い。 
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　７７はやや抉りがみられる平基式で三角形の石鏃である。厚みはやや薄く，背面が残り，調整は一
部を両面交互剥離で整形している。なお，頭部は欠損している。石材は不純物のある黒曜石である。
７８はやや抉りがみられる平基式で三角形の石鏃である。厚みはやや薄く，背面が残り，調整は全縁
を交互剥離で整形している。石材は黒曜石である。７９は抉りがみられる凹基式ので三角形の石鏃で
ある。厚みはやや薄く，調整は全部を交互剥離で整形している。なお，頭部は欠損している。石材
は黒曜石である。８０は大型の石鏃と思われるが，長軸約３�を測りで石槍的な使用も考えられる。
偏平な剥片を使用し，平基式の形態である。丸みを持つ刃部は交互剥離で調整されている。石材は
頁岩である。８１は石匙で，摘み部を欠損しているものである。刃部は交互剥離で作られている。石
材は頁岩である。８２は自然礫に孔を施した石製品である。孔は両方から開けられ，中央部が最も狭
い。石材は頁岩である。
　８３は球形の磨石である。使用面は平坦面の最も広い部分である。一部窪みも見られ，敲石として
使用した可能性もある。石材は凝灰岩である。 
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備考遺物番号類調整
（外面）

調整
（内面）焼成胎土色調

（外面）
色調
（内面）部位出土区層位番号挿図

番号 その他角閃石長石石英

南福寺土器集中区
口縁部縦位連点
有り，横位三条
の沈線　ナデ

ナデ良○○○茶褐色茶褐色口縁
～胴Ｈ－１０Ⅳ６９２７

１３９４風化風化弱い○○○黒色黒色口縁Ｈ－９Ⅱ７０

２８

黒川
煤付着

７０　1255　1256　
1257

ヨコナデヨコナデ白岩片○○○暗茶褐色暗茶褐色肩Ｈ－１１
１２

Ⅲｃ，
Ⅳａ７１

324　325　328　329
331　１０４６

肩ヨコナデ，
胴斜めナデヨコナデ白岩片○○○暗茶褐色暗茶褐色胴Ｈ－６Ⅲｃ，

Ⅳａ７２

３２７ヨコナデヨコナデ白岩片○○○黒色暗茶褐色胴Ｈ－６Ⅲｃ７３

黒川317　319　320　321
３２２　326

ナデ，
ヨコナデ

ナデ，
ヨコナデ良白岩片○○○黒色

暗茶褐色
暗茶褐色
茶褐色胴Ｈ－６Ⅲｃ７４

黒川

305　311　312　334
345　441　443　444
４４５　446　447　448
683　684　1037　
1038　1039　1042

ヘラナデヘラナデ良白岩片○○○茶褐色
（黒斑）茶褐色底～

胴
Ｈ－６・７，
Ｉ－７

Ⅲ，Ⅲｂ，
Ⅲｃ，
Ⅳａ

７５

黒川６１７研磨研磨良○○○黒茶褐色黒茶褐色口縁Ｊ－１０Ⅳａ７６
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備考取上重さ厚さ幅長さ石材層出土区器種番号挿図
番号 番号ｇ㎝㎝㎝

２１４４１．４２０．６０１．９５１．６０ＯｂⅣａＨ－１４打製石鏃７７

３０

一括０．４１０．３０１．５０１．５０ＯｂⅦＧ－１３打製石鏃７８

４６４０．４５０．４０１．４０１．４０ＯｂⅣａＪ－１３打製石鏃７９

９３６４．２４０．３５３．５５３．５５ＳＨⅢｃＩ－９打製石鏃８０

５８８．６４１．００３．７０３．７０ＳＨⅣＪ－１１打製石鏃８１

３４４８．２１１．４０３．１５３．１５ＳＨⅢｃＨ－７石製錘飾品８２

３３０５２９．００６．３０６．８５８．１０凝灰岩ⅢｃＨ－６磨石８３



－１４４－
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土坑１基が検出され，土器２点を図化した。
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�������	


　１－７区で検出
した。２８０×２７０㎝の
方形に一辺がやや
斜めに張り出した
形状である。検出面
からの深さは１０㎝
で，底面はほぼ平坦
である。壁面はほぼ
垂直に立ちあがる。
上部は後世の攪乱
により消失したと
想定される。
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　８４は厚みのあるＬ字口縁をもつ甕形
土器である。文様は口唇部に浅い沈線，
胴部に断面三角突帯３条を施している。
器面調整はナデである。色調は内面が茶
褐色，外面が暗茶褐色で黒色の煤が付着
している。焼成は良い。８５は外反する口
縁部をもつ壺形土器である。文様は口唇
部に沈線を施している。器面調整はナデ
である。色調は内面が茶褐色，外面が赤
茶褐色である。焼成は良い。 
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　遺構は溝状遺構，古道跡，土坑が検出され，遺物は土師器，陶磁器が出土している。
�����

　Ｇ～Ｊ－７区から溝状遺構１条，Ｇ～Ｉ－１３区から古道跡３条が検出されている。また，多数
の土坑が検出され，ピット状の土坑も検出されている。遺構の多くは，削平により上部構造を消
失しているとみられる。
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　Ｇ～Ｊ－７区で１条検出されている。断面形はレンズ状で，北側が立ち上がり，南側が緩やか
な形状である。Ⅳ層を基盤層とし，埋土の主体は黒色土である。
��������	
�

　Ｇ～Ｉ－１３区で３条検出されている。東西軸に平行な状態で検出されている。古道１と古道２
は密着した状態で検出されている。古道２と古道３は，約１ｍの間隔で検出されている。３条と
もⅢｃ層を基盤層とするが，埋土状況に差異がみられ，古道造営の時期差が考えられる。古道１
と古道２は黒褐色土と黒色土を埋土とし，古道３は褐色土と黒褐色土とする。
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　４３基を図化した。非ピット状の土坑では，隅丸の長方形９基，楕円形１基，円形１基が検出さ
れている。埋土状況に差異がみられ，土坑造営の時期差が考えられる。埋土別では，暗褐色土単
一の土坑１基，黒色土を主体とする土坑１０基に分類される。また，ピット状の土坑は３２基検出さ
れている。埋土別では，オリーブ褐色土を主体とする土坑１４基，暗茶褐色土を主体とする土坑４
基，黒色土を主体とする土坑１４基に分類される。
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備考遺物番号類調整
（外面）

調整
（内面）焼成胎土色調

（外面）
色調
（内面）部位出土区層位番号挿図

番号 その他角閃石長石石英
吉ヶ崎
口径　２３．０�一括沈線，三条の断

面三角突帯ナデ良暗茶褐色茶褐色口縁表採８４
３２

口径　２６．０�４２９　４３１　６７９ナデナデ良赤茶褐色茶褐色口縁
～胴Ｉ－８Ⅲｃ８５
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－１４７－
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－１５１－
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　８６は甕形土器の胴部である。器面には格子目タタキがある。色調は暗灰茶褐色である。胎土は細
かい粘土質である。焼成は良い。８７は壺の底部である。器面には轆轤痕があり，外面には灰 がみ
られる。色調は外面が緑茶褐色，内面が灰色である。焼成は良い。
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　８８は染付の碗である。見込みには円形に掻 され，重ね焼きの跡がみられる。文様は草花文がみ
られる。胎土は白石である。８９は薩摩焼の土瓶の蓋である。色調は茶褐色で，上面に自然 がかっ
ている。胎土は細かい粘土である。焼成は良い。 

�������	
���


�������	
���
���

備考遺物番号類調整
（外面）

調整
（内面）焼成胎土色調

（外面）
色調
（内面）部位出土区層位番号挿図

番号 その他角閃石長石石英

須恵器１２５４格子目タタキ良粘土質暗灰茶褐色暗灰茶褐色胴Ｈ－１２Ⅲａ８６

３９
須恵器，底径１１．２�１８５轆轤，灰釉轆轤良緑茶褐色灰色底～胴Ｊ－５Ⅲａ８７

近世５９９草花文白石灰青白色灰青白色底～胴Ｈ－１１Ⅱ８８

薩摩焼，底径６．２�５９７自然釉良細粘土茶褐色茶褐色土瓶蓋Ｈ－１１Ⅱ８９
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－１５２－
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　遺構は，集石遺構を６基検出した。１号および３号はⅦ層で検出し，２号および４～６号はⅥ層
で検出している。
　遺物は，Ⅰ類土器のうち７が貝殻刺突文のある石坂式土器，８～１１，１３が沈線文のある平栫式土
器，１２，１４が撚糸文のある塞ノ神Ａ式土器に比定される。Ⅱ類土器の１５～２２は貝殻刺突文と貝殻沈
線文のある塞ノ神Ｂ式土器に比定される。Ⅲ類土器の２３～２５は貝殻条痕を鋸歯状に施した双交弧文
がある苦浜式土器に比定される。Ⅳ類土器の２６～３２は貝殻条痕を全面に施した右京西式土器に比定
される。
　石器は３３～５７が石鏃で平基式と凹基式が見られる。また，５８～６３は石匙で５８，５９は下層に６２は上
層に出土している。形状と層の関係で時期の違いも考えられる。６４～６６は磨石，敲石の類である。
　この時期の出土状況の特徴としては，Ⅶ層からⅠ類およびⅡ類土器を主体とした出土と，Ⅵ層か
らⅢ類およびⅣ類土器を主体とした出土がみられたことである。遺構に伴った遺物としては，３号
集石遺構から塞ノ神Ｂ式土器，２号および４号集石遺構から右京西式土器が出土している。
　よって，遺物の出土状況と遺構の検出状況をあわせて考察すれば，Ⅶ層は塞ノ神Ｂ式土器を中心
にしたⅠ，Ⅱ類土器で，Ⅵ層は右京西式土器を中心にしたⅢ，Ⅳ類土器にあたり，形式の新旧関係
も層位的に把握できているといえる。
　なお，放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）の結果では，塞ノ神Ｂ式土器が中心となる層は７２７０±４０yr

ＢＰで，右京西式土器付着の炭化物は６５７０yrＢＰであった。
�������

　遺構は，落とし穴が５基検出され，形態は１～３，５号は円形で，４号が方形の竪穴状である。
　遺物は，６７，６８は貝殻条痕の器面調整を施す轟式土器に比定される。
�������	


　遺構は，長方形の浅い土坑が１基，円形が１基検出されている。性格は不明である。
　遺物は，土器は６９が後期の南福寺式土器である。７０～９６は黒川式土器である。石器は７７～７９は石
鏃で８０は石匙，８１は有孔石製品，８２は磨石及び敲石の類である。
�����

　遺構は，方形に近いが不定形の竪穴状の土坑が検出している。中には楕円形の攪乱部が２ヶ所以
上みられる。竪穴住居址の想定で調査を進めたが確定に至らず。
　遺物は，８４は吉ヶ崎式土器の壺の口縁部である。８５は同じく中期の吉ヶ崎式土器の甕形土器であ
る。
�������	

　遺構は，溝状遺構１条と古道跡３条が検出している。舌状台地に立地する遺跡の中央部に位置し，
先端部へ向かう方向へ検出している。性格は区画溝の可能性が考えられる。他は長方形の浅い土坑
や円形の土坑と多数のピット状の土坑が検出されている。性格は不明である。
　遺物は，８６，８７は須恵器で，８８は磁器で肥前系，８９は陶器で薩摩焼と思われる。
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１　 測定対象試料
　野方前段遺跡は、鹿児島県曽於郡大崎町（北緯３１°
３０′０７″，東経１３０°５５′４３″）に所在し，標高約
２００mの台地上に位置する。測定対象試料は，Ⅶ層出
土炭化物（No．１：IAAA－９０９８６），Ⅳa層出土炭化
物（No．２（１３２７）：IAAA－９０９８７），Ⅵ層出土土器付
着炭化物（No．３（２２３２ほか）：IAAA－９０９８８），合計
３点である。

２　測定の意義
　炭化物の年代を明らかにする。

３　化学処理工程
�　メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な
不純物を取り除く。

�　酸処理，アルカリ処理，酸処理（AAA：Acid 
Alkali Acid）により内面的な不純物を取り除く。
最初の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて
数時間処理する。その後，超純水で中性になる
まで希釈する。アルカリ処理では１Nの水酸化
ナトリウム水溶液（８０℃）を用いて数時間処理
する。なお，AAA処理において，アルカリ濃度
が１N未満の場合，表中にAaAと記載する。そ
の後，超純水で中性になるまで希釈する。最後
の酸処理では１Nの塩酸（８０℃）を用いて数時
間処理した後，超純水で中性になるまで希釈し，
９０℃で乾燥する。希釈の際には，遠心分離機を
使用する。

�　試料を酸化銅と共に石英管に詰め，真空下で封
じ切り，５００℃で３０分，８５０℃で２時間加熱する。

�　液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差
を利用し，真空ラインで二酸化炭素（CO２）を
精製する。

�　精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素の
みを抽出（水素で還元）し，グラファイトを作
製する。

�　グラファイトを内径１�のカソードに詰め，そ
れをホイールにはめ込み，加速器に装着する。

４　測定方法
　測定機器は，３MVタンデム加速器をベースとし
た１４C－AMS専用装置（NEC Pelletron ９SDH－２）
を使用する。測定では，米国国立標準局（NIST）か
ら提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。
この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時
に実施する。

５　算出方法
�　年代値の算出には，Libbyの半減期（５５６８年）を

使用する（Stuiver and Polash １９７７）。
�　１４C年代（Libby Age：yrBP）は，過去の大気中１４C
濃度が一定であったと仮定して測定され，１９５０
年を基準年（０yrBP）として遡る年代である。
この値は，δ１３Cによって補正された値であ
る。１４C年代と誤差は，１桁目を四捨五入して１０
年単位で表示される。また，１４C年代の誤差（±
１σ）は，試料の１４C年代がその誤差範囲に入る
確率が６８．２%であることを意味する。

�　δ１３C は，試料炭素の１３C  濃度（１３C /１２C）を測定
し，基準試料からのずれを示した値である。同
位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏
差（‰）で表される。測定には質量分析計ある
いは加速器を用いる。加速器により１３C /１２Cを測
定した場合には表中に（AMS）と注記する。

�　pMC（percent Modern Carbon）は，標準現代
炭素に対する試料炭素の１４C濃度の割合である。

�　暦年較正年代とは，年代が既知の試料の１４C濃度
を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，過去
の１４C濃度変化などを補正し，実年代に近づけた
値である。暦年較正年代は，１４C年代に対応する
較正曲線上の暦年代範囲であり，１標準偏差
（１σ=６８．２%）あるいは２標準偏差（２σ
=９５．４%）で表示される。暦年較正プログラムに
入力される値は，下一桁を四捨五入しない１４C年
代値である。なお，較正曲線および較正プログ
ラムは，データの蓄積によって更新される。また，
プログラムの種類によっても結果が異なるため，
年代の活用にあたってはその種類とバージョン
を確認する必要がある。ここでは，暦年較正年
代の計算に，IntCal０４データベース（Reimer et 
al ２００４）を用い，OxCalv４．１較正プログラム
（Bronk Ramsey １９９５  Bronk Ramsey ２００１ 
Bronk Ramsey， van der Plicht and Weninger 
２００１）を使用した。

６　測定結果
　１４C年代は，No．１が７２７０±４０yrBP，No．２が１２６０
±３０yrBP，No．３が６５７０±４０yrBPである。No．１が
縄文時代早期，No．２が古代，No．３が縄文時代早期
から前期頃の年代となった。
　No．１，No．２の炭素含有率は７０%前後と通常の値
であったが，No．３は５０%に満たず，若干低い値と
なった。化学処理，測定上の問題は認められない。

�������	
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（株）加速器分析研究所
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［参考］暦年較正年代グラフ

δ１３C補正ありδ１３C（‰）
（AMS）処理方法試料形態採取場所試料名測定番号

pMC（％）Libby　Age（yrBP）
４０．４４±０．２１７，２７０±４０－２８．５３±０．５０AAA炭化物層位：Ⅶ層No．１IAAA－９０９８６
８５．４６±０．３４１，２６０±３０－３２．００±０．６０AAA炭化物層位：Ⅳa層No．２IAAA－９０９８７
４４．１３±０．２２６，５７０±４０－２７．３５±０．４７AaA土器付着炭化物層位：Ⅵ層No．３IAAA－９０９８８

［＃３０８４］

２σ暦年代範囲１σ暦年代範囲暦年較正用
（yrBP）

δ１３C補正なし測定番号
pMC（％）Age（yrBP）

６２２６BC－６０５７BC　（９５．４％）６２１１BC－６１３７BC（４６．２％）
６１１３BC－６０７６BC（２２．０％）７，２７２±４１４０．１５±０．２０７，３３０±４０IAAA－９０９８６

［参考値］

２σ暦年代範囲１σ暦年代範囲暦年較正用
（yrBP）

δ１３C補正なし測定番号
pMC（％）Age（yrBP）

６６８AD－８２６AD（９１．６％）
８４０AD－８６３AD（３．８％）６８８AD－７７５AD（６８．２％）１，２６２±３２８４．２４±０．３２１，３８０±３０IAAA－909８７

５６１５BC－５５８６BC（１２．７％）
５５７０BC－５４７５BC（８２．７％）５５５０BC－５４８３BC（６８．２％）６，５７１±４０４３．９２±０．２２６，６１０±４０IAAA－909８８
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あ　と　が　き

　発掘調査に従事する者にとり，１日の調査を終え，緊張から解放されホッとし，一番好

きな時間を迎えます。それは，高隈山に沈む美しい夕日を眺める時でした。昔の人もきっ

と同じ夕陽を眺めていたことでしょう。

　加治木堀遺跡では，広い台地での落とし穴猟の一端を垣間見ることができました。柿木

段遺跡の石斧埋納遺構は予想外の発見であり，彼らの生産活動の奥深さを再認識すること

となりました。また，幾重にも重なり合った道跡や溝は，具体的人跡であり，発掘調査の

重要性を改めて認識することになりました。

　最後に，発掘作業や整理作業にご協力いただいた作業員の方々をはじめ，懇切丁寧にご

指導いただいた多くの関係者の方々には心から感謝致します。
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